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   プロローグ

  

  「昨日深夜、保護されていた最後の魔女の死亡が確認されました。これにより、国の特別天然記念物で絶滅危き惧ぐ種にも指定されている『魔女』は、地球上から絶滅したことになり──」

  　高校の制服に袖そでを通しながら朝のニュース番組を見ていた僕は、年配の男性アナウンサーが伝える突然の訃ふ報ほうに、しばし言葉を失った。

  　……魔女が絶滅した。

  　その事実を知ったとき、僕が真っ先に思い浮かべたのは父さんの四角い顔だった。

  

  　──絶滅危惧種「魔女」。

  　それは、世界一有名な希少生物。

  　外見は人間の女性そっくりでありながら、ヒトとはまったく異なる進化を遂とげた謎なぞの生命体。自然と共きよう棲せいする形で世界各地に棲せい息そくしていた魔女は、近代に入ってから急激に数を減少させた。原因については、環境破壊や人間の影響など、諸説さまざまだが、真相は定かではない。

  　魔女が絶滅危惧指定レツドデータブツクに名を連つらねたのは、今から十年以上も前のことだ。動物保護を訴うつたえる学者たちが魔女を絶滅危惧種に認定。ワシントン条約に従って保護することを決めた。

  　しかし保護活動の甲か斐いもなく、魔女の棲息数はその後も減少の一途をたどる。九○年代後半には百人以上確認されていた魔女も、気がつくと生き残りは一人だけ……六年前に日本で捕獲された「最後の魔女サヤカ」だけという状況に陥おちいっていた。

  　その最後の魔女が死んだ。ついに魔女は絶滅したのだ。

  　……といった魔女に関する通り一いつ遍ぺんな解説を、男性アナウンサーが淡たん々たんと伝えている。僕はテレビに映る魔女サヤカの顔写真を漫然と眺めつつ、頭ではまったく別のことを考えていた。

  「……魔女が絶滅したこと、父さんは知ってるのかな？」

  　高校一年生の僕には、今年で四十歳になるやたら元気な父親がいる。父一人子一人の父子家庭でありながら、息子をほったらかしにして一人で世界中を放浪するという、元気かつ無責任かつ無鉄砲な父親だ。

  　思い起こせば六年前。当時小学四年生だった僕に、コンビニにでも行くかのような軽い口ぶりで「ちょっと魔女を探してくる」と言い残して、父さんはふらっと旅に出た。

  「魔女ならば魔法を使えるはず。父さんは本物の魔法を見てみたい！」

  　そんな妄もう言げんをまき散らして、父さんは魔女が魔法で作ったとされる『楽園』の伝説を追いかけ始めた。

  　念のため言っておくと、過去に魔女が捕獲された例は何度かあるが、保護された魔女が魔法を使った記録はない。たいがいの魔女は人間に非協力的で、研究と保護のため国が運営する「魔女保護機関」に収容されていた「最後の魔女サヤカ」に至っては、人間と会話をすることさえ拒こばんでいたそうだ。人間も嫌われたものである。

  　科学の発達した現代では、伝説上の「魔法を使う魔女」と実在する「生物学上の魔女」は別物というのが定説だ。「魔女」という呼び名も、世界各地に残る魔女伝説とイメージがかぶるから、そう呼ばれるようになっただけだ。

  　もっとも、父さんに言わせれば「魔女は人間から逃のがれるために楽園を作った。魔女がこぞって楽園に逃げたから、こちらの世界では魔女の数が急激に減ったんだ。魔女が人間を嫌っていることと、魔女の数が減っていることは、楽園が存在する証しよう拠こなんだよ！」ということになるらしい。

  　身勝手で破は天てん荒こう、世せ間けん体ていなどまるで気にしない傍ぼう若じやく無ぶ人じんの魔女マニア。魔女の噂うわさがあれば世界中のあらゆる場所に駆けつける自称・夢追い人。それが僕の父さんだ。

  　人生を謳おう歌かするのは結構だけど、たまには残された息子のことも思い出して欲しい。こんな奇人変人な親を持ったせいで僕がどれだけ肩身の狭い思いをしているか、父さんはまるでわかっていないのだ。あー、考えただけで腹が立ってきた。

  　ああもう、やめやめ。ろくでなしの思い出を振り払い、僕は着替え途中だった制服に袖そでを通す。魔女が絶滅したのは大事件だけど、一いつ介かいの高校生である僕には学校に遅刻しないことのほうが遥はるかに重大事なのだ。

  　テレビで魔女絶滅のニュースが流れたのは、ほんの二、三分。地上から魔女が消えたからといって、僕たちの生活は何一つ変わらない。ニュースを聞き流しながら、僕はテレビの電源を切ろうとリモコンに手を伸ばす。だけど、僕が電源を切るより早く、映像は次のニュースに切り替わっていた。

  　画面いっぱいに映し出されたのは、雪山の遠景写真と、「日本人男性、ヒマラヤ山中で遭そう難なん」と書かれたテロップ。

  「ヒマラヤを登山中の日本人男性が行方ゆくえ不明になっています。遭難したのは、自称・夢追い人の柏かしわ崎ざき文ふみ彦ひこさん。柏崎さんはヒマラヤ登山中に『この近くに魔女の楽園があるはずだ』と突然言い出し、ガイドの制止を振り切り単独行動を……」

  　僕はあんぐりと口を開けたまま、持っていたリモコンをぽとりと落とした。

  「なにやってんだよ、父さん……」

  

  　それは、ある夏の日の出来事。

  　その日、魔女が絶滅して、僕は天てん涯がい孤独の身となった。



  


   １　魔女と鏡と十個のたい焼き

  

  「おーっす、文ふみ哉や！　今朝の新聞見たか！」

  　僕が教室に入ると、やたらテンションの高い同級生がいきなり飛びかかってきた。問答無用で肩を組んでくる馴なれ馴れしさが暑苦しい。

  「おはよう、リョータ。今朝は一段とテンション高いね」

  「いやー、新聞を見てびっくりしてさ。文哉が来るのを待ってたんだ！」

  　この背が高く声も大きい眼鏡めがねの少年──守もり屋や涼りよう太たは、クラスで一番の熱血漢だ。身振り手振りを交まじえて熱く語る彼は、クラスの皆から「リョータ」と呼ばれている。

  　長身でがっしりとした体格。サイクリングが趣味で、中学時代には自転車で日本縦じゆう断だんしたほどの健脚なのに、そのときの旅の目的が「北は北ほつ海かい道どう屈くつ斜しや路ろ湖このクッシーから南は鹿か児ご島しまの池いけ田だ湖こイッシーまで日本全国ＵＭＡ未確認生物巡りの旅」だったという残念な思想の持ち主。

  　リョータは見た目こそ体育会系だが、その正体は生きつ粋すいのオカルトマニアであり、筋金入りの魔女オタクなのだ。

  「今朝のニュースには驚いたぜ。文哉もびっくりしただろ？」

  　ぐいぐい肩を寄せながら、リョータはスポーツ新聞を僕に押しつける。こ、これは、宇宙人から超常現象までオカルトな話題を堂々と扱うことで有名な個性派スポーツ新聞じゃないか。「高校生が購読する新聞じゃないだろ」と思いつつ紙面を広げると、そこにはページの半分を埋め尽くす勢いで「魔女絶滅」の文字が躍っていた。

  「まさか魔女が絶滅するとはな！　死ぬ前に一度でいいから生きた魔女を見たかったのに、残念だ！　ああ残念だ！」

  　リョータが全身から悔くやしさを滲にじませながら力説する。暑苦しいってば。

  　どうやらリョータは、魔女絶滅のニュースを語り合いたくて僕を待っていたらしい。夢追い人な父親の影響で、僕は魔女についての知識を少なからず持っている。誰かと魔女談義で盛り上がりたいリョータにとっては恰かつ好こうの獲物だ。

  「そ、そうだね。リョータは前々から生で魔女を見たがっていたのに、残念だったね」

  「そうなんだよ！　二度と魔女を見られないと思うと俺は悔しくてさ！　でも、まだ可能性はある。地上から魔女は消えたかもしれないが、楽園にはまだ生き残りがいるはずだ！」

  「楽園……、ね」

  「そうとも！　文哉の親父おやじさんが探している、魔女たちが隠れ暮らすという伝説の楽園！　親父さんならいつか楽園を見つけてくれる！　俺は、お前の親父さんの情熱を信じている！」

  　リョータは手近にあった椅い子すに片足を乗せ、窓の外をびしっと指差した。勢いで意味もなく空を指差すのは構わないけど、僕と肩を組みながらやるのはやめてくれないかな。同類だと思われちゃうだろ。

  　僕は苦にが笑わらいしながら、肩に乗っているリョータの指を引きはがした。

  「でも、父さんが楽園を見つけ出す可能性は低そうだけどね」

  「何を言ってるんだ！　文ふみ哉やの親父おやじさんならきっとやってくれるさ！　俺はっ、お前の親父さんをっ、信じているっっっ！」

  「信じてくれるのはありがたいけど、そういうことじゃないんだよ。僕の父さんは……」

  「おはよう、文哉。あなたのお父様、ヒマラヤで遭そう難なんして行方ゆくえ不明らしいわね」

  　どこからともなく現れた女子が、僕の台詞せりふをサラリと代弁してくれた。

  　透き通った美声。それでいてナチュラルに上から目線の傲ごう慢まんな口ぶり。朝の挨あい拶さつから、流れるような第一声で「お前の父親が行方不明だ」と言い放つ横おう柄へいな態度。顔を確認するまでもない。彼女は校内随一のわがままお嬢様──楠くすの木き茉まつ莉りだ。

  「おはよう、茉莉」

  　僕は愛想あいそ良く挨拶するが、茉莉は冷ややかに僕を見るばかりで眉まゆ一つ動かさない。リョータが暑苦しい熱血漢なら、茉莉は凍こごえるような冷血人間だ。

  「……文哉は学校へ何をしに来たのかしら？」

  「え？　何って、授業を受けにだけど」
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  「お父様が行方ゆくえ不明なのに、ずいぶんと冷たいのね。文ふみ哉やもヒマラヤへ行ってお父様を捜さがすべきじゃないかしら？」

  　ニュースなどで、外国で行方不明になった人の家族が現地入りする映像をよく見るけど、茉まつ莉りはそのことを言っているのかな？　冷血人間の茉莉に「冷たいやつだ」と言われるのは非常に心外だけど、確かに端はたから見るとそう思えるのかもしれない。

  「そうだね……でも、行っても捜索の邪じや魔まになるだけなんじゃないかな。それに、ヒマラヤに行くお金なんて僕にはないから」

  「あら、お金なら私が貸してあげてもいいわよ。トイチで」

  「やめておくよ。茉莉に借りを作ったら後が怖い」

  「そう。残念だわ。借しやく用よう書しよを盾たてに、奴ど隷れいとしてさんざんこき使ってやろうと思ったのに」

  　淡たん々たんと語る茉莉の表情からは、どこまでが本気でどこまでが冗じよう談だんなのかまるで読み取れない。というより、全部本気で言っているようにしか見えない。

  　茉莉の実家はまごうことなき大金持ちだ。金と権力に囲まれて育ったからこそ、彼女はすくすくと「わがまま傲ごう慢まんお嬢様」に成長した。黙っていれば涼やかな美少女で通るのに、返す返すも残念な女の子である。しいて弱点を挙あげるとすれば、やや発育不良な胸囲ぐらいだが、命が惜しいなら胸回りの貧しさを指摘してはいけない。

  「お、おま……」

  　仲間外れにされていたリョータが、手を震ふるわせながら僕たちの間に割り込む。無む駄だにやかましいリョータが言葉を失っているところを見ると、父さんの遭そう難なん事故を本当に知らなかったようだ。

  「ふ、文哉の親父おやじさんが行方不明って本当なのか？」

  「本当よ。魔女の楽園なんてくだらないものを探して遭難したって言うんだから、筋金入りの変わり者よね」

  　茉莉の辞書に「オブラートにくるむ」という文もん言ごんは存在しない。

  　ちなみに僕はスルー力が高いので、茉莉の口の悪さにいちいち反応しない。口論なんて疲れるだけだし、そもそも口論で茉莉に勝てるとは思えないからね。

  　……それなのに、暑苦しい熱血漢は頼みもしないのに僕の代わりに怒り始めた。

  「魔女の楽園がくだらないだと？　その言葉は聞き捨てならないな！　命を懸かけてロマンを追い求める親父さんをカッコイイと思わないのか！」

  「ええ、思わないわ。ロマンなんてもののために死ぬのは大馬鹿よ」

  「ロマンを追いかけて何が悪い！　魔女を探すのがそんなに馬鹿なことか？」

  「魔女は絶滅したのよ。いもしない存在を探すのが賢かしこいことだと言えるかしら？」

  「だけど絶対に見つからないとは言い切れないだろ。昨日まで、確かに魔女は生きていた。他に魔女の生き残りがいないなんて誰にも言えないはずだ！　どんなに小さくても可能性を信じる心が大切なんだ！」

  　理想を熱く語るリョータと、現実を冷たく語る茉まつ莉り。二人は我がクラスの「空気が読めない」二大巨頭であり、顔を合わせれば喧けん嘩かに発展するのは毎度のことだった。

  「ふぅん。それで、リョータは魔女の生き残りを見つけて何をしたいのかしら？　どうせ『魔女なら魔法を使えるはずだ、俺は魔法の存在を証明してみせる』とか言い出すんでしょう？」

  「その通り！　本物の魔法を俺はこの目で見てみたい！　だから俺は魔女を追いかける！　魔法の存在を立証することこそ、魔女を追い求める者たちの悲願だ！」

  　あーあ、余計なことを言っちゃったよ。二人のやり取りを傍ぼう観かんしていた僕は、リョータがオカルトなことを口走ったのを聞き、がっくりと肩を落とす。

  　──魔女と呼ばれる存在には二種類ある。

  　人間とは似て非なる生き物である生物学的な「魔女」と、伝説や物語に登場するほうきで空を飛ぶ「魔女」の二種類だ。両者はまったく別物であり、前者は現実、後者はオカルトに分類するのが世間一般の認識だった。

  　わかりやすく言うと、現実に存在する魔女は魔法を使えない。少なくとも、魔法を使っている姿が公式に確認されたことは一度としてない。

  「魔法？　笑わせるわね。魔女は単に『人間とは異なる種族』というだけの生き物よ。魔女が魔法を使えるなんてお伽とぎ噺ばなしの中だけだわ」

  「いいや、魔女は魔法を使える！　権力者の中には魔法は存在しないと世間に思わせたい連中がいるのさ。やつらが魔法の存在を隠いん蔽ぺいしているんだ。俺たちは騙だまされているんだよ！」

  「なら聞くけど、魔法の存在を隠蔽してどんな得があるのかしら？」

  「ぬふふふ。よくぞ聞いてくれたな？　某ぼう国では魔法の軍事利用が研究されているんだ。人体改造によって魔法を使える兵士が実用化されたという噂うわさもある。彼らは『味方は魔法を使えるけど敵は魔法を使えない』という圧倒的優位な状況を作りたいのさ。つまり、魔法なんて存在しないと思われているのは、魔法技術を独占したい軍ぐん需じゆ産業の陰いん謀ぼうなんだよ！」

  　……リョータって、オカルトと陰謀論を熱く語らなければ本当にいいやつなんだけどね。

  「くだらなさすぎて聞いているだけで耳が腐くさるわ。ロマンを口にする前に、虚きよ構こうと現実の区別をつけられるようになりなさい。太った蛇へびは存在しても、ツチノコは実在しないの。それが現実よ」

  「いいや、魔法は実在する！　魔女は魔法を使えるんだ！」

  「だったらここに魔女を連れてきなさい。私の目の前で魔女が魔法を使ってみせたら、土ど下げ座ざでもなんでもしてあげるわ！」

  「言ったな！　その言葉を忘れるなよ。俺と文ふみ哉やで必ず魔法を証明してみせる！」

  「え、僕も？」

  　完全に虚きよを衝かれた僕の肩に、リョータが馴なれ馴れしく手を回す。端はたから見ると、仲のいい男二人が協力して茉まつ莉りに立ち向かう恰かつ好こうだ。いやいや、そんなつもりは微み塵じんもないから。

  「文ふみ哉やは私ではなくリョータの味方をするのね。……見み損そこなったわ」

  　いやいや、だから、僕は巻き込まれただけで……。

  「待ってろよ、茉莉！　必ず魔女を連れてきて魔法を証明してやる！　行くぞ文哉！　俺たちの手で魔女を捕まえるんだ！」

  　夢と希望に瞳を輝かせたリョータが、魔女捕獲を高らかに宣言。勢いに呑のまれた僕は、思わず「あ、うん」とうなずいてしまった。

  　こうして不本意ながら、はなはだ不本意ながら、僕はリョータとともに魔女探しの冒険に旅立つ羽目となった……。

  

  　週末。僕とリョータは鈍どん行こう電車に二時間ほど揺られ、そこからバスに乗り継いで一時間、「魔女の森前」という何のひねりもない名前の停留所に降り立った。

  　バスを降りて仰ぎ見れば、そこは見渡す限りの森、森、森。正面が森、側面が森、背後も森。

  　僕はリョータを侮あなどっていた。学校で勢いに呑まれて口約束したときでさえ、「ムキになっているだけで、本気で魔女を捕まえる気じゃないよな」と高をくくっていた。

  　まさか休日の我が家に押しかけ、「魔女を捕まえに行くぞ」という説明だけで僕をこんな山奥まで連れ出すとは。まあ、ここまで素直についてくる僕も僕だけど。

  「どっちを向いても森しか見えないけど、本当にこんなところに魔女がいるの？」

  「大丈夫だ！　俺を信じろ！」

  　親指で自分を指差すリョータ。その無意味な自信が余計に不安をかき立てる。

  「六年前、この森で『最後の魔女サヤカ』が捕獲されたんだ。ほら、よく言うだろ。一匹見つけたら十匹は隠れているって！」

  　害虫と一緒にするなよ……。魔女に謝れ。

  「間違いない、この森には魔女の生き残りがいる。俺の直感がそう告げている！」

  　胡う散さん臭くさい理屈なうえに、最終的には直感かよ……。

  「でも、魔女が発見されたのは六年前だよ？　この森もとっくに調べ尽くされているだろうし、今さら新発見があるとは思えないけど」

  「甘いぜ！　いいか、相手は魔女だ。魔女なら大切なものを魔法で隠していても不思議じゃない。たぶん最後の魔女は、自分の棲処すみかに人ひと避よけの結けつ界かいを張っていたはずだ。最後の魔女が死んだ今なら、結界が解けて新たな発見が……なきにしもあらずかもしれないだろ！」

  　自信たっぷりに力説しているが、最後のほうだいぶ怪しくなってたぞ。

  　このまま回れ右して引き返したい衝動に駆られた僕だけど、バス停の時刻表を見ると次のバスが到着するのは六時間後になっていた。

  　……仕方がない。もう少しだけリョータの妄もう言げんに付き合おう。

  「それで、魔女が発見された森はどの辺りなの？」

  「この辺りのはずだが……。そうだな。あそこの人に聞いてみようぜ」

  　そう言ってリョータが示したのは、バス停の目と鼻の先にある今にも崩れそうな掘っ立て小屋だった。

  　小屋には「魔女たい焼き」と書かれたのぼりが立てられ、軒のき下したには「魔女キーホルダー」「魔女お守り」「幸運を呼ぶ魔女の森の枝」「魔ま女じよん人ちゆＴシャツ」など怪しげな特産品が並んでいた。こんな僻へき地ちで土産みやげ物もの屋を営いとなむとは商しよう魂こんたくましいことだ。全然売れている気配がないけど。

  「……いらっしゃい」

  　僕たちの来店に気づいた老店主が、薄暗い店の奥からぼそっと挨あい拶さつをする。まったく人の気配がしなかったのに。あの、普通に怖いんですけど。商売なんだからもっと威勢よくした方がいいですよ？

  「えっと、魔女の森に行きたいんですけど」

  　辛しん気き臭くさい店に長なが居いする気のない僕たちは、商品には目もくれず道だけを尋たずねた。やせこけて骨張った顔の老店主は、僕たちの話に何度もうなずき、暗い店内に居座ったままぼそぼそと答えてくれた。

  「最近、商品が売れなくてね……」

  　……どうやら耳も少し遠いらしい。

  「いや、あの、魔女の森までの道順を……」

  「最近、商品が売れなくてね……」

  　……確実に聞こえてますよこの人。

  「……魔女たい焼きを一つもらえますか？」

  「毎度」

  　話し相手がいなくて寂しかったのか。おじいさんはたい焼きを焼きながら、しみじみと語り始めた。

  「六年前に魔女が発見されたとき、この辺りは観光客で大おお賑にぎわいになってね。そこで魔女ブームに便乗した町が、『魔女の森』として地域を盛り上げようとしたのさ。ところが観光客の数は激減。たちまち観光地計画は頓とん挫ざして、今では土産物屋もワシ一人になっちまった。けどな、ワシはまだ諦あきらめちゃいない。最後の魔女が死んだ今こそ、魔女の森でもう一花咲かすチャンスなんだ。くくく……」

  　ドクロ顔で不気味に笑う老店主。僕は道を尋ねただけなのに、なぜこんな話を聞かされているのだろう。そんな疑問を抱きつつも、ほとんど条件反射で「大変ですね、頑張ってください」と笑顔で相づちを打つ。

  「それで、魔女の森へはどう行けば……」

  「最近、商品が売れなくてね……」

  　……僕だけで一花咲かす気なんだね。

  　僕はひきつった笑顔で魔女たい焼きをもう一個注文した。

  

  　たっぷり三十分ほどおじいさんの愚ぐ痴ちを聞いた後、僕は森への地図とアツアツのたい焼き十個（さすがに一個おまけしてくれたけど）を手に入れた。途中、リョータが何度も切れそうになったのをなだめすかしながらの戦果である。

  「文ふみ哉やのそういう根気強いところ、俺も見習わないとな」

  「全然褒ほめられている気がしないけど……」

  　無駄口を叩たたきながら歩くこと三十分。僕たちは、ようやく魔女の森の入り口に到着した。電車で二時間、バスで一時間、徒歩で三十分に老店主の愚痴が三十分。合計四時間かけて、やっと入り口だなんてどれだけ秘境なんだか。

  「それにしても、観光地にしようとした割りには全然開発されてないな」

  　リョータがぼやきたくなる気持ちもわからなくはない。ようやくたどり着いた魔女の森は、足を踏み入れるのもはばかられるほど暗く不気味で、余人を寄せつけない異様な雰ふん囲い気きを漂わせていた。

  　……でも、どうしてだろう。秘境を前にして僕は怖いと思うと同時に、わくわくもしていた。こういうとき、僕は父さんとの血の繋つながりを自覚して複雑な気分になるんだ。父さん、やっぱり僕はあなたの……。

  「はやく来いよ」

  　あれ？　僕の気分の高まりをよそにリョータはすでに森に踏み入っていた。僕は頬ほおを赤らめ、森へと足を踏み入れた。

  　森の中は、日光が遮さえぎられて昼間でも薄暗い。視界が悪く、ぬかるんだ足場は歩くだけで体力を消しよう耗もうする。それでも、荒れ果てた土地を進むのは冒険心がかき立てられて楽しくもあった。僕とリョータは励まし合いながら勾こう配ばいを乗り越え、声を掛け合いながら急斜面を横目に歩き、互いに手を貸しながら丸太橋を渡って森の奥深くへと踏み入る。

  　僕たちはドクロ顔の店主からもらった地図を頼りに、延えん々えんと歩き続けた。地図には「魔女が発見された地点」までの道順が記されている。とはいえ、道なんて獣道に毛が生はえた程度のもので、荒れ放題になっている現状では道としての役割を果たしているかも疑問だ。

  　そういえば、この地図って何年前の情報なのかな？　そもそもこの地図は信用できるのかな？　なんとなく心配になった僕は、その場で立ち止まり、来た道を振り返った。

  　一瞬どっちが前だったかわからなくなるほど、森の景色はどれも同じに見える。右を見ても左を見ても木は全部同じ形をしていて、目印になりそうな物は何一つ見あたらない。まるで、同じ場所をぐるぐると歩き回っているかのようだった。

  　……僕は、このとき初めて「道に迷ったらどうしよう」と不安になった。

  　心持ちが変化したせいなのか。さっきまでと同じ景色を見ているはずなのに、僕は急に心細くなった。

  　森は異様なほど静かで、僕たち以外に生命の気配を感じない。木々が陽光を遮さえぎるせいか、辺りは暗く、真夏なのに空気はひんやりとしている。涼しさを通り越して冷気すら感じさせるのに、鞄かばんを背負った背中は汗が止まらない。

  「ね、ねえ、リョータ？　魔女が捕獲された場所まで、あと何分ぐらいかかりそう？」

  「うーん、そうだなあ」

  　答えながら、リョータは地図を広げて周囲を観察する。

  　そのとき、カサカサと草のこすれる音が聞こえた。振り返った僕は、草むらが不自然に揺れていることに気がついた。あれは風で揺れているのか？　それとも何かが隠れて……。

  　クェー、と甲かん高だかい鳥の声がこだまして、僕はビクンと肩を震ふるわせる。

  「……リョータ？　今日はもう諦あきらめて、一いつ旦たん引き返さない？」

  　ビビリだなんて言わないで欲しい。この不気味極まりない森をあてどもなく歩き続けていれば、誰だって同じ提案をしたはずだ。

  　それなのに、リョータの返事は……。

  「いや、駄だ目めだ。引き返すわけにはいかない」

  「どうして！」

  「道に迷ったからだ！」

  　びしっと親指を立てるリョータだが、言ってることは最悪だ。

  「『道に迷った』って、清すが々すがしく言ってる場合じゃないだろ！」

  「だってしょうがないだろ！　俺だってちゃんと地図の通りに歩いてたよ！　なのに気づいたら地図にない場所を歩いていたんだ！　森の形が変わったんじゃなければ、地図が間違ってるとしか思えないだろ！」

  　逆ギレされた！　しかし、錯さく乱らんしている人を見ると逆に自分は落ち着くものらしい。わめき散らすリョータを見た僕は、皮肉にも冷静さを取り戻すことができた。

  　そうだよ。ここで言い争っている場合じゃない。今は森を抜けることを考えないと。

  「じっとしていても仕方がない。とにかく前に進もう」

  　歩いていれば地図の道に戻れるかもしれない。あるいは下流に続く小川とかが見つかるかもしれない。運が良ければ森を抜けられるかもしれない。

  　僕は臆おく病びような自分を押さえ込み、前方と思われる方角へ歩き始める。

  　それにしても、歩けども歩けども景色はまるで変化しない。道に迷っているという事実が焦しよう燥そう感をかき立て、僕たちはぐるぐると同じところを回っている錯さつ覚かくに見舞われる。暗い。怖い。気味が悪い……。現在位置がわからないというだけで、僕たちの不安は何倍にも増幅されていた。

  　吹き出す汗と肌に張り付くシャツの感触で気分が悪くなる。重たい空気が体にまとわりつき、ぬかるんだ足場の悪さが歩みを阻はばむ。出口の見えない強行軍は、じわじわと僕の体力と気力を削り取っていく。

  　このまま、僕たちは遭そう難なんするのかな。

  　僕が最悪の想像をした、そのとき。カサカサと草のこすれる音が、僕たちのすぐ後ろから聞こえてきた。

  　草むらに何かいる。しかし、僕は恐怖心からなかなか背後を振り返ることができない。きっと気のせいだ。ただの風の音だ。そう自分に言い聞かせながら、僕はリョータとともに、おそるおそる横目で背後を振り返った。

  　……森は静せい寂じやくに包まれ、生おい茂しげる草はぴくりとも動かなかった。なんだ、やっぱり気のせいか。そう思い安あん堵どしたとき、葉は擦ずれの音とともに草むらから何かが飛び出した！

  　ぬらぬらとした光こう沢たく、褐かつ色しよくの縞しま模も様よう、うねうねと蠢うごめき地を這はうそれは……体長二メートルはあろう大だい蛇じや！

  「うぎゃおわおらりゃぎゃがわらやー！」

  　僕とリョータは同時に悲鳴をあげた。大蛇という恐怖から逃のがれようと、僕たちは藪やぶの中に飛び込む。雑草を踏み荒らし、顔に当たる枝を払いのけ、悲鳴という奇声をあげながら山中を駆け抜ける。

  　もうたくさんだ！　こんなところに来るんじゃなかった！　早く家に帰りたい！

  　半泣きになりながら、僕は衝動に突き動かされるままひたすら走り、ついには階段を踏み外したような刹せつ那なの浮遊感を味わった。

  　闇やみ雲くもに走り回ったあげく、たどり着いた先は──崖がけだった。

  　僕とリョータは、悲鳴をあげながら斜面を転がり落ちていく……。

  

  　いったいここはどこなのか。

  　急斜面を転げ落ちたせいで全身が擦すり傷だらけだけど、二人とも大おお怪け我がをしなかったのはもっけの幸さいわいだ。

  「知ってるか？　アオダイショウは体長二メートルにもなる大蛇だけど、全国各地に棲せい息そくしている、毒をもたないおとなしい蛇へびなんだ」

  「その情報は、もっと早く知っておきたかったよ」

  　僕は疲れ切った声で相づちを打った。そのとき。

  　──ひらり。

  　不意に、目の前を白い何かが横切った。

  　風に舞うそれは、白い花びら。僕は花びらが飛んで来た方角に目を向ける。

  「なんだ、あれは……」

  　僕たちが見たのは、木々の隙すき間まから覗のぞく、白い光。

  　光に吸い寄せられるように、リョータがふらふらと歩き出す。慌あわてて後に続くと、僕たちの視界が唐とう突とつに拓ひらけた。

  　頭上を覆おおっていた枝葉がなくなり、僕たちは森の中にぽっかりと開いた空間に飛び出していた。先ほどまでの薄暗さが嘘うそのように、若草色の草原が眼前に広がっている。

  　草原の中央にそびえ立つのは、森の木々と比べても一ひと際きわ太く、一際高い巨大な樹。大たい樹じゆを見上げれば、枝葉の隙間から白い花弁が覗き見える。日差しを浴びてキラキラと輝く白い花は、枝に実った宝ほう玉ぎよくのようだった。

  　暗い森の奥深くに、ぽっかりと開いた空白地帯。きらめく陽光が降り注ぎ、緑の絨じゆう毯たんが風に揺れ、雄お々おしい大樹が天を衝つき、白い花が咲き誇る……。

  　あまりにも幻想的な光景に、僕は時が経つのも忘れて魅入ってしまう。間抜けにもポカンと口を開けていた僕の前で、リョータは持っていた地図を広げ、生き生きとした笑顔で僕を振り返った。

  「見ろ、文ふみ哉や！　地図にはこんな大きな木があるなんてどこにも描いてないぞ！　やっぱり俺の推理は正しかったんだ！　この森には未発見のものがまだまだ隠されているぞ！　やっぱり魔女はいるんだ！」

  　両手を広げて天を仰ぐリョータ。全身から喜びがあふれ出る彼を見て、僕もつられて万ばん歳ざいをしてしまう。

  　喜びのあまり側転やらバク転やらを繰り出すリョータを尻しり目めに、僕の足は大樹へと吸い寄せられる。間近で見る大樹は霊れい気きを纏まとっているかのようで、「荘そう厳ごん」や「神こう々ごうしい」といった単語がふさわしい存在感だ。

  　巨大な幹に触れながら、僕は清浄な空気を胸一杯に吸い込んだ。それだけで不安がすべて消し飛んだ僕は、草原を見渡して……森と草原の境さかい目めに、天然のものとは思えない物体を発見した。

  　それは、全体を緑の蔦つたで覆おおわれた石造りの古い洋館。

  「リョータ、あれを！」

  　声をかけると、リョータもすぐに気づいたらしい。秘境に不釣り合いな建物の発見に、彼の顔はたちまち喜色で埋め尽くされた。

  「間違いない！　あの屋敷が魔女の隠れ家だ！　やはり俺の推理は正しかった！」

  　さっきまで気落ちしていたのが嘘うそのような暑苦しさで、リョータは自画自賛の叫びを連発する。いつものリョータが戻って来て、なんだか僕も嬉うれしいよ。

  「よし！　俺たちであの屋敷を調べようぜ！」

  　見るからに怪しげな幽ゆう霊れい屋敷を前にして、リョータは即座に探索を提案した。もちろん僕に異存はない。僕たちは薄気味悪い屋敷に乗り込もうとして……。

  　気配を感じて僕は足を止めた。

  　何気なく二階の窓を見上げるが、開け放たれた窓には人影など見あたらない。

  　僕は首を傾かしげながら、リョータを追って屋敷の入り口へと駆け出した。

  

  　屋敷の中は打ち捨てられて、もう何年も使われていない様子だった。

  　リョータは一階を、僕は二階をくまなく探すことになった。でも、人影どころか猫の子一匹見つからない。年季の入った建物は、床に埃ほこり、壁にひび割れ、天井に蜘く蛛もの巣が張り巡らされ、まるで生活感がなかった。

  　こんな廃屋に人が住んでいるとは思えない……はずなのに、どうしてかな。僕はさっきから妙な気配を感じては、何度も背後を振り返っていた。もちろん、背後に誰もいるはずがなく、聞こえてくるのは壁に反響した僕の足音だけなんだけど。

  　誰もいないはずなのに、誰かに見られている気がして落ち着かない……。

  　窓が並んでいる長い廊下を、小心者の僕は「何か出てくるんじゃないか」と警戒しながら慎しん重ちように進む。心しん拍ぱく数すうが異常に速くなっているのが自分でもわかる。もしも窓を突き破って犬でも飛び込んで来たら、それだけでショック死してしまいそうだ。

  　それでも僕は一歩一歩着実に進み、どうにか廊下を渡りきった。何も現れなかったことに一安心した僕は、緊張を緩ゆるめながら曲がり角へと差し掛かり……。

  「ひっ!!」

  　いきなり現れた人影に驚いて、悲鳴をあげながら尻しり餅もちをついた。

  「だ、誰だ！」

  　尻餅をつきながら、僕は果か敢かんにも相手を指差す。突とつ如じよ出現した謎の人物は、制服姿で鞄かばんを背負い、僕を指差しながら尻餅をついていた。

  　……これ、僕だな。

  　よくよく見ると、曲がり角の先は壁になっており、突き当たりに大きな鏡が備え付けられていた。僕の背せ丈たけほどもある大鏡は、表面にうっすらと埃が積もり、鏡面に映る僕の輪りん郭かくをぼやけさせている。

  　幽霊の正体見たり枯かれ尾お花ばな。誰にも見られなかったとはいえ、悲鳴をあげて尻餅をついた自分が無性に気恥ずかしくなった。僕は何ごともなかったかのように起き上がると、ズボンについた埃を払い、気まずさをごまかすように咳せきをする。

  「さて、そろそろ休憩にするかな」

  　誰もいないのに声に出して休憩を宣言。鞄を床に下ろした僕は、ミネラルウォーターを取り出そうと手を突っ込み……あれ？　なんだろう、このカサカサした感触は。

  　覚えのない感触に、僕は鞄を開けて中身を確認する。見つけたのは、十個のたい焼きが入った紙袋。そういえば、怪しい土産みやげ物もの屋でたい焼きを買ったことをすっかり忘れていた。

  　思い起こせば家を出てから四時間以上、僕は食べ物を何一つ口にしていない。丁ちよう度どいいから、おやつにしよう。僕はたい焼きの紙袋を開くと、十個のうちの一個を掴つかみ、おやつ気分でかぶりついた。

  　むむむ、甘さ控えめのあんこが尻尾しつぽの先まで詰まっている。ドクロ顔のおじいさん、いい仕事してますね！

  「おーい、文ふみ哉や！　何か見つけたか？」

  　たい焼きの甘さを堪たん能のうしていると、窓の外からリョータの声が聞こえてきた。開けっ放しの窓から顔を出した僕は、地上にいるリョータへ両手を交差させて×印を送る。

  「リョータは何か見つけた？」

  　たい焼き片手に二階から呼びかける僕へ、リョータは頭上で両手を交差させる。一階を捜さがしていたリョータも、今のところは成果なしか。

  「たい焼きうまそうだな！」

  　リョータが叫んだので、僕は「まだあるから取りにおいでよ」と声をかけた。残りのたいやきの数を確認しながら、僕は床に置きっぱなしだった紙袋を拾い上げる。

  　……紙袋には、たい焼きが一個しか残っていなかった。

  　あれ？　おかしいな。

  　十個あったたい焼きのうち、一個を僕が食べて、一個が袋に残っていて……あと八個はどこに？

  　薄れていた警戒心がじわじわと甦よみがえってくる。緊張が高まり、僕の鼓こ動どうが早鐘を打ち始める。この近くに、たい焼きを盗んだ何かが潜ひそんでいる？　蛇へび？　獣けもの？　それとも……。

  　どこだ、どこに隠れている。うろたえながら視線をさまよわせた僕は、視界の隅で何者かが動く気配を感じた。

  「そこか！」

  　相手を威い嚇かくするように、同時に自身の勇気を奮ふるい立たせるように、僕は大声で叫びながら肩越しに振り返った。僕の背後には……、肩越しに振り返った僕が立っていた。

  　……なんだ、鏡か。僕は気まずさをごまかすように咳せきをする。げふん。

  　そのまま鏡から視線を外した僕は、ふと気になってもう一度鏡を見た。

  「ん？」

  　鏡の中で、何かが動いた気がした。

  　目の錯さつ覚かくかと思い、僕は目め頭がしらを指で強く押さえてから、もう一度鏡をにらみつけた。

  「……えっ!?」

  　目の錯覚なんかじゃない。ハムスターよろしく、たい焼きに頭からかぶりついてほっぺたをぱんぱんに膨ふくらませている女の子が、確かに鏡に映っていた。

  　それは、綿わた毛げのようにふわふわの金髪が綺き麗れいな、小柄で丸顔の愛らしい女の子。僕に目もくれず、一いつ心しん不ふ乱らんに食事をする様はまさしく小動物系。ローブと呼ぶのかな、上下が一体になっている黒くてゆったりとした服を着ている少女は、僕の背後にしゃがみ込んだまま、前髪の一ひと房ふさ──「アホ毛」のようなもの──をぴょこぴょこと揺らしていた。

  　一見すると女の子がたい焼きを食べているだけの何の変へん哲てつもない光景だけど……。振り返ると、僕の背後に少女はいない。もう一度鏡を見ると、確かに少女はそこにいる。

  　少女は、鏡の中にだけ存在していた。

  「まさか……こ、これは、魔女!?」

  　鏡に仕掛けがあるのかと思い調べてみるが、指先に伝わるのは冷たく固い感触だけ。どこを触ってみてもごく普通の鏡で、仕掛けらしきものは見あたらない。

  　鏡の中の少女を、僕はまじまじと観察する。すると僕に気づいたのか、彼女は食べかけのたい焼きを咥くわえたまま目線をこちらに向けた。

  　鏡を挟はさんで、僕と少女の目が合った。

  　少女のアホ毛が「ぴょこん」と跳はね上がり、彼女は廊下の奥、もとい、鏡の奥へと慌あわただしく逃げ出した。

  「待って！　行かないで！」

  　とっさに出た僕の叫びに、逃げようとした少女は立ち止まる。金髪を揺らしながら、おそるおそる振り返る少女。僕は彼女との距離を縮ちぢめるべく、きっかけを探して頭をひねる。
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  「君は、たい焼きが好きなの？」

  　僕が持っていた食べかけのたい焼きを見せると、少女のアホ毛がぴょこんと跳はねた。よくわからないけど、なんとなく好感触っぽい？

  「たい焼きはまだあるから、もう一個君にあげるよ」

  　手つかずのたい焼きを袋から取り出すと、少女の毛がぐるんぐるんと回転を始めた。よくわからないけど、すごく喜んでるっぽい？

  　この感情表現豊かな毛はなんだろう。もしや魔女だけが持つ未知の器官なのか？　……はっ！　まさか、触角!?　魔女が噂うわさ以上に未知の生物だったことに激しく動揺しつつ、僕はアホ毛型触角とコミュニケーションを取るべく試し行こう錯さく誤ごする。ええと、ええと。

  「たい焼きをあげるから、こっちへ来ないか？」

  　優しく声をかけてみたけれど、さすがに少女も警戒しているのか、そう簡単には近づいて来ない。そもそも魔女に日本語が通じるかどうか怪しいけど、それでも僕は気持ちが伝わることを信じて声をかけ続けた。

  「僕は、君と、仲良くなりたいんだ」

  　たい焼きを持ったまま、僕は両方の掌てのひらを鏡に押しつける。少女が鏡の中から、僕の目をじっと見つめている。

  「……おいで」

  　僕が囁ささやくと、くるくると回っていたアホ毛から、ふっと力が抜けた。

  　警戒した表情のまま、少女が一歩、また一歩と近づいて来る。僕は笑顔を絶やさずに、鏡の前で少女を待ち続ける。やがて少女は僕の前に立ち、僕と掌を重ねるように、自分の手を鏡面に押しつけた。

  　固かった鏡が、まるで液体のように柔やわらかくなった。

  　僕たちの掌を中心に、水面のような波は紋もんが広がる。鏡の中から抜け出て来た少女の指が、僕の指に絡まる。僕と少女の掌が重なる。

  　僕がゆっくりと手を引っ張ると、少女の手が、肘ひじが、頭が、肩が、胸が……彼女の全身が鏡の中から染しみ出すように抜け出て来た。

  　現実とは思えない光景に、僕の全身が総毛立つ。これは間違いなく魔法だ。彼女は、人間と種しゆが異なるだけの生物学的な魔女じゃない。伝説上の、人智を超えた力を持つ存在だ。

  　二人の掌でたい焼きを挟はさんだまま、魔女はついに僕がいる世界に降り立った。背せ丈たけが僕の胸までしかなく、まじまじと僕の顔を見上げている。僕は彼女と見つめ合い、それから……。

  「魔女だ─────っ!!」

  　いきなり聞こえてきたリョータの雄お叫たけびに驚き、心臓が飛び出しそうになった。

  「うおりゃああああ！」

  　雄叫びをあげながらリョータはその魔女にタックル敢かん行こう！　魔女はすんでのところでひらりとかわし、リョータは勢いそのままに壁に激突する。「おげぶ！」と叫んだリョータが鼻を押さえてうずくまる間に、魔女は一いち目もく散さんに鏡へと逃げ込んだ。

  「待って！」

  　思わず声をあげた僕に、魔女は鏡の中で振り返る。その瞳は……恐怖に怯おびえていた。

  　ズキッと胸が痛んだ。

  　立ち直ったリョータが、逃げた魔女を追って鏡に掴つかみかかる。鏡をガタガタと揺らしながら「出て来い！」とわめくリョータを見て、僕は慌あわてて彼の腕を掴んだ。

  「待って、リョータ。この子、怖がってるよ」

  「なに言ってるんだ！　こいつは魔女だぞ！　ここで捕まえなくてどうするんだ！」

  「わかってるよ。だからここは、僕に任せてくれないか」

  「だけど、俺は……」

  「頼むよ」

  　しばしにらみ合った後、いつになく真剣な僕に毒気を抜かれたのか、リョータは拍ひよう子し抜けした様子で「しょうがねえな」と肩を落とした。リョータが油断なく見守る中、僕は鏡の前に立ち、逃げた女の子の姿を捜さがす。

  　魔女は怯えた様子で膝ひざを抱かかえて丸くなっていた。

  「怖がらせて、ごめんね」

  　僕の声が聞こえたのか、魔女のアホ毛が微かすかに動いた。おそるおそる魔女が顔を上げる。

  「怖がらせるつもりはなかったんだ」

  　声をかけてみるが、魔女は何も答えず、怯おびえた目でまじまじと僕を見つめている。魔女に日本語が通じるかどうかわからない。それでも僕は、さっき鏡の前で彼女に伝えた言葉を、もう一度口に出さずにはいられなかった。

  「僕は、君と仲良くなりたいんだ」

  　……どれくらい見つめ合っていただろうか。うずくまったまま僕を見ていた魔女は、やがてゆっくりと立ち上がった。

  　おそるおそるこちらへと近づいて来る魔女を見て、ほっとした僕は気の抜けた笑顔を浮かべてしまった。

  　そんな僕の間抜けな顔が面白かったのか、つられて魔女もふんわりと微笑ほほえんだ。

  

  「たい焼き。崩れちゃったけど、食べる？」

  　僕があんこのはみ出たたい焼きを手渡すと、魔女は瞳を輝かせながらそれを受け取った。

  　たい焼きに頭からかぶりつき、あんこの甘さに恍こう惚こつとなる魔女。そのウットリぽわわ～んな表情に、見ている僕まで頬ほおがゆるんでしまう。

  「文ふみ哉やのことは怖がらないのかよ」

  　真向かいに座ったリョータが呆あきれ顔になるのも当然だ。ほくほく顔でたい焼きを頬ほお張ばる魔女は、すっかり気を許した様子で僕の膝ひざの上に座っていた。なぜだかわからないけど、僕は彼女に気に入られたらしい。

  「君、名前は何て言うの？」

  「？」

  「僕は文ふみ哉や。君の名前は？」

  「？」

  「きみの、なまえ」

  　言葉が聞き取れなかったのかと思い、僕は一字一句を丁てい寧ねいに発音する。ようやく理解したのか魔女はたい焼きを咥くわえたままうなずくと、僕の質問に答えた。

  　きぃきぃぃぃっ。

  　黒板をひっかいたような、耳みみ障ざわりで背筋が寒くなる不快音波が魔女の口から放たれた。うわあああ、やめてえええ、鳥肌が止まらないいいい。

  　悶もだえながら耳を塞ふさぐ僕たちを見て、魔女はきょとんとしながら口を閉ざす。不快音波がようやく途と絶だえて、僕はぜーはーぜーはーと呼吸を荒くした。

  「な、なんだ、今の超音波は」

  「魔女と人間では、そもそも体のつくりが違うってことだろ」

  　そうだった。魔女は人間そっくりだけど、人間とはまったく別の進化を遂とげた生き物なんだ。人間と異なる発声器官を持ち、人間には聞き取れない未知の言語でしゃべったとしても何ら不思議じゃない。

  「じゃあ、さっきの超音波が魔女語？　そんなのとどうやってコミュニケーションを取ればいいんだよ」

  「言葉が通じない相手とは、ボディランゲージで交流するに決まってるだろ！」

  　はむはむとたい焼きをかじる魔女の前で、リョータは親指を突き立てて自分を指差す。

  「俺はリョータ！　よろしくなっ！」

  　大声で自己紹介された魔女は目を丸くすると、怯おびえた様子で僕の背後に身を隠した。なるほど、暑苦しいリョータが怖いんだね。言葉が伝わらなくても意味は伝わる、これぞボディランゲージだ。僕は苦にが笑わらいしながら、がっくりと肩を落とすリョータに声をかけた。

  「それで、これからどうするの？」

  「決まってるだろ！　魔女を茉まつ莉りのところへ連れて行く！　約束通り、茉莉を土ど下げ座ざさせてやるぜ！　ふはははは！」

  　茉莉の土下座する姿を想像した途端、リョータは復活した。こういうリョータの単純なところが僕は大好きだ。

  「そうと決まれば、さっさと魔女を連れてここを出ようぜ！」

  　そう叫ぶなり、リョータは魔女の手を掴つかもうと僕の背後に回り込んだ。魔女は怯おびえたように身をすくめると、リョータから逃れるように僕の正面に回り込んだ。

  　リョータはこめかみをひくつかせながら、魔女を捕まえるため僕の正面へと回り込む。魔女は怯えながら、僕の背後へと回り込んだ。

  「……リョータについて行く気はないみたいだね」

  「ぐぐ……。こうなったら仕方がない。魔女の世話は文ふみ哉やに任せた！　お前の家で魔女を預かってくれ！」

  「は？　何でそうなるんだよ！」

  「しょうがないだろ。この魔女はお前に懐なついてるんだ。お前が連れ帰るしかないんだよ」

  「だけど相手は魔女だよ？　謎の生き物だよ？　そんなのと一緒に暮らせるわけないだろ！」

  　頼まれると嫌いやとは言えないのが僕の性分だけど、さすがに未知の生命体と一つ屋根の下で暮らすのは抵抗がありすぎる。魔女を自宅に連れ帰って世話をするなんて、常識的に考えてありえない。

  「それに、この子にだって親はいるはずだろ。僕たちが勝手に連れ出していいはずないよ」

  「いや、屋敷をくまなく捜さがしたが、この子の他には誰もいなかった。たぶんこの子は、もう何年も一人でこの屋敷に住んでいるんだ。きっと、この子の母親はもう……」

  　先ほどまでの能天気さから一転、リョータが哀あわれむような目で魔女を見る。リョータの言葉が意味するところに、僕はすぐに気がついた。

  　六年前、この森で「最後の魔女」が捕獲された。

  　今日、最後の魔女が発見されたのと同じ森で、僕たちは幼い魔女と出会った。

  　この出会いは、きっと偶然じゃない。

  　おそらく、死んでしまった「最後の魔女」は、この子の母親だったんだ。かつては、母と子、二人の魔女がこの森で暮らしていたんだ。

  　人間がこの子の母親を連れ去った。それ以来、この子は一人で生き続けてきた。そして母親は、森に帰ることなく死んだ。

  　──この小さな魔女に、家族はいない。

  「そうか……。君はひとりぼっちなのか」

  　僕の言葉が通じていないのか、魔女は不思議そうに首を傾かしげる。その仕草があまりに純真で、僕は胸が締めつけられる思いがした。

  「なあ、文哉。俺たちの手でこの子を森から連れ出してやろうぜ」

  　真顔で訴うつたえるリョータの言葉に、僕は思い悩む。謎の生命体を自宅に連れ帰るなんて、常識的に考えてありえない。だけど僕がここで拒絶したら、小さな魔女はこれからも一人きりで、帰るはずのない母親を待ち続けることになる。

  　何も知らずに、いつまでもひとりぼっちで……。

  「……わかった。僕がこの子を預かる。だけど茉まつ莉りに土ど下げ座ざさせるまでの間だけだからね」

  「それで十分だ！」

  　大喜びで指を鳴らすリョータ。その浮かれっぷりが気に障さわるけど、まあ、しょうがない。

  　僕は、唇くちびるの端にあんこをつけた魔女の頭をわしゃわしゃと撫なで回す。気持ちよさそうに目を細める魔女は、頭を撫でられることに幸せを感じているかのようだった。

  「よし、そうと決まれば、まずは名前を決めようぜ！」

  「名前？」

  「これから一緒に暮らすなら、名前がないと何かと不便だろ？　だけどさっきの超音波な名前は俺たちには発音できない。だから俺たちで新しい名前をつけてやるんだ」

  　なるほど、リョータにしてはいいアイデアだ。さっそく「魔女に似合う名前はないものか」と僕たちはない知恵を絞る。うーむ、魔女……アホ毛……たい焼き……鏡……。

  「鏡……ミラー……。『ミラ』って名前はどうだろう？」

  　僕の発言を聞き、魔女が無む邪じや気きに笑った。言葉は通じていないはずだけど、僕はその笑顔を彼女の承しよう諾だくだと受け取った。快諾を得た僕は、彼女に挨あい拶さつをする。

  「これからよろしくね。ミラ」

  　アホ毛がぴこぴこ動き、ミラは嬉うれしそうに微笑ほほえんだ。

  

  　こうして僕は、魔女の飼い主になった。



  


   ２　魔女とぱんつとロケットほうき

  

  　ゆっさ、ゆっさ。

  　誰かが僕の肩を揺らしている。うーん……せっかく気持ちよく寝ていたのに、人の安眠を邪じや魔まするのは誰だよ。ベッドの上で朝を迎えた僕は、ゆっさゆっさと体を揺すられて、おもむろに瞼まぶたを開く。

  　……目の前に、厳いかつい男の顔が迫っていた。

  「おっ、目が覚めたな。おはよう！」

  　僕の寝顔を覗のぞき込んでいたリョータが「わはは」と豪快に笑う。朝っぱらから暑苦しい顔をどアップで見せられて、僕は起き上がる気力すら湧わいてこない。

  「ええと、どうしてリョータが僕の部屋に？　どうやって家に上がり込んだのかな？」

  「おう！　玄関の鍵かぎが開いていたから勝手に上がらせてもらったぜ。鍵をかけ忘れるなんて、まったく文ふみ哉やは不用心だな！　わはは！」

  　高笑いしながら、リョータが僕の不用心さに警けい鐘しようを鳴らす。

  　そういえば昨夜は帰宅するなり、ベッドに倒れ込んで爆睡したんだよな。なにしろ鈍どん行こうで二時間、バスで一時間、おじいさんの愚ぐ痴ちで三十分。そこから深く険けわしい森を二時間ほどさまよい歩き、どういうわけか魔女を捕獲。そこからさらに魔女をおぶって、また同じように家まで戻って来たのだ。そんなもの、戸締まりなんて気にもせずにベッドへ直行、ばたんきゅーに決まっている。

  「リョータも僕と同じ道のりを歩いたはずなのに、ずいぶんと元気だね」

  「おう！　俺の元気は底なしだぜ！　わはは！」

  「……それで、日曜の朝っぱらから何しに来たの？」

  「魔女の様子を見に来たに決まってるだろ！」

  　いちいち叫びながら、リョータは一冊のノートを取り出した。ノートの表紙には男らしい荒々しい文字で「魔女観察日記」と殴なぐり書きされている。

  「謎に満ちた魔女の生態を明らかにするのさ！　俺は世界一の魔女学者になる！」

  　リョータの目がメラメラと野望に燃えている。魔女学者になる気などさらさらない僕としては「頑張ってね」としか答えようがない。

  「そこで文哉！　さっそくだが、魔女はどこにいるんだ！」

  「ミラには父さんの寝室をあてがったから、今も一階のベッドで寝ているはずだよ」

  　リョータを寝室に案内するため、僕はベッドから起き上がろうとして……うん？　なんだろう、腰がやけに重いな。違和感の正体を突き止めるべく、僕は毛布をはねのけた。

  　すやすや。

  　幸せそうな顔で熟睡しているミラが、僕の腰にしがみついていた。ちなみにミラの服装は、僕が貸しただぼだぼのＴシャツを素肌の上に着ただけというあられもないものだ。

  　ぽとり。リョータの手から、魔女観察日記が落ちた。

  「文ふみ哉や……これは、まさか……」

  「ちょ、ちょっと待った。勘違いしないでよ。これはミラが勝手に僕のベッドに……」

  　リョータは「カッ！」と目を見開くと、落とした魔女観察日記を拾い上げ、何やら熱心に書き込み始めた。

  「『魔女は夜になると、飼い主の布ふ団とんに潜り込む習性がある』と……。よし！　これでまた一歩、魔女の真実に近づいたぜ！」

  　魔女を犬や猫と同列に扱うリョータ。我が家のように一階へ下りていく嬉うれしそうな友人を見るにつけ、「本気で魔女学者になる気があるのだろうか？」と心配せずにはいられない僕だった。

  

  　はあ……。朝っぱらから無む駄だに疲れてしまった。

  　へろへろになった僕はエネルギーを補給するべく、腰にしがみついたミラを引きずりながら一階のキッチンを訪れた。

  「遅かったな！」

  　キッチンではエプロンをつけたリョータが、フライパンを手に待ち構えていた。

  「……なにやってるの？」

  「見てわかるだろ！　魔女のために朝食を作っているのさ！」

  「……どうしてリョータが料理を？」

  「それはな、魔女が何を食べるか知りたいからさ！　魔女は未知の生命体だ。猫が魚を食べるように、犬がたまねぎを食べてはいけないように、魔女にも食べられる物や食べてはいけない物があるはずだ！　俺はそれが知りたいっ！」

  　野望を熱く語りながら、リョータは「魔女観察日記」と書かれたノートを高々と掲かかげる。

  「謎に包まれた魔女の生態を俺たちの手でつまびらかにするんだ！　そうして俺たちは魔女飼育の第一人者として本を出版！　憧あこがれの印税生活を手に入れるのさ！　わはは！」

  「野望がえらく俗っぽくなってるよ」

  「ちなみに魔女が何を食べるかさっぱりわからないから、スーパーに立ち寄って片かたっ端ぱしから食材を買っておいたぜ！」

  　朝から異常なハイテンションで、リョータは床に並べられたビニール袋の山を示す。見たところ袋には生鮮食品から和菓子まで、あらゆる食材が詰め込まれているようだ。

  「朝食は俺が作る！　準備ができるまで文哉はミラの相手をしていてくれ！」

  「……わかった」

  　やる気まんまんのリョータに準備を任せて、僕は寝ぼけ眼まなこのミラを椅い子すに座らせる。彼女のアホ毛は糸のついた五円玉のようにフラフラと左右に揺れ、主人の眠気を誘っていた。この様子では、ミラが睡魔に屈するのは時間の問題だ。

  「ねえ、ミラ。君の好きな食べ物を教えてくれないか？」

  　彼女の眠気を覚まそうと声をかけてみたけど、ミラはアホ毛を「？」の形にするばかりで何も答えてはくれなかった。そういえば、ミラには人間のコトバが通じないんだよな。まずは日本語を教えるところから始めないと。

  　僕が魔女とコミュニケーションを取ろうと試し行こう錯さく誤ごしていると、早くも食事の準備が整ったらしい。ウトウトするミラの前に、リョータが次々と食材を並べていく。生肉、野菜、パン、白米、カップ麺、チョコレート、アイス、キャットフードにドッグフード……。気のせいかな。「朝食は俺が作る」と豪語したくせに、調理された物が一つも見あたらないんだけど、さっき持っていたフライパンは何に使ったの？

  「さあ、遠慮せずに食べてくれ！」

  　リョータが元気よく食事を促すが、テーブルにずらりと並んだ食品のパレードを見ても、ミラのアホ毛はピクリとも動かなかった。見るからに興味ゼロ。完かん璧ぺきな無関心に、哀あわれ、リョータは敗北感にうちひしがれる。

  「くっ……。これだけは使いたくなかったが、仕方がない」

  　苦く渋じゆうにまみれた表情で、リョータはビニール袋の底に残っていた奥の手を……あつあつほかほかのたい焼きを取り出した。

  　直後、ミラのアホ毛が「！」に変化した。リョータの手からたい焼きを奪い取り、頭からかぶりつく。はむはむ言いながらあんこの甘さに悶もだえる表情は、何度見てもまさに恍こう惚こつ。

  　リョータは魔女観察日記と書かれたノートを取り出すと、一心不乱に書き込んだ。

  「魔女の主食はたい焼きです、と。これでまた一歩、魔女の真実に近づいたぜ！」

  　その日記、ベストセラーは無理だと思うんだ……。

  

  「それにしても、魔女の飼い方なんてどうやって調べればいいのか」

  「文ふみ哉やの親父おやじさんは魔女のエキスパートなんだろ？　魔女の資料とか持ってないのか？」

  　という話の流れで、僕とリョータは父さんの書しよ斎さいを調べることになった。

  　自慢じゃないけど、僕の父さんは息子をほったらかしにして魔女探しの旅に出るほどの熱狂的魔女オタクだ。当然、書斎には古今東西の魔女関連資料が揃そろっている。探せば魔女の生態を知る手がかりが見つかるかもしれない。

  　初めて書斎に入ったリョータの「ここは宝の山じゃ～！」という魂たましいの叫びを聞き流しながら、僕はミラを膝ひざの上に乗せ、手当たり次第に本を開いた。むむ、これは、内容が専門的すぎてまるで理解できないぞ……。

  「それにしても、ミラはすっかり文ふみ哉やに懐なついたな」

  「僕のどこを気に入ったのか、さっぱりわからないけどね」

  　膝ひざの上に魔女を乗せながら、僕は率直に応じる。僕のベッドに潜り込んだり、僕の膝の上に座ったりと、すっかり心を許した様子のミラだけど、いったいミラは僕のどこを気に入ってくれたのかな？

  　今までの出来事を思い返しながらページをめくっていると、興味を引かれるものでも見つけたのか、ミラのアホ毛が激しく動いて僕の頬ほおをぺちぺちと叩たたき始めた。痛い、痛い。

  　いったい何に反応しているの？　僕が触角を握りながら本を確認すると、そこには、ほうきに乗って空を飛ぶ魔女の絵が描かれていた。ひょっとして、ほうきで空を飛びたいのかな？

  「そういえば、ミラはうちに来てから一度も魔法を使ってないよね」

  「そうなのか？　おいおい、まさか魔女なのに魔法が使えないってことはないよな？　それは困るぜ」

  　リョータが心配する気持ちはよくわかる。リョータが茉まつ莉りに約束したのは「魔法を使える魔女」を連れて来ることだ。茉莉を納得させるには、ミラが魔法を使えることが必要不可欠だ。

  「茉莉が納得するような、一目見てわかる魔法が使えれば一番いいんだけどな。たとえば、これとか」

  　リョータが僕の持っている本を……ほうきに乗って空を飛ぶ魔女の絵を指差す。

  　本を見て「むふー」と鼻息を荒くするミラ。おっ、やる気だな。よし、さっそくミラのお手並み拝見といこう。

  

  　我が家は郊外にあるため人通りが極端に少ない。さらに、手入れされていない生いけ垣がきが遮しや蔽へい物となり、外からは庭が覗のぞけなくなっている。ここならほうきに乗っても通行人に見み咎とがめられる心配はない。さあ、思う存分飛ぶがいい！

  　物置から持ち出した竹ぼうきを手渡すと、ミラは決意の面おも持もちでうなずいた。おお、この自信ありげな感じは期待できそうだ。真剣なミラに僕たちの期待は否いやが応おうにも高まった。

  　黒のローブという魔女装しよう束ぞくで、ミラは颯さつ爽そうとほうきにまたがる。

  　ミラが僕を見る。僕はうなずく。ミラは目を閉じて深呼吸。ほうきにまたがったまま、集中力を高めていく。

  　固かた唾ずを呑のんで見守る僕たち。心なしか、空気の流れが変わってきたような気がする。足下の芝しば生ふに目を凝こらすと、ミラを中心に風がゆっくりと渦うずを巻いているのがわかった。

  　少しずつ、風が勢いを増していく。金色に輝くミラの髪が、重力に逆らうように浮き上がっていく。ローブの裾すそが風にはためき、静かに、しかし着実にほうきから重さが失われていく。

  　すごい！　いける！　これはいけるぞ！　僕たちの期待が最高潮に達した瞬間、ついにミラの足が地面から離れた。

  「やー！」

  　ミラのかけ声と同時に、ほうきはものすごい勢いで前方へ飛び出し──

  　あ、ミラがほうきから落ちた。

  　どーん！

  　操そう縦じゆう者を失ったほうきは我が家の二階を直撃。がらがらと崩れ落ちる壁の隙すき間まから、風通しの良くなった僕の部屋が見える。うわあ、ベッドが粉々になってるよ。

  　もうもうと煙が立ち込める我が家の惨さん状じようは、まるでロケット砲でも撃ち込まれたかのようだ。などと考えていると、隣にいるリョータが興奮気味に叫んだ。

  「ロケット砲……ほうき……ロケットほう……よし！　この魔法を『ロケットほうき』と名付けよう！」

  「上う手まいこと言ったつもり!?」

  　はっ、そうだ。ほうきから落ちたミラはどうなった？　慌あわてて庭を見回すと、ミラは物置の陰に隠れてこっそりとこちらを覗のぞき見ていた。アホ毛が怯おびえたようにぷるぷると震ふるえている。

  「こっち来なさい」

  　僕が手招きすると、ミラはうつむいたままとぼとぼと近づいて来た。しょんぼりと意気消沈しているアホ毛を眺めながら、僕は尋たずねる。
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  「わざと？」

  　ふるふるふるふるふるふる。

  　残像がありそうな勢いで首を振るミラ。言葉は通じていなくても、僕の言いたいことは伝わったらしい。まあ、そうだよね。ミラを見ていれば、わざとじゃないのはわかるよ。

  「気にしなくていいよ。失敗は誰にでもあるから」

  　怯えるミラの頭を、僕は優しく撫なでてやる。ミラはうるうると瞳を潤うるませて、それから口をへの字に曲げてグッと拳こぶしを握りしめた。ひょっとして、もう一度挑戦したいのかな？

  　リョータが半壊した家からほうきを拾って戻って来たので、僕はほうきを指差しながらミラに尋たずねた。

  「もう一回やってみる？」

  　ミラははっきりとうなずいた。

  　汚名返上。ミラは先ほど以上に緊張した面おも持もちでほうきにまたがり、集中力を高めるために目を閉じた。静けさと緊張感で、空気がぴんと張り詰める。風が渦うずを巻き、ミラの体から重さを奪っていく。

  　──今度こそ!?

  　僕の心の声が届いたのか、ミラはカッと目を見開き、大声で叫んだ。

  「やー！」

  　ミラのかけ声と同時に、ほうきはものすごい勢いで前方へ飛び出し──

  　あ、ミラがほうきから落ちた。

  　どーん！

  　操そう縦じゆう者を失ったほうきは、またもや我が家の二階を直撃した。さっきまでかろうじて原形を保たもっていた二階部分は、屋根ごと吹き飛んだ。

  「ロケットほうき……」

  　リョータのつぶやきに、僕は突っ込む気力も湧いてこなかった。

  　地上に目を移すと、ミラが物置の陰かげでぶるぶるがくがく震ふるえながら涙目でこちらを見ていた。

  「……わざと？」

  　ふるふるふるふるふるふる。

  

  　誤算だった。

  　魔女なら魔法を使えて当然だと思っていた。まさか、魔法の苦手な魔女が存在するとは思いもしなかった。今のミラの実力では、とてもじゃないが茉まつ莉りを納得させられない。

  　正午になってリョータが自分の家に帰った後、僕は一人で瓦が礫れきの撤去作業を進めながら、今後の展望に思いを馳はせた。魔法がうまく使えない。言葉がしゃべれない。たい焼き以外何を食べるかわからない。魔女の飼育は前途多難だ。いったいどこから手をつければ良いのやら。

  「みゃー、みゃー」

  　家の二階（だった場所）で瓦が礫れきを片付けていた僕に、ミラが猫の鳴き真ま似ねをしながらすり寄って来た。はいはい、猫がどうしたの？

  「みゃー」

  　僕の顔を見ながら猫の鳴き真似をするミラ。……ちょっと待った。これはひょっとして「文ふみ哉や」と言おうとして失敗しているのか？「文哉」→「ふみゃ」→「みゃー」!?

  　試ためしに僕が自分を指差してみると、ミラは嬉うれしそうに「みゃー」と答えた。

  「やっぱりそうか。ミラなりに僕とコミュニケーションを取ろうと努力しているんだな」

  　感心した僕は、みゃーみゃーと懐なついてくるミラの頭を撫なでてあげた。猫のように目を細めるミラを見て、僕は彼女の服装が薄汚れた黒のローブであることに気づく。そういえばミラはこの一着しか服を持っていない。

  「よし、一緒に服を買いに行くか」

  「みゃー」

  　嬉うれしそうに万ばん歳ざいするミラ。アホ毛もぱたぱたと揺れている。

  　そうと決まれば善ぜんは急げだ。さっそく出かけることにしよう。ミラの着替えを探して、休日のデパートへ出発だ！

  

  　ごめんなさい。僕は日曜日のデパートを侮あなどっていました。

  　運が良いのか悪いのか。本日はバーゲンセールの開催日で、どのフロアも満員御礼大盛況。若い女性が洋服に群がり、おばちゃんが食料品に群がり、子供が玩がん具ぐに群がる。

  　どこもかしこも人だらけで、つまり僕が何を言いたいかと言うと……。

  　ミラとはぐれてしまった。

  「ミラ！　どこだー！」

  　迷まい子ごの魔女を捜さがしながら、僕はデパート内を歩き回る。目立つ行為は苦手だけど、そんなことも言っていられない。なにしろ相手は魔女なのだ。目を離したら何をしでかすかわかったものではない。

  　ほうきに破壊された我が家の惨さん状じようを思い出し、ミラを捜す僕の声にも熱が籠こもる。神様仏様、どうかミラがほうき売り場を見つけませんように！

  「ミラ！　どこに……いた！」

  　遠くにミラの後ろ姿を発見した僕は、喜び勇いさんで走り寄る。人混みを押しのけかき分け、ようやくたどり着いたその場所は、女性物の下着売り場だった。

  　ミラは、ええと、なんと言うか、可愛かわいらしいフリルのついたパンティを横に広げて、縮ちぢめて、広げて、縮めてを繰り返して「おー」としきりに感心していた。

  　やっと見つけたのに、なんだかとても声をかけづらいよ……。

  「みゃー！」

  　僕が近づくと、ミラはキラキラと瞳を輝かせながら、両手を突き出してフリルのパンティを僕に見せつけた。それは何のアピール？　そんなもの渡されても僕は穿はかないよ？

  「えっと、その下着が欲しいの？」

  「みゃー」

  「わかった。じゃあ買ってあげるから……」

  　財布を取り出した僕は、持ち合わせがあるか確認してからミラの顔に視線を戻した。

  　ミラは満面の笑みで、パンティを頭にかぶっていた。

  「よこせ！」

  　怒鳴りながらパンティを奪い取る僕。頭にジャストフィットしていたパンツを奪われて、ミラの顔と触角が残念そうにしょんぼりする。しょんぼりしても駄だ目め！

  　僕はミラにパンティの何たるかをレクチャーしようとして……ひそひそと囁ささやく声を聞いた。

  　……女性店員が、ちらちらと僕を見ながら小声で何やら話をしている。いけない。このままでは僕の今後の人生を左右する重大事件に発展しかねない。僕は得意の愛あい想そ笑いを振りまきつつ（なぜかみんな目をそらしたけど）、この場を離れるためにミラの手を掴つかんだ。

  　ミラは、セクシーな紫むらさき色いろのブラジャーを頭にかぶっていた。

  「なぜかぶりたがる！」

  　ミラの頭からブラジャーを奪い取る僕。

  「いいから、おとなしく僕の言うことを聞くんだ」

  　僕ははぁはぁと肩で息をしながら、右手にフリルのパンティ、左手に紫のブラジャーを握りしめ、小学生にしか見えない幼女に迫る。周囲が何やらざわついていたが、そんなことは気にしていられない。僕はミラの手を掴むと強引に連れ去ろうとして……。

  　とんとん。と背後から肩を叩たたかれた。

  　ま、まさか、こんなところで僕の人生終了!?

  　額ひたいに脂あぶら汗あせを滲にじませながら、おそるおそる振り返ると……。そこに立っていたのは、クラスメイトのわがまま自己中娘・楠くすの木き茉まつ莉りだった。

  「こんなところで何をしているのかしら」

  　偉そうに腰に手を当てた茉莉が、冷たい眼まな差ざしで僕を見下す。よ、よかった、警察じゃなかった。安心した僕は持っていたパンティで額ひたいの汗を拭ぬぐうと、平常心で茉莉に応対した。

  「何でもないよ。いつも通りの僕だよ」

  「ふうん、いつも通りなんだ……」

  　あれ？　茉莉の反応がやけに薄いな。普段と比べて素そっ気けないと言うか、冷ややかと言うか……。

  　そうか。さては、僕が見知らぬ女の子を連れているから戸と惑まどっているんだな。ミラを紹介すれば茉まつ莉りの疑念も晴れるだろう。あ、でもミラが魔女だってことは伏せておかないとね。

  「この子はミラ。僕の……遠い親しん戚せきでさ。今日は彼女の着替えを買いに来たんだ」

  「親戚にしては似ていないわね」

  　やっぱり、今日の茉莉はひどく素っ気ない。普段ならもっと突っかかってくるのに、何か気になることでもあるのかな？

  　そんな僕の不安をよそに、茉莉は鋭い眼まな差ざしをミラへと向ける。

  「……あなた、本当に文ふみ哉やの親戚なのかしら？　髪の色も違うのに？」

  　茉莉らしい、ド直球の質問だった。

  「い、いやだなあ。もちろん僕とミラは親戚だよ。顔が似ていないのは……そう！　遠～い遠～い親戚だから、似ていなくても当然なんだ」

  「どうして文哉が答えるの？　私は彼女に聞いているのよ。それとも彼女にしゃべらせたくない理由でもあるのかしら？」

  「そんなことはないけど、ただ……そう！　ミラはずっと海外で暮らしていたんだ！　だから日本語が上う手まく話せないんだよ！」

  「ふうん」

  　気のない返事。

  　普段の茉莉なら、顔を合わせた瞬間に「最悪だわ。どうして休日まで文哉の顔を見なきゃいけないのかしら。せっかくの休みが台無しよ」ぐらいの悪態はつきそうなものなのに……。

  　僕はブラジャーで額の汗を拭いながら、どうして茉莉の態度が冷淡なのか考えた。僕は無意識のうちに嫌われるような行動をしているのだろうか。ううむ、さっぱりわからない。

  「私、文哉のことを友達だと思っているわ」

  「そ、それはありがとう」

  　いきなり友情を語り出した茉莉の意外さに、僕は激しく動揺する。僕の反応をどう受け止めたのか、茉莉は目を細め、自身の思いを真正面からぶつけてきた。

  「だから正直に打ち明けなさい。この子は文哉の親戚なんかじゃない。そうでしょう？」

  　図星を指された僕は言葉に詰まる。駄だ目めだ、どう答えてもボロが出そうで、僕は何も答えられない。

  「やはりそうだったのね。私には全部お見通しよ。あなたは……こんないたいけな、年とし端はもいかない女の子を誘ゆう拐かいしたのね！　このヘンタイ！」

  「どうしてそうなるの!?」

  「ごまかしても無む駄だよ！　あなたはさっき、ミラの『着替え』を買いに来たと言った。どうしてこの子は着替えを持っていないのか？　それは誘拐されたからに違いないわ。この子に何もしゃべらせようとしないのは、犯行がばれるのを防ぐため。それ以外考えられない！」

  「いやいや、他にも理由は考えられると思うよ？」

  「前々から顔が変質者っぽいと思っていたけど、まさかこんなことをしでかすなんて……。あなたにはがっかりだわ」

  「友達をそんなふうに見ていたなんて、こっちこそがっかりだよ！」

  「今ならまだ未み遂すいですむわ。潔いさぎよく罪を認めて自首しなさい。あなたが変質者として指名手配されるのは自業自得だけど、私たちにまで迷惑をかけるのは……」

  「待って。お願いだから僕の話を聞いて」

  　このままでは本当に通報されかねない。どうにかして茉まつ莉りを説得しなければ。

  　いっそミラが魔女だと打ち明けようか。いや、茉莉がそう簡単に魔女を信じるとは思えない。それどころか「この期ごに及んでそんな嘘うそを」と逆に怒らせるのが関せきの山やまだ。

  　どう説明すれば茉莉を納得させられるのか、僕は悩みに悩んで……。

  「わかった。正直に言うよ。この子は……ミラは、僕の腹違いの妹なんだ！」

  「……妹？」

  「そう！　ミラは父さんが外国で浮気をして作った隠し子なんだ！　ミラは父さんに会いたい一心で、海を渡って単身で日本にやって来た。幼い彼女が言葉の通じない異国に一人でやって来るなんて想像を絶する苦労があったはずだ。だけど、そこまでして日本に来たのに、ようやく会えると思った父親はヒマラヤで行方ゆくえ不明になっていた。絶望にうちひしがれる彼女に『出て行け』なんて、そんなこと僕には言えないだろ？　だから僕は、父さんの行方がわかるまで、いや、父さんが家に帰って来るまでミラをうちで預かることに決めたんだ。それが、兄である僕が、妹にしてあげられる唯ゆい一いつのことだと思ったから！」

  　拳こぶしを握りしめた僕が、身振り手振りを交えて熱弁をふるう。

  　即興なので設定が穴だらけなうえに、嘘をつく後ろめたさから早口かつ演技過か剰じようになってしまった。「こんなホラ話に騙だまされるやつはいないよな」と早くも自己嫌けん悪おに陥おちいりながら、僕はそっと茉莉の顔を覗のぞき見る。

  「ぐす……。早くお父様に会えるといいわね」

  　ええええ!?　結果オーライ？

  　瞳を潤うるませた茉莉が、洟はなをすすりながらミラの手を握っていた。

  　嘘をついた僕の方が唖あ然ぜんとしてしまう。ホラ話を頭から信じ込んでいる茉莉は、どうやら泣ける話には弱い性分らしい。疑り深いくせに騙されやすい、いつも男おとこ勝まさりな茉莉なのに、たまに女の子らしい反応をされるとこっちの調子がくるうよ。

  「苦しいときに支え合ってこそ真の兄きよう妹だい。真の家族。ミラ……。文ふみ哉やは、顔は変質者っぽいけど中身はいいやつだから。安心してお兄様に甘えなさい」

  　ミラを安心させようと、茉莉が切々と僕の人間性を語る。余計な一言が混ざっていた気がするけど、そこは聞き流すことにしよう。

  「そうだわ。我が家のウォークインクローゼットに私の着ていない服が山のように眠っているから、ミラの着替えが欲しいなら好きなだけ持って行くといいわ」

  「それは助かるよ。ありがとう」

  　さりげなく実家の金持ちっぷりを自慢する茉まつ莉りへ、僕は素直に感謝を示す。つられてミラもお辞じ儀ぎすると、茉莉は少しだけ照れた様子でミラの頭を撫なで、それから僕をにらみつけた。

  「私のおさがりをあげるけど、絶対に『すーはーすーはー、ぐへへ、これが茉莉の匂いか』なんて服の匂いを嗅かいだりしないでよね」

  「しないよ！　どんだけ変質者だと思ってるんだよ！」

  　こうして僕たちはタダで服をもらう約束を取りつけた。持つべき者は金持ちの友達だ。

  

  　買い物を終えて帰宅するなり、僕はソファに倒れ込んだ。

  　今日は疲れたよ。こんな日は風呂に入ってさっさと寝るに限る。……あ、でも僕の部屋は吹き抜けに改築されたんだよな。おのれロケットほうきめ。

  　今晩はどこで寝ようか悩みながらウトウトしていると、倒れたまま起き上がらない僕を心配したのか、ミラがソファの前にちょこんと座り込んだ。なんとなくミラの頭を撫でてあげると、ミラは気持ちよさそうに目を細めてアホ毛をふわふわと左右に揺らした。

  　和なごむなぁ～。

  　ほのぼのとしながら、僕の視線はミラの手に握られた紙袋へと移る。

  　デパートで茉莉と別れた後、僕は右手にフリルのパンティ、左手に紫むらさき色いろのブラジャーを握りしめていることに気がついた。なぜか下着はじっとりと湿っていた。

  　……商品棚に戻すわけにもいかず、その場で購入した。

  　はぁ～、僕は何をしているんだろう。思い出して落ち込んでいると、僕の視線に気づいたミラが、袋からフリル付きの可愛かわいいパンティを取り出した。ミラは最高の笑顔でパンティを頭にかぶる。

  「かぶるな！」

  　ミラの頭にジャストフィットしていたパンツを、僕は力ずくで奪い取った。

  　なぜ怒られたのかわからないミラが、アホ毛を「？」にして僕の顔を見上げる。おいおい、まさか本気でパンツを頭にかぶる物だと思っているのか？　人間と魔女ではパンツの概がい念ねんが違うのか？

  「いいか、これは下着だ。下着は穿はく物だ」

  　僕はパンツの用途を説明するが、ミラのアホ毛は「？」のまま一向に変化しない。ええい、こうなったら百聞は一見にしかずだ。

  「いいか、パンツはこうやって穿くんだ」

  　僕はズボンの上からパンティを穿いて見せた。フリルのパンティが僕の股こ間かんに収まるのを見て、ミラは「おおー」と感心しながら拍手する。

  　ミラは紙袋に手を突っ込むと、ブラジャーを僕に差し出した。

  　……これも実演してみせろと？

  　僕はしぶしぶブラジャーを装着して見せた。ミラが「おおー」と感心しながら拍手する。

  　もう、なんか、いろいろどうでも良くなってきた。

  　身も心も疲れ切った僕は、フリルのパンティと紫のブラジャーを装着したまま、何もかも忘れて眠りたい衝動に見舞われる。このまま毛布にくるまって、底なし沼に沈むように深い深い眠りに落ちてしまいたい……。

  　ピンポーン。

  　僕がソファで脱力していると、玄関の呼よび鈴りんが鳴り響いた。無視してソファに突つっ伏ぷしていたいけど、そうも言ってはいられない。僕はミラに「ここにいろよ」と念を押すと、疲れた足を引きずって玄関に行き扉を開けた。

  　扉の向こうには、段ボール箱を抱かかえた茉まつ莉りが立っていた。

  「約束通り私のおさがりを持ってきてあげ……この変態！　ド変態！」

  

  　その夜。精根尽き果てた僕は、一階の寝室にあるダブルベッドに倒れ込んだ。二階にある僕の部屋が使い物にならないので、今日は父さんのベッドで就寝だ。

  　強烈な睡魔に襲われながら、僕は今日一日の出来事を振り返る。

  　朝起きたら布ふ団とんの中に魔女がいた。

  　魔女の必殺ロケットほうきが家を半壊させた。

  　服を買いに行って幼女誘ゆう拐かい犯と間違えられそうになった。

  　茉莉がミラは僕の腹違いの妹だという嘘うそを信じた。

  　汗ばんだパンティとブラジャーを買わされた。

  　女性物の下着を身につけて玄関を開けたら茉莉からド変態と罵ののしられた。

  　……あれ、なぜだろう。涙が止まらないや。

  　僕は毛布にくるまりながら、何もかも忘れようと体を丸める。もう疲れたよ。なんだかとても眠いんだ……。

  　もぞもぞ。

  　睡魔に屈しかけていた僕は、布団に潜り込む何者かの気配で目を覚ました。瞼まぶたを開くと、鼻先が触れ合いそうなほどの至近距離にミラの顔があった。もはや驚く気力も湧いてこない。

  「……ミラ。君の寝ね床どこは客間だ。ここじゃない」

  　ベッドに潜り込んできたミラに命令するが、当の本人は「ここがいい」とでも言わんばかりに首を振る。温厚な僕もさすがにここらが我慢の限界だ。ペットを飼うときの心得は甘やかしすぎないこと。僕はミラを突き放すべく、きつい言葉で怒鳴りつけようとして……。

  「ふみや」

  　……ミラの声を聞いた。

  　一瞬、何が起こったのかわからず、僕は口を開けたままぽかんとしてしまう。布団ふとんの中でミラと見つめ合ったまま……やがて僕の胸にじわじわと熱いものが込み上げてきた。

  　今、確かにちゃんと言えたよね？　聞き間違いじゃないよね？「みゃー」じゃなくて、ハッキリと──ええと、だから、つまり、

  「ミラ、もう一回言って」

  　意気込んで僕が尋たずねると、ミラは気け圧おされるように首をすくめてから、じっと僕の目を見て──。

  「……ふみや」

  「もう一回言って」

  「ふみや」

  「もう一回！」

  「ふみや！」

  　ミラが初めて、自分の言いたい言葉を口にした。

  　ミラが初めて口にした言葉。──それは、僕の名前だった。

  　なぜだろう。すごく感動している僕がいる。ただ名前を呼ばれただけなのに、どうしてこんなに嬉うれしいんだろう。

  「……ふみや？」

  　浮かれる僕を見て、ミラが不思議そうに首を傾かしげる。このとき僕はどんな顔をしていたのかな？　わかっているのは、ミラを怒る気がすっかり消え失うせていたことだけ。

  　しょうがないな。特別に、今日だけは一緒に寝ることを許してやろう。今日だけだぞ。今日だけだからな。布団の中で、僕はミラの頭をわしゃわしゃと撫なでてやった。ミラは嬉しそうに目を細めていた。

  「ふみや」

  

  　今日はいろいろな出来事があった。大変な出来事ばかりだったけど、最後にもう一つだけ付け加えよう。

  　──ミラが初めて僕の名前を呼んでくれた。



  


   ３　魔女と仮病と平家物語

  

  　僕の一日は、電話から始まる。

  「ごほごほげほ。すびばぜん。ながなが風か邪ぜがなおらなぐで、今日も学校を休まぜでぐだざい。ごほごほげほ」

  　大げさに咳せき込みながら、僕は受話器を手に体調不良をアピールする。電話の相手はクラス担任である新任女性教きよう諭ゆ、超がつくほどお人好しの三み好よし先生だ。

  　ちなみに欠席の電話をするのはこれで三日連続。月曜日から水曜日まで、ミラが来てからずっと仮病で学校をずる休みし続けていた。

  　ずる休みの理由はもちろん、ミラを一人にするのが心配だから。

  　ほうきだけで家を半壊させるような恐ろしい魔女だ。一人で留守番なんてさせたら、いったいどれほどの被害が出ることやら。怖くて目が離せない。

  「明日にば学校に行げるど思いまず。あい、ぞれじゃ……」

  　受話器を置いた僕はほっと胸を撫なで下ろす。何とか今日も乗り切ったけど、さすがに仮病もそろそろ限界だよな。早くミラに留守番を任せられるようにならないと。

  　ちなみに当のミラは、テレビの前に座り込んで朝のワイドショーに釘くぎ付けになっている。くるくる回るアホ毛を見て、僕は「番組を楽しんでるな」と魔女の心理を読み取った。

  　驚いたことに、この三日でミラはカタコトながらも日本語を理解できるようになっていた。魔女オタクのリョータに言わせれば「魔女ってのはすっげー頭のいい生き物なんだぜ！」とのこと。見た目は全然、頭が良さそうに見えないのにね。

  　まあ、幸さいわいなことに少し前には大々的に報道されていた魔女絶滅のニュースも、今ではどの番組でも話題にすら上らなくなっている。おかげで安心してミラにテレビを見せられるけど……。

  　ミラが、もし魔女絶滅のニュースを……「最後の魔女」が死んだことを知ったら、どうするのだろうか？　あの森で見つかった「最後の魔女」はたぶんミラの母親だ。お母さんの死を知るのは、酷こくだろうな……。まだミラはこんなに小さいんだし。

  　でも、今はまだいいとしても、いつかはちゃんと伝えないと。いつかはちゃんと、僕の口から……。

  「ふみや！　おしえて！」

  　ワイドショーに夢中のミラが、アホ毛をくるくる回しながら僕を手招きしている。日本語を学ぶにあたり、テレビは最適な教材だ。わからない単語があれば、こうして僕に質問するのがミラの日課になっていた。

  「どうしたの？　わからない言葉でもあったのか？」

  　僕が尋たずねると、ミラはテレビに映る司会者を指差しながら訴うつたえた。

  「わからない、にほんご、おしえて」

  「いいとも。何でも教えてあげるよ。どんな日本語がわからないのかな？」

  「ふりん、ねつあい、どろぬまりこん」

  　日本のワイドショーは腐くさっている。

  　僕はその場で回れ右すると、朝食を作るためにキッチンへと歩き始めた。

  「ふりん！　おしえて！　ふりん！」

  　叫びながらミラが僕の後をついてくる。おのれワイドショーめ。いつか抗議の電話をかけてやる。お前のところの番組は、魔女の教育によろしくない！

  

  　ミラの朝食は、三日連続でたい焼きだ。

  　昨日までの僕は、食事の度たびにたい焼きを買いに出かけていた。しかし今日からは違う！

  　インターネットで購入したある物が、ついに我が家に届いたのだ。それは『簡単たい焼きブラザーズ』という名の子供向け調理玩がん具ぐ。ただのおもちゃと侮あなどるなかれ。説明書通りに調理すれば、子供でも簡単にたい焼きが作れるという超優れものなのだ。

  　これで食事の度にいちいち外出せずにすむ。さっそく僕はおもちゃの調理器具を使って、できたてアツアツのたい焼きをミラに提供した。ミラはきちんと「いただきます」と発声してから、自慢の一品に頭からかぶりつく。ミラはたい焼きを頭から食べる派だ。

  「美お味いしいかい？」

  　質問したものの、答えは聞くまでもない。はむはむ言いながらたい焼きを頬ほお張ばる表情は、見るからに幸せいっぱい夢いっぱいだった。

  「ふみや。今日もそうじする？」

  　口の周りにあんこをつけながら、ミラがたどたどしい日本語で発音する。確かに、この三日間、僕は半壊した家の掃除に追われていたけれど……。

  「わたし、そうじ手伝う」

  　ミラが自分から手伝いを申し出たことに、僕は素直に感心した。どうやらミラにも人並みにコミュニケーション能力が備わってきたらしい。ミラのやる気を引き出すためにも、ここは一つお願いしてみるとするか。

  「じゃあ、洗濯を手伝ってくれる？」

  「わかった。せんたく手伝う」

  「むふー」と鼻息を吐いてやる気を見せるミラ。気合いの入った瞳を見ていると任せてやりたくなるが、ここで油断してはいけない。彼女には、自信たっぷりでほうきに跨またがって家を半壊させた前科があるのだ。

  　過あやまちを繰り返さないためにも、この僕が、正しい洗濯機の使い方を教えてあげなければ！

  　使命感に燃えた僕は、朝食を終えるとさっそくミラを連れて洗面所に進軍した。僕たちは一人暮らしには大きすぎるドラム式全自動洗濯機と対峙する。相手にとって不足はない。

  「いいか、まずは洗濯物を入れるんだ」

  　僕たちは息の合ったコンビネーションで洗濯物を投げ込み、水道の蛇じや口ぐちを開き、洗濯機の全自動ボタンを押して、洗剤を適量入れた。

  　完かん璧ぺきだった。誰に見せても恥ずかしくない完璧な洗濯ぶりだ。洗濯機のドラムがごうんごうんと回り始めたのを確認して、僕たちは「いえーい」とハイタッチする。

  「じゃあ、僕は洗い物をしているから、洗濯が終わったら呼びに来てね。二人で洗濯物を外に干そう」

  「わかった、ふみやとせんたくもの干す」

  「むふー」と鼻息荒くうなずいて、ミラは洗濯機の真正面にしゃがみ込んだ。

  　ドラム式洗濯機は前に窓がついているため、洗濯物が回る様子を覗のぞき見ることができる。ごうんごうんと回る洗濯物を食い入るように眺めるミラを残して、僕は洗い物をすませるためにいったんその場をあとにした。

  

  　洗い物を終えて戻って来ると、洗濯機を見張るミラの目が「とろん」と半開きになっていた。先ほどまでの覇は気きは消え失うせ、アホ毛もこっくりこっくりと前後に揺れている。

  　ぐるぐる回る洗濯物には催眠効果があったのか。ついさっきまで洗濯機と戦っていたミラが、今は睡魔と戦っていた。そして形勢はかなり不利だ。

  「おーい、ミラ。大丈夫か？」

  「…………はっ！　ねてないよ！」

  　第一声で寝ていないことを猛烈アピール。これはかなり危険な兆候だ。僕は戦況危あやういミラを支援するため、彼女の隣に腰を下ろした。

  「僕もミラと一緒に洗濯が終わるのを待つよ」

  　そう言って僕が笑うと、ミラの表情が目に見えて明るくなり、アホ毛がぱたぱたと元気よく動き始めた。ミラは感情がアホ毛にすぐ表われるので、とてもわかりやすい。

  　ミラと肩を寄せ合いながら、僕たちはごうんごうんと回る洗濯物を見守る。

  「……これ、退屈じゃないか？」

  「そんなことない。おもしろい」

  「面白い？　どのへんが？」

  「ぐるぐるするのが、おもしろい」

  「そうか。ぐるぐる回るのが面白いのか」

  「うん。せんたく、ぐるぐる、楽しい」

  　どうでもいいことを真ま面じ目めに語り合いながら、僕たちは洗濯物を無心で眺め続けた。

  　……十分後。

  　ミラは僕の肩に頭を乗せ、そんなミラの頭に僕は頭を乗せて、僕たちは寄り添うように寝息を立てていた。すやすや……。

  　このままいつまででも眠っていそうな僕らへの、武士の情けなのだろう。洗濯機が洗濯終了のブザーを鳴らしたところで、僕たちは「ビクン」と跳はね起きた。

  

  　昼食も、もちろんたい焼きだ。

  　テレビでやっている再放送の時代劇に熱中しているミラへ、僕はお昼のたい焼きを手渡す。

  「はい、ミラ。たい焼き」

  「かたじけない」

  　日本の歴史と伝統を吸収したミラは、そう言ってたい焼きの頭にかぶりついた。

  　昼食を終えた僕たちは午後の準備に取りかかる。午後からは魔法の特訓だ。

  　ここ数日、僕とリョータは書しよ斎さいにある魔女関連資料を読み漁あさった。僕たちが探したのは魔法に関する文ぶん献けん。魔法の下へ手たな魔女を上達させるには、何をすればいいのか。

  　そして僕たちは魔法に関する記述を発見した。そこには、手を触れずに重たい物を動かす魔法が記されていたのだ。これなら空を飛ぶより遥はるかに簡単そうだし、見た目にも「魔法」という感じがする。まずは何か、軽い物でもいいから魔法で自由自在に動かせるようになれば、きっとミラも一人前の魔女になれる……ような気がする。

  「今から魔法の特訓だ！　がんばろう！」

  　水の入っていないペットボトルを持って庭に出た僕は、気合いを込めてミラを振り返った。

  「とっくん、がんばるでござる！」

  「むふー」と鼻息荒く答えたミラは、なぜかほうきにまたがっていた。

  「なにやってんの？」

  「ほうきでとぶ！」

  「また家を壊す気？」

  「なんとなく、今日はうまくいきそうな気がする」

  「『なんとなく』とか『気がする』とか言ってる時点で駄だ目め！」

  　僕は大量破壊兵器（ほうき）を奪おうとするが、抵抗するミラはなかなかほうきを手放さない。引っ張り合いながら前を見ると、歯を食いしばるミラの顔が間近にあった。ぐぬぬ。

  「ミラにほうきはまだ早い。まずはペットボトルからだ。ぐぬぬ」

  「ほうきがいい。ほうきでそらとびたい。ぐぬぬ」

  　ぐぬぬぐぬぬ言いながら、僕たちはほうきを引っ張り合う。

  　引っ張り合いがしばらく続いた後、結局は腕力に勝まさる僕がほうきを取り上げた。僕がペットボトルを指差すと、ミラはアホ毛をしょんぼりさせながら、しぶしぶ魔法の練習を開始する。

  　両手とアホ毛を前方に突き出したミラが、顔を真っ赤にしながら「動け」と念じる。

  「ぬー！　ぬー！」

  「そうだ、頑張れ！　ミラならきっとできる！　自分を信じるんだ！」

  　自分でも無責任な声援だと思いつつ、僕はエールを送り続ける。僕の声援が届いたのか、ミラはアホ毛にやる気をみなぎらせ、さらなる気合いをペットボトルにぶつけた。ぬーぬー。

  　……三時間経過。

  　ペットボトルは一向に動く気配を見せない。さすがに三時間ぶっ通しでは集中力も限界なのだろう。ミラは疲労でアホ毛をぐったりと垂たらしていた。

  　ほうきで家を半壊させたかと思えば、鼻息でも動くだろうという物がまったく動かせないってどういうことだよ……。

  「休憩にしようか」

  　僕が声をかけると、ミラは「ぬー……」と申し訳なさそうにうつむいた。しょうがない、落ち込んでいるミラのために、腕によりをかけておやつのたい焼きを作ってやるか。僕は調理玩がん具ぐ『簡単たい焼きブラザーズ』を取りにキッチンへと向かい……。

  　ピンポーン。

  　玄関の呼よび鈴りんを聞いて足を止めた。

  　時計を見ると、時刻は間もなく午後四時。学校なら授業が終わり、放課後になっている時間だ。来客の正体が予想できた僕は、「もうそんな時間か」などと独り言をつぶやきながら、相手を確認せずに玄関の扉を開ける。

  　玄関には、無む駄だに元気なリョータが白い歯を見せながら立っていた。

  「おっす！　今日も病気の文ふみ哉やを見舞いに来てやったぜ！」

  「仮病だって知ってるくせに、意地悪言わないでよ」

  　ハイテンションな来訪者を、僕は喜んで迎え入れる。

  　ここ数日、リョータは放課後になると僕の家へ遊びに来るようになっていた。ミラの世話を手伝うかたわら、父さんの書しよ斎さいで魔女の資料を読み漁あさるのがリョータの日課になっている。

  「この家はいいよな。魔女の資料が山ほどあるし、何より本物の魔女がいる。魔女の第一人者を目指す俺には天国のような環境だ！」

  「人に魔女を押しつけておいてよく言うよ」

  「わはは！　それについては申し訳ないと思っている！」

  「全然そうは見えないけど……」

  　魔女のせいで吹き飛んだ二階を思い浮かべた僕は、しみじみと受け答えする。僕があまりにしみじみと語ったせいか、リョータは珍しく真顔になった。

  「魔女の相手はそんなに大変なのか？」

  「まあね。なにしろ未知の生き物だから、勝手がわからないことばかりだよ。でも、犬や猫に比べれば言葉が通じるだけマシかな。ミラは純粋でいい子だから。僕の言うことをちゃんと聞いてくれるしね。ほら、今も庭で魔法の練習を……」

  　リビングに到着した僕は、庭にいるミラを指差した。

  　ミラは真剣な面おも持もちで、ほうきにまたがっていた。

  　うおおおい！　なにやってんの！　僕は靴くつも履はかずに庭へ飛び出すと、ほうきの柄をしっかと握りしめた。

  「ミラにほうきはまだ早い。ぐぬぬ」

  「ほうきがいい。ほうきでそらとびたい。ぐぬぬ」

  　お互いにほうきを掴つかみ、ぐぬぬぐぬぬとにらみ合う。ベランダに出たリョータは、にらみ合う僕たちを見守りながら「お前らどんだけ仲がいいんだよ」と笑っていた。

  

  「それで、文ふみ哉やはいつまで学校を休むつもりなんだ？」

  　リビングでおやつのたい焼きを囲みながら、僕たち三人は雑談に花を咲かせる。今日の話題は「いつになったらミラに留守番を任せられるようになるか」だ。

  「……正直言って、ミラに留守番を任せて無事にすむ気がしないんだよね」

  　しみじみと本音を吐と露ろする僕。「だろうな」とうなずくリョータ。ミラだけが幸せそうな顔でたい焼きを頬ほお張ばっている。こいつ、たい焼きに夢中で人の話を聞いてないな。

  「よし、わかった！　ここは俺に任せろ！」

  　いきなり大声を上あげたリョータが、親指を突き立てて自信たっぷりに自分を指差す。リョータが根こん拠きよのない自信を覗のぞかせるのは、不吉な前兆だ。僕は警戒しながらも相手を不快にさせないよう、にこやかかつやんわりと尋たずねた。

  「何かいい考えでもあるの？」

  「もちろんさ！　ミラが留守番をしなくても、文哉が学校へ通えるようになるナイスなアイデアがある！」

  「それはすごいね。どんな方法が教えて欲しいな」

  「簡単な話だ。ミラを学校に連れて行けばいいのさ！」

  　なんて恐ろしいことを言い出すんだ！　何をしでかすかわからないから家に閉じ込めているのに。魔女を学校に連れ出すなんて言ごん語ご道どう断だんにもほどがある。

  「実はすでに三み好よし先生の許可も取ってあるんだ！　ミラっていう外国から来た文哉の親しん戚せきに、特別に留学生として授業を見学させてくださいってな。喜べ、明日からはミラも学校に通えるぞ！」

  　ミラを学校へ連れて行くなどという恐ろしい計画を、僕のいないところで勝手に推おし進めていたリョータ。学校で繰り広げられる阿あ鼻び叫きよう喚かんの地じ獄ごく絵図を思い描き、僕は開いた口が塞ふさがらない。

  　どうやらリョータは、僕が「神様、仏様、リョータ様！」と泣きながら感謝するものと思っていたらしい。迷惑顔の僕を不服そうに眺め、それからリョータは当事者のミラに向き直った。

  「ミラだって、学校に行きたいよな？」

  「うん！　いきたい！」

  　ミラの答えを聞いたリョータは、胸を反らして「ほら見ろ、俺は正しいことをした」と言わんばかりのドヤ顔を僕に向けた。

  　そりゃまあ、いつまでも仮病で学校を休むわけにはいかないよ？　ミラを一人で留守番させるか、それとも学校に連れて行くかしか道はないのかもしれないけど……。困り果てた僕は、たい焼きにかぶりつくミラをまじまじと見つめる。

  「……ミラは、一人でテレビ見てるのと、僕と学校へ行くのと、どっちがいい？」

  「ふみやといっしょがいい！」

  　即答だった。考えるまでもないと言わんばかりの超即答だった。

  　……このまま休み続けるわけにもいかないし、しょうがないか。

  「わかったよ。明日からはミラと学校に行く。それでいいんだろ？」

  「そんなに心配するな！　ミラが魔女だってことがばれないように、俺も全力でサポートするから。大船に乗ったつもりで任せておけ！」

  　ドン、と胸を叩たたいて頼りがいを強調するリョータ。僕は「そ、そうだね、頼りにしているよ」と引きつった笑みで答えるのが精一杯だった。

  　悪友のまっすぐすぎる友情に苦にが笑わらいしていると、ミラがくいくいと僕の袖そでを引っ張った。うん？　どうしたの？

  「ねー、ふみやー」

  「なんだい、ミラ」

  「学校ってなに？」

  「……」

  

  　リョータが帰った後、ミラと二人で美お味いしい夕食（もちろんミラはたい焼きだ）を食べながら僕は考えた。

  　もしもミラが魔女だとばれたら、日本中が大騒ぎになる。従ってミラの正体は誰にも知られてはいけない。ミラは目立ってはいけない存在なのだ。

  　とは言うものの、小学生にしか見えない幼い女の子が、カタコトの日本語をしゃべりながら私服姿で高校の校内をうろちょろしていたら、それは嫌いやでも目立つに決まっている。

  　少しでも目立たなくさせるには、どうすればいいのかな？

  「せめて高校の制服を着ていれば、場に溶け込めるんだけどな」

  　しかし、明日までに女子の制服を手に入れるアテなんて僕にはない。

  　……いや、待てよ。そういえば、ミラにおさがりの洋服を提供してくれた金持ちの女子がいたじゃないか。彼女に頼めば、ひょっとしたら予備の制服を貸してくれるかもしれない。

  　彼女──あの茉まつ莉りが僕の頼みを素直に聞いてくれるか怪しいけれど、こうなったら背に腹は代えられない。ここは当たって砕けろの精神で、僕は茉莉に電話をかけた。

  「もしもし、茉莉？　文ふみ哉やだけど」

  『文哉が私に電話なんて珍しいわね。何か用？』

  「実は折り入って茉莉に頼みがあるんだ。こんなこと、茉莉にしか頼めないから」

  『私にしか……。何かしら、言ってみなさい』

  「頼れるのは君しかいない」と自尊心に訴うつたえたのが良かったのか。茉莉は好意的に耳を傾けてくれた。この好機を逃のがすまいと、僕はさりげなさを装よそおいながら提案する。

  「うちの学校の女子制服が欲しいんだよね。だから茉莉の制服を僕に貸してくれないか？」

  『変態』

  　つーつーつー。

  　一方的に電話は切れた。……おかしいなあ。僕の説明、間違ってないよね？

  

  　僕が通う学校は、近隣ではそれなりに名の知れた進学校だ。

  　生徒の個性と自主性を重んじるおおらかな校風は、ある種の「なんでもあり」な雰ふん囲い気きを作り上げている。留学生の受け入れにも積極的で、そのおかげか「外国から来た親しん戚せきの子も一緒に授業を受けさせたい」という無茶な要望が通ったりするのだから、僕としてはありがた迷惑な話である。

  　かくして早朝。僕は「外国から来た親戚の子」という設定の少女と手を繋つなぎ、四階建ての校舎を見上げていた。

  　茉莉のおさがりであるワンピースを着たミラは、そびえ立つ校舎を前にして「おー」と一人で盛り上がっている。期待に瞳を輝かせるミラは見ていて微笑ほほえましい。

  　だけど、残念ながら今の僕に和なごんでいる余よ裕ゆうはないんだよね。覚悟を決めてミラを連れては来たものの、授業が始まる前から僕は不安でいっぱいだった。

  「いいかい、ミラ。絶対に僕のそばを離れちゃ駄だ目めだよ」

  「わかった。ふみやのそばにいる」

  　両手で握り拳こぶしを作り、「むふー」と鼻息荒くうなずくミラ。なぜだろう、ミラがやる気になればなるほど、そこはかとなく不安が増していく。

  　ええい、ここまで来たらやるしかない！　開き直った僕はミラの手を引き、運命の一歩を踏み出そうとしたところで……自転車で通りかかったリョータに声をかけられた。

  「おーっす、文哉。今日はやけに早起きじゃないか」

  「おはよう、リョータ。ミラの初登校だからね。初日から遅刻するわけにはいかないだろ」

  「殊しゆ勝しようなこと言って、本当はミラが学校で何かしでかさないか不安で、ろくに眠れなかっただけじゃないのか？　わはは！」

  「あはは」

  　……笑えない。

  　くそう。人の気も知らないで……この能天気肉体派オタクめ！

  「僕はリョータがうらやましいよ……」

  「ん？　うらやましいってこの自転車のことか？　そうだろそうだろ。何しろコイツは俺の宝物だからな！」

  　サイクリングが趣味のリョータは、シクロクロスという軽量で運動性の高い自転車を愛用している。ロードバイクとマウンテンバイクの中間に位置する万能型の自転車らしいけど、正直僕には違いすらよくわからない。

  　まあ、自転車を褒ほめられるとリョータは決まって上じよう機き嫌げんになるので、話題に困ったらとりあえず自転車を褒めるようにしていた僕も僕だけど。だからってどこまでポジティブなんだこの男は。

  　愛車を褒められたと勘違いして上機嫌のリョータに付き添い、僕たちは自転車置き場へ移動する。チェーン錠じようを何重にも付けるリョータを見る度たびに、「そんなに大事な自転車なら通学用に使わなきゃいいのに」と思うけど、もちろんそんな考えはおくびにも出さない。

  「それでミラの様子はどうだ？　ちゃんと学校に溶け込めそうか？」

  「とりあえず大丈夫だと思うよ。ミラも僕のそばから離れないって約束してくれたしね」

  　ミラの素直さを褒めながら、僕は背後の魔女を振り返る。ミラは「ちょうちょ～」と言いながら、モンシロチョウを追って学校の外へと歩き出していた。

  　ミラの頭を、僕は「ぐわし」と鷲わし掴づかみにした。

  「僕のそばを離れるなって言ったよね？」

  　こくこくこく。僕が凄すごむと、ミラはアホ毛を萎い縮しゆくさせながらうなずいた。まったく、油断も隙すきもない。

  「へえ～。文ふみ哉やって何をされても怒らない温厚なイメージがあるけど、ミラに対してはちゃんと叱しかるんだな」

  「僕だって人間なんだから、怒ることぐらいあるよ」

  　不服そうに僕は唇くちびるを尖とがらせる。まあ、確かに僕は、ミラに対してはまったく気兼ねしていないけどさ。

  　当のミラは、サドルの上で丸まっている黒猫をわしゃわしゃと無む邪じや気きに撫なで回していた。黒猫と親しん睦ぼくを深める魔女を眺めながら、僕は自分とミラの関係を考える。

  　……ミラにだけは、ついついムキになっちゃうんだよな。

  　ほんの数日、一緒に暮らしただけ。人間ではない謎なぞの生命体。ほうきで家を破壊するタチの悪いドジっ子。アホ毛が動く。日本語が下へ手た。勝手に人の布ふ団とんに入って来る。やる気を出すと「むふー」と鼻息が荒くなる。猫が好き。時代劇が好き。たい焼きが好き。

  　無邪気で、純粋で、可愛かわいくて、心配で目が離せなくて、つい世話を焼きたくなって、「嫌われたらどうしよう」なんて考えもしなかった……。

  　黒猫がミラの顔（あるいは、猫じゃらし的アホ毛）に飛びかかる。顔面に猫を貼り付けたミラが闇やみ雲くもに暴れて自転車をなぎ倒す光景をぼんやりと眺めながら、僕は考える。

  　……僕にとってミラはどういう存在なんだろう？

  

  　朝のホームルーム前。倒れた自転車を元通りにすることはリョータに任せて（ごめんよ）、僕はミラのために新しい机と椅い子すを教室に運んでいた。

  「すぐにミラの席を作ってあげるからね」

  　ミラに声をかけ、僕は教室の一番後ろに席を作る。僕の周囲をうろちょろするミラの姿は、教室ではかなり浮いて見えたようだ。花柄ワンピースの可愛らしい金髪少女に、同級生たちは興きよう味み津しん々しんだった。

  「君、転校生？」

  　僕が座席を作っている間に、男子生徒の一人がミラに接触した。見知らぬ人から声をかけられたミラは、アホ毛を不安そうに揺らしながら僕の背後へと身を隠す。やれやれ、しようがないな。僕は臆おく病びような魔女を背中に隠したまま、同級生にミラを紹介した。

  「この子は僕の親しん戚せきでミラって言うんだ。しばらく一緒に授業を受けることになったから、よろしくね」

  「ほら、挨あい拶さつして」と僕がやんわり促うながすと、ミラは怯おびえながらもちょこんと頭を下げた。

  「ミラです。よろしくおねがいします」

  　まだ少したどたどしい日本語でミラが挨拶する。小動物を彷ほう彿ふつとさせるミラのしぐさに、集まっていた女子が口を揃えて「可愛い」と叫んだ。初対面にしてはまずまずの好感触だ。

  「それと。ミラはずっと外国で暮らしていたから日本語が……」

  「邪じや魔まよ、どいて！」

  　保護者の僕を突き飛ばし、可愛いもの好きな女子たちがミラに殺到する。コマのように一回転した僕は、きゃーきゃー騒ぐ女子によってその場からはじき出された。

  「ねーねー、海外のどこに住んでたの？　日本へは何をしに来たの？」

  「童顔だね～。高校生には見えないけど、年はいくつ？」

  「この髪型可愛い！　触ってもいい？」

  　臆病で人見知りなミラが、知らない顔に囲まれて質問攻めを受けている。とりあえず髪に触るのはやめて！　そのアホ毛は触角だから！　斬ざん新しんなヘアスタイルじゃないから！　触ったら普通じゃないことがばれちゃうから！

  　さっそくのピンチからミラを救うべく、僕は強引に女子集団に割り込もうとして……。

  「馬鹿どもが騒いでいるようね。うるさくてたまらないわ」

  　登校してきた茉まつ莉りの一言で、教室はたちまち凍りついた。

  　言動にやや難のある茉莉は、クラスでは孤高の存在だ。教室に入り、人ひと垣がきをかき分け（と言うより、茉莉が歩くと自然とみんなが道を譲ゆずり）、悠ゆう々ゆうとミラの前に立った茉莉は、いつものように腰に手を当てた偉そうなポーズで周囲を見下した。

  「このクラスは馬鹿ばっかりね。彼女が困っていることもわからないの？　友達になりたいなら、もっと相手を思いやって行動しなさい」

  「思いやり」などという単語が茉莉の口から出たことに、僕は驚きを隠せない。あの横おう柄へいで尊大で高圧的な茉莉が「他人を思いやって行動しろ」と説教するなんて！　天気予報では猛暑日になると言っていたけど、今日は雪が降るに違いない。

  　珍しく正論でクラスメイトを黙らせた茉莉は、「フン」と鼻を鳴らすと、そのままつかつかと僕に歩み寄って来た。

  「……」

  　立ち止まり、無言で僕をにらみつける茉莉。な、なんだろう。視線がやけに痛いんだけど。僕は茉莉の気に障さわるようなことをしたのかな？

  「………………持って来てあげたわ」

  　無ぶ愛あい想そうな態度で、茉莉は持参した巾きん着ちやく袋ぶくろを僕に押しつけた。何のことかわからず、僕は首を傾かしげながら袋の中身を確認する。

  　……女子の制服が入っていた。

  「持って来てくれたんだ！　ありがとう！　電話では怒っていたみたいだから、てっきり無理だと思ってたよ」

  「あの後、文ふみ哉やの変態趣味についてリョータに電話で相談したのよ。まったく……。ミラに着せるつもりなら最初からそう言いなさい」

  「あれ？　言わなかったっけ？」

  「言ってないわよ！」

  　茉莉に鬼の形ぎよう相そうで怒鳴られた。うん、まあ、あれだね。茉莉とリョータって犬けん猿えんの仲だと思ってたけど、そんな相手に相談しようと思うほど、僕の要求は不安をかき立てるものだったんだね。あははは。

  「……ごめん」

  「ふん。まあいいわ。ミラとの慣れない共同生活は何かと苦労がありそうだものね。その点は同情してあげる」

  　不ふ機き嫌げんながらも、すんなりと許してもらえて僕はほっとする。茉莉は敵に回すと恐ろしいからね。こんなにあっさりと許してもらえたことは幸運だと思わなければ。

  　ただ、周囲にいた同級生たちが「共同生活？」「あの可愛かわいい子と？」などとざわつき始めたのがちょっと気になるけど。

  　そんな周囲のざわめきが聞こえていないのか。茉まつ莉りはなぜかやたらと声を張りあげて僕との世間話を続けた。

  「いきなり妹が押しかけて来るなんて文ふみ哉やも大変よね。そういえばミラと初めて会ったとき、文哉は妹の下着を物色している最中だったわね」

  「ちょ、声が大きい……」

  　慌あわてて制止するも、時すでに遅し。クラスメイトたちは「妹？」「下着？」「同どう棲せい」「ロリコン」「変態」と、言っていないキーワードまで交まじえてざわつき始めた。

  「ひょ、ひょっとして茉莉、まだ怒ってる？　だから僕に嫌いやがらせを……」

  「あら、失礼ね。私が嫌がらせなんてするはずないでしょう？　そうそう、ミラと初めて会ったあの日。文哉の家に行くと、あなたは妹の下着を穿はいて……」

  「うわ───お───!!」

  　僕の必死の雄お叫たけびも空むなしく、周囲のざわつきは「ロリコン」「変態」「ロリコン」「変態」「ロリコン」「変態」とますます勢いを増していった。誰か助けて……。

  

  　一時限目の授業は古文だった。

  　古文を担当する二十八歳独身男性教きよう諭ゆの谷たに山やま先生は、今どき珍しいほど初う心ぶで奥手で、下ネタに弱い草食系純情青年だ。女子にからかわれて真っ赤になる谷山先生は実に微笑ほほえましい。

  「ふみやー」

  　そんな谷山先生の授業が始まる直前。保健室で制服に着替えたミラが僕の席にやって来た。「わからないことがあれば、いつでも僕に聞くように」と言い含めておいたので、たぶんそれ絡がらみだろうと推測する。よしよし、わからないことがあるなら僕に聞きなさい。

  「どうせい、って何？」

  　どうやらさっきの騒ぎで誰かがつぶやいた単語が気になっていたらしい。純じゆん真しん無む垢くなミラが毒されるのは耐えられないので、僕は簡単に説明しておくにとどめた。

  「太陽系第六惑星だよ。ほら、席について」

  「ふみやー。ろりこんってなに？」

  　さっきドサクサ紛まぎれにロリコンと言ったやつ！　出てきて責任取れ！

  「ミラは知らなくていいことだよ～。いいから席に戻れ～」

  　笑顔でミラを追い返す。明らかに納得のいかない様子のミラは、未練たっぷりな顔つきで不ふ承しよう不ぶ承しようながらも自分の席に戻って行った。

  　ミラが席につくと同時に、谷山先生が教室に現れた。生徒と同じ目線でしゃべるフレンドリーさが魅力の谷たに山やま先生は、見知らぬ生徒を見つけて気さくに声をかけた。

  「君がミラさんだね。事情は聞いてるよ。何かわからなくて困っていることはあるかな？」

  「ろりこん」

  　時間が凍りついた。

  　谷山先生は鷹おう揚ようにうなずくと、教室にいる生徒たちを見渡した。

  「それじゃ、日直。号令を」

  　きりーっ。れー、ちゃくせーき。

  「では、古文の教科書を開いて……」

  　……完全スルーを決め込んだようだ。

  　ちらりと後ろを見ると、ミラは席についたまま頬ほおを膨ふくらませていた。「『わからないことはないか』と言ったくせに、どうして答えてくれないの？」という不満がありありと伝わってくる。

  　ミラ、もう何もしないでおとなしく席に座っててくれればいいから。こうなったら、僕がミラの隣の席で面倒を見るしかないか。そう思いながら、僕はミラの隣に座る生徒へと視線を移す。

  　茉まつ莉りだった。

  　……まいったな。茉莉が僕の頼みを快こころよく聞いてくれる姿なんて想像すらできないぞ。「どうして私が席を代わらなければいけないの？」と不ふ機き嫌げんに言い返す姿なら容よう易いに目に浮かぶけど。

  　そうして僕の心配をよそに、授業は進行していく。

  「それでは教科書の一二○ページから、誰か読めるかな？」

  「はい」

  　茉莉が手を挙あげる。それを見た隣のミラも真ま似ねをして手を挙げる……って何してんだミラ!!

  　留学生（ミラ）の積極的な姿勢に谷山先生がちょっとびっくりしながらミラを指名した。アホ毛がぴんと跳はね上がり、教科書を持っていないミラはあからさまにうろたえている。どうやら、というかやっぱり、状況がよくわかってないようだ。

  　あたふたするミラを見るに堪たえなくて、僕は教科書を持って駆けつけたい衝動に駆られる。……だけど、慌あわてふためくミラに同情したのは僕だけではなかったらしい。

  「……ほら。これを使いなさい」

  　隣の席の茉莉が、ぶっきらぼうな態度で自分の教科書をミラの机に置いた。救われたミラが茉莉に笑顔を向け、茉莉は「ふん」と鼻を鳴らしながらそっぽを向く。

  　教科書を手に入れたミラが、自信満々の様子で立ち上がる。ミラは堂々と胸を張ると、教科書を読……もうとして、ピタリと動きを止めた。

  「……？」

  　教科書を持ったまま、ミラは小首を傾かしげる。アホ毛が「？」を形作っているのに気づいた僕は、すぐさま自分の教科書を開き、一二○ページに何が書かれているか確認した。

  　教科書に書かれていたのは『平へい家け物語』、冒頭の一節。「祇ぎ園おん精しよう舎じやの鐘かねの声、諸しよ行ぎよう無む常じようの響きあり」というアレだ。

  「……の、の。の、きあり」

  　ミラが平家物語を朗ろう読どくする。……漢字抜きで。

  　そうか。ミラはまだ日本語の読み書きができないんだ。ひらがなはかろうじて読めても、漢字となると手も足も出ない。すぐさま僕は、隣人の茉まつ莉りへと視線を送った。ミラは漢字が読めないんだ。助けてあげて！

  （なにガン垂たれてるのよ）

  　あの鋭い目つきは……絶対伝わっていないな。僕は頭を抱かかえてしまった。

  「どうした？　それは何語だ？」

  　事情を知らない谷たに山やま先生は、ミラの朗読を外国語か何かだと思ったらしい。しかし、ミラはわけがわからず萎い縮しゆくするばかりで、事情を説明することも忘れてテンパっている。とにかく事情を説明しないと！　僕が立ち上がろうとすると、

  「あなた、ひょっとして漢字が読めないの？」

  　隣の席の茉莉が、立ち往おう生じようしているミラに声をかけた。

  　窮きゆう地ちに立たされていたミラが、目に涙をためながら小さくうなずく。

  「仕方がないわね。教えてあげるから席を寄せなさい」
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  　そう言いながら、茉まつ莉りは自分からミラの席に机を寄せる。

  　茉莉はミラから教科書を取り上げると、そこに何やら書き込み始めた。きっとミラにも読めるように漢字に仮名を振っているのだろう。二人のやり取りを見ていた谷たに山やま先生は、事情を察したらしく、茉莉の助力が終わるまで何も口出ししなかった。

  　この数分後。ミラはたどたどしくも『平へい家け物語』の一節を読み始める。

  　ミラの調子外れな朗ろう読どくを聞きながら、僕は思った。わがままで自己中な茉莉だけど、案外、面倒見はいいのかもしれないな。

  　ミラの隣が、茉莉で良かった。

  

  　二時限目の授業は数学だった。

  　数学の担当は、生徒の不人気第一位、自分に優しく他人に厳しいキツネ顔の鉢はち谷や先生だ。

  　細身の体に尖とがった顎あごが特徴的な鉢谷先生は、自分に従順な生徒を甘やかし、反抗的な生徒を馬鹿にして笑いものにする露ろ骨こつなえこひいきで有名だった。

  　そんな鉢谷先生の得意技は、難しい問題を出しておきながら「こんな問題も解けないのか」とネチネチ嫌いや味みを言うこと。だから先生が黒板に問題を書き始めると、下を向いて目を合わせないようにするのが僕の習慣になっている。

  　もっとも、どこの世界にもひねくれ者はいるもので。我がクラスには真っ向から鉢谷先生をにらみつけるような、気の強すぎる女子が一人いるのだけれど。

  「楠くすの木き茉莉。前に出てこの問題を解いてみろ」

  　そんな攻撃的な性格だから、茉莉は鉢谷先生から目の敵かたきにされていた。

  　指名を受けた茉莉が、憮ぶ然ぜんとしたまま黒板の前に立つ。チョークを手に取り、黒板に書かれた問題を解き始めるが……その手はすぐに止まった。

  「どうした。こんな簡単な問題も解けないのか？」

  　卑いやしい笑みで「解けないのはお前が無能だからだ」と暗に馬鹿にする鉢谷先生。茉莉はあくまで無表情を貫つらぬくが、内心でははらわたが煮えくりかえっているに違いない。

  「こんな問題も解けないとはな。ちゃんと先生の話を聞いていたのか？」

  「聞いていました」

  「そんなはずないだろう。聞いていたら解けるはずだ」

  「先生の教え方が悪いんじゃないですか？」

  　ねちねちと嫌味を言う先生もだけど、そこで言い返す茉莉にも困ったものだ。敵ばかり増えていく茉莉の生き様を見ていると、「もっと世渡り上じよう手ずになればいいのに」などと余計な心配をしたくなる。もっとも、世渡り上手な茉莉なんて、茉莉じゃないけどさ。

  「もういい。そこで立って見ていろ。馬鹿にもわかるように説明してやる」

  　無能の烙らく印いんを押され、黒板の横に立たされる茉莉。同級生たちの前で「馬鹿の代表」のように扱われた茉まつ莉りは、屈くつ辱じよくを飲み込みながら直立する。茉莉を見世物にしてもまだ満足しないのか、鉢はち谷や先生は僕たちを威圧するように平手で黒板を叩たたいた。

  「誰か代わりにこの問題を解くやつはいないか！」

  　再びクラス全員がうつむき黙り込む。茉莉には申し訳ないと思うけど、誰だって我が身が一番可愛かわいいのだ。

  　……それが当たり前のはずなのに、そんな僕たちの「普通」をあっさりと打ち破り、堂々と手を挙あげた者がいた。

  　それは、借り物の制服が大きすぎて、挙手した掌てのひらの半分近くまで袖そでで隠れている小柄な女の子──つまり、ミラだった。またかよ！

  　小学生にしか見えないミラが、高校生レベルの問題を解けるとは思えなかったのだろう。人を見た目で判断した鉢谷先生が、呆あきれ顔でミラを小馬鹿にする。

  「おいおい、君にこの問題が解けるのか？」

  　鉢谷先生の挑発に、ミラは力強くうなずいた。あきらかに相手を低く見ている鉢谷先生は「解いてみろ」とだけ言い、指名を受けたミラは黒板の前へと移動する。まずい。鉢谷先生は古文の谷たに山やま先生みたいには優しくないぞ……。

  　カツカツカツ。チョークの音が響き、ミラの手は一瞬の迷いもなく答えを書き込んだ。

  　……え!?

  「……正解だ」

  　悔くやしさを滲にじませた鉢谷先生の敗北宣言に、クラス内からため息が漏もれた。

  　戦いに勝利したミラが、黒板横にたたずむ茉莉へ無む邪じや気きに微笑ほほえみかける。

  　いわば魔女の恩返し。古文の時間、困っていたところを茉莉に助けられたミラは、数学の時間、困っていた茉莉を助けずにはいられなかったのだ。

  「余計なことしないでよね。あのくらいの問題、私一人でも解けたわ」

  　どうしてそこで強がるかな！　そこは素直に感謝しようよ！

  　っていうかミラがなんで解けたんだ。魔女は数学が得意なのか？

  　何はともあれ、腕を組んだままそっぽを向く茉莉と、そんな高たか飛び車しや娘の隣で無邪気に笑うミラは、二人揃そろって仲良く席に戻り……。

  「待て！　誰が席に戻っていいと言った。戻るのは次の問題を解いてからだ！」

  　諦あきらめの悪い鉢谷先生が黒板にチョークを走らせる。呆れ顔の僕たちを無視しながら、先生はあきらかに高校一年生レベルではない複雑な計算式を書き連つらねた。大人げない……。

  「どうだ。勝ち誇るならこの問題を解いてからにしてもらおうか」

  　カツカツカツ。

  「できた」

  　解答を書き終えたミラがチョークを置いた。

  　鉢はち谷や先生は黒板を見て、それから自分のノートを見て、もう一度黒板の解答を見た。

  「……正解だ」

  　苦く渋じゆうに満ちた鉢谷先生の敗北宣言に、教室では拍手が起こる。僕は他人の悪口を言わない主義だけど、さすがに今回ばかりは「ざまあみろ」と叫びたい心境だ。

  　それにしても意外なのはミラだ。三日で日本語をマスターしたことといい、魔女は格別に頭が良いという話は本当かもしれない。普段のミラを見ていると、とてもそうは思えないけど。

  　何はともあれ、クラスメイト全員が溜りゆう飲いんを下げた二時限目も無事終了。立場のない鉢谷先生がこそこそと職員室へ逃げ帰った後、安心して気をゆるめていた僕のもとへ、茉まつ莉りが腑ふに落ちないといった表情でやって来た。

  「ミラって何者なの？　さっきの問題をあんなに簡単に解くなんて普通じゃないわ」

  　そりゃそうだ。漢字も読めないのに、あんな難問をすらすら解いちゃったんだから。僕だってびっくりだよ。まさか「魔女だから計算が得意なんだ」と答えるわけにもいかず、僕は口から出任せでごまかす。えーと、えーと……そうだ！

  「じ、実は、ミラのいた国は数学が盛んなんだよ！　日本人にはレベルが高い問題かもしれないけど、ミラがいた国ではあれくらい小学生でも解けるんだ。お国柄ってすごいよね！」

  「ふーん」

  　納得したようなしないような、釈然としない様子の茉莉。まずい。こんな調子で目立っていたら、いつか魔女だと気づかれてしまう。ミラには「目立たないように」としっかり釘くぎを刺しておかなければ。

  

  　三時限目の授業は体育だった。

  　担当は真っ赤なジャージがよく似合う三十五歳独身男性の清し水みず先生。放任主義で物わかりがいいと評判の先生だ。

  　ちなみに今日の体育の授業は、夏らしく水泳。

  　真夏のプールと、放任主義の清水先生と、遊び盛りの高校生が揃そろえば、授業そっちのけで水遊びに興じるのがいつものパターン。気楽な授業になるはずが、しかし今日の僕はそれどころではなかった。

  「どうした文ふみ哉や。キョロキョロして」

  　どうやら不安が顔に出ていたらしい。リョータが僕の落ち着きのなさを指摘する。

  「さては女子の水着が目当てだな？　文哉がそんなにスクール水着を好きとは知らなかったぜ！　気が合うな！　俺も嫌いじゃない！」

  「違うよ。変なこと大声で力説しないでよ。茉莉がミラを更衣室に連れて行ったから、出てくるのを待ってるんだ」

  　ミラを男子更衣室に連れて行こうとしたら、茉莉に本気で怒られた。

  「ミラも水泳の授業に参加するのか？」

  「いや、ミラは水着がないから見学だよ」

  「そうか！　それなら安心だよ。まあ、ミラの性格なら服を着たままプールに飛び込むぐらいやりかねないけどな！　わはは！」

  「あはは」

  　……笑えない。

  　とりあえずミラが来たら「プールに入るな」と厳命しておかなければ。そう心に決め、僕はミラが現れるのを待ち構えた。

  　やがて、濃紺のスクール水着に着替えた女子たちがわらわらとプールサイドに現れた。集団の最後尾では、なぜかこちらもスクール水着に着替えたミラがアホ毛を楽しそうに揺らしながら行進していた。

  「どこからか水着を借りてきたみたいだな」

  「……」

  　どうやら、ミラのスクール水着は茉まつ莉りが気を利きかせて用意してくれたものらしい。大量のおさがりを譲ゆずり受けた上に、まさか制服に加えてスク水まで借りることになろうとは。持つべき者は気前のいい衣装持ちの友達だ。

  　余計なことしやがって。
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  「ふみや～」

  　瞳をらんらんと輝かせた魔女が、犬の尻尾しつぽのようにアホ毛をぐるぐる回転させながら駆け寄って来る。ミラの喜びが十二分に伝わってくる光景だ。

  「……楽しそうだね」

  「うん！　プール、楽しみ！」

  「とりあえず、その動きまくりのアホ毛をなんとかしないとね。目立ってしょうがないよ」

  　小声で言いながら、僕が自分の水泳帽をミラの頭にかぶせている間も、ミラは無む邪じや気きな笑顔を僕に向けていた。まいったな、そんなに嬉うれしそうにされると、ミラの楽しみを奪うのは悪いことのように思えてくるよ。

  　やれやれ、しょうがないか。僕はミラを見学させることは諦あきらめて、一緒に遊ぶ時間を楽しむことにした。……そう思うと、少しだけ気が楽になった。

  　ミラに水泳帽をかぶせていると、水着の上にジャージを羽織った清し水みず先生がプールサイドに現れた。僕はミラの手を引いて先生のもとへ集合した。

  　まずは先生の指示に従い、入念に準備体操。いい感じに体がほぐれたところで、先生が「今日は全員の自由型五十メートルのタイムを計る」と言い出した。ちなみに我が校のプールは、競泳用の五十メートルプールだ。

  「泳ぎの得意なやつから順番に測定するぞ。最初に泳ぎたいやつは手を挙あげろ」

  　プールサイドで体育座りする生徒を見回しながら、清水先生が立候補を募つのる。奥ゆかしいのか、それとも泳ぎに自信がないのか。クラスメイトの誰もが一番乗りをためらう中、真っ先に手を挙げたのは……やっぱり、僕の隣で体育座りしているミラだった。

  「はい！　わたし、泳ぐ！」

  「おっ、元気いいな。じゃ、お前が一番手だ」

  　部外者を躊ちゆう躇ちよなく一番手に選ぶ清水先生は、さすがの物わかりの良さだ。

  　体育座りしながら、僕は隣に座るミラへ小声で尋たずねた。

  「そういえば、ミラって泳げるの？」

  「がんばる！」

  　ぐっと拳こぶしを握りしめ、「むふー」と鼻息荒く答えるミラ。「泳げる」とはっきり答えないあたりがそこはかとなく心配だ。

  　先生に導みちびかれたミラが、プール端のスタート台に移動する。どうやらミラは飛び込みでスタートするつもりらしい。泳ぎに自信のある証しよう拠こ……なのか？

  　先生が「よーい」と声をかけると、ミラはスタート台の上で前傾姿勢をとった。興奮のためか、ミラの水泳帽がぐにぐにと不気味に蠢うごめいている。水泳帽の下でアホ毛が動いているのか？　水泳帽をかぶろうが、目立つものはやっぱり目立つんだな。

  　ピッ、と先生のホイッスルが鳴り、ミラはスタート台からジャンプした。「シュワッチ」というかけ声が似合いそうな美しいポーズで、ミラはお腹なかから着水！　「びったーん」という水泳らしからぬ音とともに、小さな体はプールの底に沈んでいった。ぶくぶくぶく……。

  　しーん。静まりかえったプールで、僕たちはミラが水面に顔を出すのを待ち構える。十秒経過……二十秒経過……。心配になった僕が水面を覗のぞき込んでいると、茉まつ莉りが僕の隣にやって来た。

  「ねえ。ミラは泳げるのよね？」

  「……さあ？」

  　直後、僕は茉莉に背中を蹴けり飛ばされてプールに叩たたき落とされた。派手に水しぶきを上げた僕が、無ぶ様ざまに手足をばたつかせて浮上すると、茉莉はプールサイドで仁に王おう立ちしていた。

  「なに浮かんできてるのよ。さっさと潜ってミラを助けなさい」

  「だったら自分がプールに飛び込めばいいだろ！　人を突き落とすなよ！」

  「口答えする暇ひまがあるなら、溺おぼれたミラをさっさと助けろって言ってるのよ」

  　溺れた、という茉莉の言葉に、はっと我われに返った僕は、言われた通りミラを助けに潜ろうと、思い切り息を吸い込み……。

  　……五十メートル先の水面に、ミラの頭がひょっこり現れたのを目撃した。

  　五十メートル地点にタッチしたミラが、僕たちを振り返る。

  「何秒？　何秒？」

  　どうやら自分のタイムを知りたがっているようだ。まさか、潜水したまま五十メートルを泳ぎ切ったのか？　一度も水面に顔を出さずに？

  　教師も生徒も驚きのあまり言葉を失う中で、茉莉だけが冷ややかに僕を見下ろす。

  「あんな無茶な飛び込みから、一度も息継ぎせずに五十メートルを泳ぎ切るなんて、ミラは何者なの？」

  　そりゃそうだ。あんな常人離れした泳ぎ、僕だってびっくりだよ。まさか「魔女だから息継ぎしなくても平気なんだ」と答えるわけにもいかず、僕はとっさに口から出任せを並べる。えーと、えーと……そうだ！

  「じ、実は、ミラのいた国は漁業が盛んなんだよ！　国民のほとんどが海あ女まさんで、誰もが海に潜って魚を捕まえるから、息継ぎなしで五十メートル泳ぐくらい朝飯前なんだ。お国柄ってすごいよね！」

  「……」

  　茉莉が白い目でこちらを見ている。おお……。

  

  　四時限目は英語の時間だった。

  　担当は我がクラスの学級担任である小柄で童顔な新任女教師の三み好よし先生……なんだけど、教壇に先生の姿は見あたらない。黒板には白いチョークで「自習」とだけ書かれていた。

  　自習になった経けい緯いは不明だが、「三み好よし先生がまた何かドジな失敗をやらかして教頭先生に怒られているに違いない」というのが大方の予想だった。真しん偽ぎはともかく、叱しかられている三好先生の姿が容よう易いに想像できるのがいろんな意味で残念だ。

  　思いがけず時間が空いた僕は、この間を利用して今日の出来事を振り返る。

  　朝のＨＲホームルーム前に、僕とミラの同どう棲せいが発覚して大騒ぎ。

  　古文の時間に、ロリコン発言のうえ漢字が読めなくて大騒ぎ。

  　数学の時間に、超高校生級の難問を解いて大騒ぎ。

  　体育の時間に、息継ぎなしで五十メートルを泳いで大騒ぎ。

  　なんてこった。昼前でこの有様では、一日が終わる頃にはどうなっているのか。これ以上怪しまれないうちに早く帰りたい。むしろ何か事件が起こって今すぐ学校が臨時休校になればいいのに、などと願いたくなる。

  　……駄だ目めだ。その事件を起こす犯人がミラな気がしてならない。

  　現実逃避はやめよう。ここは建設的に、どうすれば午後の授業を無事に乗り切れるか考えるべきだ。そこで僕とリョータ、それにミラを含めた三人は教室の隅で机を合わせ、小声で「ミラが怪しまれずに学校生活を送る方法」を検討することにした。

  「とりあえずアホ毛だろ。このアホ毛は目立ってしょうがない」

  　リョータの意見はもっともだ。うねうね動くアホ毛を見られたら「あいつは本当に人間なのか」と疑われても不思議じゃない。

  「ミラは自分の意志で触角を動かさないようにできないの？」

  「やってみる」

  　力強く答えたミラが、両手を頭に乗せる。目を閉じてぎゅうううと髪を押さえつけるミラは、まるで頑固な寝ね癖ぐせを力ずくで直しているかのようだ。

  　たっぷり五秒ほどアホ毛を押さえつけてから、ミラはそっと手を離す。

  　ぴょこんと、アホ毛が跳はねた。

  　ミラはもう一度自分の頭に両手を乗せて、ぎゅうううと押さえつけ始めた。

  　うん、そのやり方だと手を離したら終わりだね。何の解決にもなってないね。そう思ったけど、一生懸けん命めいに頑張るミラを前にすると、なかなか間違いだとは言い出しにくい。

  　とりあえず両手で頭を押さえるミラをそのままにして話を進めることにした。

  「やっぱりミラに必要なのは常識だよ。常識があれば、変なことをしなくなるはずだ」

  「じょうしき？」

  　頭に両手を乗せたままミラが首を傾かしげる。日本語を覚えたてのミラは、まだ「常識」の意味を知らないようだ。知っていたら、こんなポーズをいつまでも取っているはずがない。

  「常識っていうのは、みんなが当たり前だと思っていることだよ。友達に会ったら挨あい拶さつをする。親切にされたら『ありがとう』と言う。そういう当たり前のことがちゃんとできるようになれば、自然と周囲に溶け込める……」

  「『ありがとう』ってなに？」

  「ありがとうは、感謝の気持ちを伝える言葉だよ」

  「『かんしゃ』ってなに？」

  「ええと……」

  　ミラはわからない単語があるとすぐさま僕に尋たずねてくる。こうしたコミュニケーションの積み重ねが、人間らしさを育はぐむのだ。

  「たとえば誰かに助けてもらったときや、良くしてもらったときはお礼の気持ちを込めて『ありがとう』と言うんだ。わかったかい？」

  「うん、わかった。……ありがとう」

  「よしよし」

  　物覚えのいい生徒の頭をなでなでしてあげると、ミラは幸せそうに目を細めた。その表情が可愛かわいくて、調子に乗った僕は、ミラの頭や顎あごや耳の裏をなでなでしまくる。ミラは気持ちよさそうに目を細めてされるがままに撫なで回される。くそ……こういうときのミラは、どうしてこんなに可愛いんだ……。

  「今まさに文ふみ哉やの変へん態たい行為を目撃したわ」

  　いつの間に近づいていたのか。茉まつ莉りがナイフのような眼差しで僕を見下していた。変態呼ばわりされた僕をかばうように、リョータが茉莉に反論する。

  「茉莉の言葉にうなずきたくはないが、さすがに今回は否定できない」

  　反論じゃなかった。

  　ええい、リョータは頼りにならない。こうなったら自分で自分を弁護する！

  「言っておくけど、ミラに変なことをしていたわけじゃないからね。僕はただ、ミラに常識の何たるかを教えていただけだよ」

  「女の子を撫で回すのが文哉の常識？　文哉は自分が変態という自覚もないのね。近づかないで。変態がうつるわ」

  　茉莉の毒どく舌ぜつに、僕が机に突つっ伏ぷして落ち込んでいると、ミラが僕の頭をなでなでしてくれた。ありがとう。ミラ。なんだか泣けてきたよ……。

  　それにしても茉莉は何をしに来たのだろう。まさか、僕を変態だと罵ののしるためだけに来たわけではあるまい。……などと思っていると、茉莉は何の前置きもなく、持ち前の単たん刀とう直ちよく入にゆうさで本題を切り出した。

  「あなたたち、私に隠し事をしているでしょう？」

  「ごふっ、げほげほ」

  　咳せき込む僕に代わり、リョータがすかさず反論する。

  「な、ななななに言ってるんだ。そ、そそそそそそんなわけないだろ」

  　反論になっていなかった。

  　はいはいリョータは黙ってて。僕が目で合図を送ると、リョータはピタリと黙り込んだ。とても不自然だ。

  　リョータって熱い思いで人を説得するのは得意だけど、嘘うそで人を騙だますのはとことん苦手なんだよね。しょうがない、嘘の苦手な友人に代わって、ここは僕の口くち八はつ丁ちようでなんとかごまかそう。

  「い、いやだなあ。隠し事なんて何もないよ。どうしてそんなことを思ったのさ」

  「しいて言うなら、勘かんよ。今日のあなたたちの……特に文ふみ哉やの態度は普段に輪をかけておかしいわ。朝からずっと落ち着きがないのはなぜ？　隠れてリョータと内緒話をしているのはどうして？　人に聞かれたらまずいことでもあるのかしら？」

  「それは勘ぐりすぎだよ。今日はミラの初登校でいろいろとやることがあったから、いつもと様子が違って当然だろ。ミラが心配で落ち着かない僕の気持ち、わかってほしいな」

  「それは、わからなくもないけど……」

  　僕の嘘（半分は本音）に納得しそうになった茉まつ莉りだけど、すぐに表情が険けわしくなった。そう簡単には騙されない。

  「どうしても秘密を話したくないようね」

  「話すも何も、茉莉に隠し事なんてしていないよ」

  「文哉がそういう態度を取るなら、こちらにも考えがあるわ。何を隠しているか必ず突き止めてみせるから、覚悟しておきなさい」

  　宣戦布告をした茉莉が、僕らに背を向けて立ち去ろうとする。ひとまずこの場は乗り切ったと安あん堵どする僕の前で、いきなりミラが去りゆく茉莉の手首を掴つかんだ。ミ、ミラ？　せっかくごまかしたのに、わざわざ茉莉を引き留めて何をする気？

  　僕が焦あせる中、ミラはじっと茉莉の顔を見つめ……にっこりと微笑ほほえんだ。

  「ありがとう」

  「は？　なによいきなり。あなたに感謝される覚えはないわ。変なこと言わないで」

  「まつりは、ミラを助けてくれた」

  　茉莉の手を握ったまま、ミラはまっすぐに相手の目を見つめる。

  「みんなに囲まれて困っていたとき。漢字を読めなくて困っていたとき。水着がなくて困っていたとき。いつもまつりが助けてくれた」

  　たぶん茉莉はあたりまえに行動していただけ。ミラに恩おんを売るつもりなどなかったはず。だけど、助けられたミラにしてみれば茉莉は紛まぎれもなく救いの女神だった。

  　だからミラは、女神に感謝する。

  「まつりがいてくれて、すごく嬉うれしい。ありがとう」

  　……不思議なこともあるものだ。茉莉が、他人に感謝されてみるみる顔を赤くしていった。茉莉の照れた顔なんて初めて見たよ。

  「ば、馬鹿じゃないの！　昼休みに学校を案内してあげるから覚悟しなさい！」

  　意味不明な負け惜しみを残して、茉まつ莉りはミラの手を振り切り、逃げるように立ち去った。

  　ミラのアホ毛が「？」の形になっていたので「照れてるんだよ」と僕はこっそり教えてあげた。

  

  　そして昼休み。昼食を食べ終えたミラのもとへ、宣言通りに茉莉がやって来た。

  「私が直じき々じきに学校を案内してあげるわ。せいぜい感謝することね」

  「かんしゃー」

  　嬉しそうにミラは茉莉と腕を組み、彼女に付き従って教室を出る。「意外な組み合わせだな」と思いつつ、僕とリョータもその後に続く。

  「……どうしてあなたたちまでついてくるの？」

  「え？　だって、僕はミラの保護者だから、そばにいてあげないと」

  　ミラは目を離すと何をしでかすかわからないから。とはさすがに言えないので、僕はもっともらしい建前でお茶を濁す。そんな保護者面づらした僕へ、茉莉は吐き捨てるように言った。

  「保護者が聞いて呆あきれるわ。ミラを虐ぎやく待たいしているくせに」

  「は!?　それはさすがに聞き捨てならないよ。僕がいつミラを虐待したって言うのさ」

  「しらばっくれても駄目よ。四時限目の自習のとき、ミラはずっと自分の頭を押さえていたじゃない。どうせ文ふみ哉やが頭を殴なぐったのでしょう。妹を殴るなんて最低ね」

  「茉莉の想像力には悪意を感じるよ。あれは違う。あれは、ええと……寝ね癖ぐせだよ！　ミラの前髪が寝癖で跳はねていたから、手で押さえて直していたんだ」

  「寝癖だなんて、そんな見え見えの嘘うそ……」

  　吐き捨てるように言いながら、茉莉はミラの頭を見た。アホ毛がぴょこんと跳ねていた。

  「……それだけじゃないわ。文哉はお昼にお弁当を食べていたくせに、ミラにはたい焼きしか与えなかったでしょう。私はちゃんと見ていたのよ。昼食にたい焼きしか食べさせないなんて、虐待以外の何ものでもないわ」

  「それは本人が『たい焼きがいい』って言うから、わざわざ家でたい焼きを作って持って来たんだ。自慢じゃないけどミラは一日三食、全部たい焼きだよ」

  「三食たい焼きなんてどう考えてもいじめじゃない。ミラも嫌いやなら嫌とはっきり言いなさい」

  「たい焼きがいい」

  　はっきり言われて茉莉は二の句が継げなくなった。

  　肩を怒らせた茉莉が先頭を切って歩き出す。ミラが後に続き、僕とリョータは顔を見合わせて苦にが笑わらいをしてから、二人を追いかけた。

  　率先して学校案内を申し出た茉莉だけど、どうやらこういう親切な行為は慣れていないらしい。黙々と歩いては「体育館よ」「保健室よ」「職員室よ」と最低限の説明しかせずに、次の目的地へ向かう。ミラは楽しんでいるようだから問題ないけど、それにしても……。

  「それにしても茉まつ莉りって愛あい想そがないよな」

  　僕の気持ちを代弁するように、リョータが禁句を口にした。前を歩いていた茉莉がギロリとリョータをにらみつける。ここまで平へい穏おん無ぶ事じに来たけれど、茉莉とリョータが一緒に居て何ごともなく終わるはずがない。

  「そういえば、リョータは『魔女を捕まえて魔法の存在を証明する』と豪語していたわね。その後どうなったのかしら？」

  　リョータへの嫌いやがらせのつもりなのか。何の脈みやく絡らくもなく茉莉が嫌味混じりに尋たずねてきた。

  「魔女」という単語に反応して、ミラのアホ毛がぴょこんと跳はねる。まずい。ミラがボロを出す前に、さっさとこの話題を終わらせなければ。僕はミラを背後へ押しやると、隣を歩くリョータに目配せをした。彼はうなずき、へらへらと笑いながら茉莉に釈明を始める。

  「それがいくら探しても魔女が見つからなくてさ！　茉莉の言う通り、魔女なんて存在しないのかもしれないな！　わはは！」

  「はあ？　魔女がいないなんてリョータの言葉とは思えないわ。いったい何を企たくらんでいるの？」

  　魔女オタクのリョータらしからぬ発言に茉莉が噛かみつく。魔女を肯こう定ていしたら文句を言うくせに、否定しても文句を言うんだな……。

  「べ、別に何も企んでなんか……」

  「私は隠し事をされるのが嫌いなの。私に何を隠しているのか、正直に話しなさい」

  「リョータらしくない」という理由だけで、僕たちが隠し事をしていると断定する茉莉。

  　デパートで僕を幼女誘ゆう拐かい犯に仕立て上げたときといい、僕がミラを虐待していると指摘した件といい、どうも茉莉は何かにつけて邪じや推すいしたがる悪あく癖へきがあるようだ。いつもは見当違いな推理ばかりのくせに、たまに核心を突くところがタチが悪い。

  「そ、そんなことより学校案内を続けようよ。ミラは、どこか行きたい場所はあるかい？」

  　これ以上、話題を広げさせるわけにはいかない。僕は半なかば強引に話を戻すと、背後にいるミラを振り返った。

  　……背後には誰もいなかった。

  

  「その子ならさっき見かけたわよ。中庭で猫のおなかを撫なで回していたわ」

  　リョータと茉莉と手分けして迷まい子ごのミラを捜さがしていた僕は、通りすがりの女子生徒から有力な手がかりを得て、頭を抱かかえた。

  　僕たちの後を歩いていたはずのミラが、いつの間にか行方ゆくえ不明になっていた。どうやらその原因は、猫を見かけたからのようだ。

  　僕は情報提供者の女子に謝辞を述べると、ミラが目撃された中庭に向かった。

  　ミラは、いた。二階の渡り廊下から中庭を見下ろすと、「ねこ～」と言いながらミラが黒い猫を追いかけているところだった。猫を捕まえたミラは「ここか～、ここがええのんか～」と満面の笑えみで猫のお腹なかを撫なで回す。

  　何やってんだ。半ば呆あきれながらミラを呼ぼうとすると、突然、窓の外から威圧するような男の声が聞こえてきた。

  「なんだ、そのだらしない服装は！」

  　驚いた僕が声のした校舎のほうを見ると、数学の鉢はち谷や先生が中庭に出て来て、つかつかとミラのもとへ歩み寄るところだった。

  　どうやら鉢谷先生は「服装がだらしない」「学校に猫を連れて来るな」などとミラに難なん癖くせをつけているようだ。高圧的な態度の鉢谷先生に、ミラはひどく怯おびえ、萎い縮しゆくしていた。

  　ひょっとすると鉢谷先生は、数学の時間に恥をかかされたことを根に持っているのかもしれない。先生はミラを脅おどかすことで憂うさ晴らしをしているように見えた。

  　ミラを怖がらせる鉢谷先生を見て、僕の胸に沸ふつ々ふつと怒りが湧わき上がる。

  　僕はミラのもとへ駆けつけようと階段へと急ぐが……。僕の到着より先に状況が変化した。

  　ミラに抱きかかえられていた黒猫が爪を立て、鉢谷先生の手をひっかいた。鉢谷先生がひるんだ隙すきに、ミラは先生の手をふりほどき、逃走した。猫、グッジョブ！

  　ミラが非常口から校内へと逃げ込む。鉢谷先生がその後を追う。僕は窓ガラス越しにミラの姿を捜さがすが、逃げ込んだはずの廊下にミラの姿は見あたらない。見えるのは、ミラを捜して廊下を走る鉢谷先生だけだ。

  　ひょっとしたら、どこかに身を隠しているのかもしれない。そう思いながら目を凝こらすと、鉢谷先生が通り過ぎた女子トイレから、こそこそと出てくるミラの姿が遠目に見えた。

  　きっと鉢谷先生に対抗するための武器なのだろう。ミラは両手でしっかりと、トイレの詰まりを取るスッポン棒を握りしめていた。へっぴり腰でスッポン棒を構えるミラは、戦う気まんまんだ。

  「おーい！　ミラ！」

  　僕は窓を開け、離れた場所にある女子トイレへと手を振る。僕に気づいたミラが、歓喜の笑顔でスッポン棒をぶんぶんと振ってみせた。

  「そこで待ってろ！　すぐに行くから！」

  　その場所から動かないようにと声をかけたけど、たぶん僕の声は届いていない。その証しよう拠こに、ミラはどうにかして僕のもとへ行こうと落ち着きなく周囲を見回し始めた。まずいな。ミラのことだから、下へ手たに動いたらまた迷子になりかねない。僕は窓から身を乗り出すと、その場から動かないようにと身振り手振りで訴うつたえた。

  　窓から身を乗り出して手を振る僕に、ミラはいつになく真剣な顔でうなずいた。ちょっと待った。なんでうなずいてるの？　何をする気なの？

  　心配する僕が見ている前で、ミラは持っていたスッポン棒にまたがった。もしやあの体勢は……スッポン棒をほうき代わりにして、僕のところまで一直線に飛ぶつもりだ！

  　ロケットほうきによって破壊された我が家を思い出し、僕の顔から血の気が引いていく。まずい、このままではトイレのスッポン棒によって学校が破壊されてしまう！

  「やめろ、ミラ！　何もするな！　そこでじっとしていろ！」

  　ミラの暴ぼう挙きよを阻そ止ししようと、僕は両手を振り回す。窓から身を乗り出して手を振る僕に、ミラは真顔のまま力強くうなずいた。駄だ目めだ！　絶対伝わってない！

  　ミラが廊下の真ん中で目を閉じる。スッポン棒を股またに挟はさんで精神集中するミラに、廊下を歩いていた生徒たちが注目して立ち止まる。大変だ。ロケットほうきが野次馬に直撃でもしたら、怪け我がどころじゃすまないぞ。

  　焦あせる僕だが、一足遅かった。魔女の集中力が最高潮にまで高まった、次の瞬間！　ミラの瞳がカッと見開き、スッポン棒にまたがったミラは思い切り地面を蹴けった！

  　ぴょん。

  　ミラはその場でジャンプして、その場に着地した。

  　……一ミリも前に進んでいなかった。

  「……」

  　ぴょん。

  　ミラはその場でジャンプして、その場に着地した。

  　……一ミリも前に進んでいなかった。

  「……」

  　ぴょん。ぴょん。ぴょん。

  　女子トイレの前で、小学生ぐらいの女の子が、トイレのスッポン棒にまたがってぴょんぴょん飛び跳はねている。とても微笑ほほえましい光景だった。

  　十回ほどジャンプを繰り返したミラは、「はあはあ」と肩で息をしてから、手に持っていたスッポン棒を床に叩たたきつけた。

  　うん、まあ、そうだよね。ほうきを使っても飛べないのに、スッポン棒で上う手まくいくはずないよね。

  　こうして我が校最大の危機は去った。何もしていないのに心底疲れ切った僕は、足腰がふらふらになりながらもミラのもとへと向かう。ふと窓を見ると、ミラが女子トイレから水拭ふき用のモップを持ち出しているのが見えた。おいおい、今度はほうきの代わりにモップで再挑戦か？　あきらめ悪すぎるよ！　万が一のことを考えて、僕は一刻も早くミラと合流するべく歩みを早めた。

  　しかし、ミラがモップにまたがることはなかった。

  　窓を見ながら歩いていた僕は、どこからともなく現れた鉢はち谷や先生がミラを押さえつける場面を目撃した。いたくご立腹の鉢谷先生は、モップを取り上げ、ミラの腕を掴つかんで怒鳴り散らしている。ミラの怯おびえきった表情が遠目にもはっきりとわかった。

  　ミラに何をするんだ！　怖がってるじゃないか!!

  　一方的にミラを叱しかりつける鉢はち谷や先生を見て、さすがの僕も怒りで我われを失いそうになる。僕は廊下を蹴けって全力で駆け出し……。しかし、僕の足はすぐに止まった。

  　窓の向こうで、鉢谷先生がいきなり倒れた。まるで糸の切れた人形のような、電池の切れたロボットのような、不自然な倒れ方だった。

  　先生だけじゃない。ミラの周囲に集まっていた野や次じ馬うまたちも次々と倒れていく。

  　それは死し屍し累るい々るいとでも表現すればいいのか。僕が現場に駆けつけたとき、幾いく人にんもの生徒が折り重なるようにして廊下に倒れていた。手足を投げ出して横たわる生徒たちの真ん中に、幼い女の子がぽつんと立っている。

  　一人残されたミラは、死屍累々のまっただ中で、声をあげて泣いていた。

  

  「きっと魔力の暴走だな。感情が爆発したことで、ミラは一時的に魔力が制御できなくなったんだ。倒れた人たちはミラの魔力にあてられたんだよ」

  　急病人で満杯になった保健室の前で、僕は合流したリョータから説明を受ける。人目を避さけ、小声で話すリョータの解説はにわかには信じられないけど、この状況を見せつけられては信じるしかなさそうだ。

  　魔女オタクのリョータが言うには、強すぎる魔力は人間にとって毒であるらしい。魔女は無意識に魔力を制御しているが、今回は恐怖心からたがが外れてしまったということか。

  「だけど、ミラが泣いている現場に僕も駆けつけたけど、僕の体はなんともなかったよ」

  「慣れの問題だろ。文ふみ哉やはいつもミラのそばにいるからな。ミラの魔力に対して耐性がついたとしてもおかしくはない」

  　だから、僕だけは泣いているミラのそばにいられたのか……。

  　校内で起こった集団昏こん倒とう事件は、僕がミラを落ち着かせたことで収束した。ミラが泣きやむと、倒れていた人たちはすぐに目を覚ましたのだ。念のため保健室で順番に診察を受けているが、今のところは誰も体に異常はなさそうだった。

  　実害がなかったことに安あん堵どしたものの、問題はまだ残っている。現場にいた全員が気を失ったため、実質的な目撃者は僕一人なのだ。今回の事件をどう説明するかは、僕の証言にかかっていた。ミラが魔女であることを隠し通すためにも、僕は誰もが信じるようなもっともらしい事故原因をねつ造しなければならない。

  　たくさんの人が一いつ斉せいに気絶するもっともらしい理由……。「太陽フレアの影響で強力な電でん磁じ波はが廊下に照射された」とか。「この廊下にいた人だけ集団食中毒を発症した」とか。あるいは「廊下に謎なぞの生物兵器がばらまかれた」とか。

  　……駄だ目めだ。全然頭が回らない。もっと現実に起こりそうな理由じゃないといけないのに、ろくな考えが思いつかないよ。

  　僕がない知恵を絞っていると、遅ればせながら騒ぎを聞きつけた茉まつ莉りが、保健室に駆けつけて来た。

  「廊下でたくさんの人が気絶していたそうね。いったい何があったの？」

  　事件の概がい要ようしか知らない茉莉が、当事者の僕に仔し細さいを尋たずねる。丁ちよう度どいい。僕のねつ造した事故原因が通用するかどうか、茉莉相手に試してみよう。

  　事件の原因にふさわしい条件は「その場にいた全員が気絶するもの」……。

  「ミラのおならがくさすぎて、その場にいた全員が気絶したらしいんだ」

  「文ふみ哉やって最低だな」

  　リョータにダメ出しされるなんて、地味にショックだ！

  　質問してきた茉莉も、蔑さげすむような眼まな差ざしで僕をにらみつけている。痛い。視線が痛い。

  「私は真ま面じ目めに聞いているのよ。冗じよう談だんはやめてきちんと答えてほしいわね」

  「僕は真面目に答えているつもりだけど……」

  　僕の眉み間けんに茉莉のチョップが突き刺さった。悶もん絶ぜつする僕を茉莉はさらなる侮ぶ蔑べつの眼差しでにらみつける。

  「こんなこと真剣に話すのも馬鹿らしいけど、おならで人が気絶するわけないでしょう。そんなに臭くさかったら、ミラはおならをする度たびに気絶していることになるじゃない」

  「そ、それは、ほら、人のうん●はくさくても自分のうん●はそれほど臭におわないだろ。人は自分のくささには気づかない生き物なんだよ！」

  「文哉って最低ね」

  　茉莉にもダメ出しされてしまった。僕はもう、どうしたらいいのやら……。

  

  　結局、事件はガス漏もれ事故が原因ということで落ち着いた。もちろんおならではなく、校内を通っている配管からガスが漏れ出たという意味だ。

  　その後、警察と消防がガス漏れの原因を調査するために校内で現場検証を行おこなうことになり、幸か不幸か午後の授業はすべて休講になった。かくしてミラの長い長い登校初日は無事（？）に終了したわけだけど……。

  「疲れたよ……」

  　ようやく帰宅を果たした僕は、着替えることも忘れてリビングのソファに倒れ込む。

  　登校初日からこの調子では、今後が思いやられて仕方ない。魔女だとばれるのが先か、僕が過労死するのが先か、そんな様相だ。

  　やっぱり魔女を匿かくまうなんて無理があったのかな……。

  　疲れているせいか、僕はいつになく弱気なことを考えてしまう。

  　これ以上、ミラを家に置いておくのは無理じゃないのか。いっそ国の魔女保護機関に引き渡した方が、ミラにとって幸せではないのか。そこまで考えて、僕は慌あわてて首を振る。

  　人間に捕獲された魔女が幸せになれるとは思えない。娘と引き離されたまま、どことも知れない場所に閉じ込められて、ついに死んだ最後の魔女がいい例だ。……でも、保護機関に預けるのが駄だ目めなら、どこへ行けばミラは幸せになれるのだろう。

  　こんなとき父さんが居てくれたらなあ。父さんが魔女の楽園を見つけ出してくれたら、ミラを仲間たちのもとへ帰してあげられるのに。魔女の楽園なら、ミラも幸せに暮らせるはずなのに……。

  「ふみや、大丈夫？」

  　ソファに倒れたまま動かない僕を心配したのか、ミラは鼻がぶつかりそうなほど間近まで顔を近づけてきた。

  　間近で見るミラの瞳には、一点の曇くもりも見られない。吸い込まれそうなほど透すき通った目を見れば、ミラが本心から僕を心配してくれていることがよくわかる。

  　自分だって怖い目にあったはずなのに、そんなことも忘れて僕の心配をするなんて。ひとり勝手にへこたれていた自分を僕は少し恥ずかしく思った。

  「僕は大丈夫だよ。ミラは、初めての学校はどうだった？」

  　努めて明るく尋たずねると、ミラは笑顔でうなずいた。

  「すごく楽しかった！」

  「そっか。それは良かった」

  　僕が頭を撫なでてやるとミラも安心したようだ。彼女は僕の枕まくら元に座り、テレビのリモコンを手に取った。日本語の勉強のためにニュース番組を見るのはミラの日課だ。

  　ミラから元気を分けてもらった僕は、ソファから起き上がり、ミラの隣に座り直す。テレビでは若手の女子アナウンサーが、明めい瞭りような日本語でニュース原稿を読み上げていた。

  『ヒマラヤ山中で行方ゆくえ不明になっていた日本人・柏かしわ崎ざき文ふみ彦ひこさんは、懸けん命めいの捜索活動にもかかわらずいまだ行方がわかっていません。捜索開始から一週間が過ぎた今日、捜索の打ち切りが正式に決まり……』

  　それは、みんなが父さんの救助を諦あきらめたという知らせだった。

  「父さんの捜索が、打ち切られた……」

  　思わず、言葉が僕の口をついて出た。

  　ミラが画面に映った顔写真を見つめ、それから僕の顔を見て、再度画面に視線を戻した。それだけで、ミラは写真の人物が僕の父さんだと理解したようだ。ミラは真剣な面おも持もちで僕に尋ねた。

  「ふみやのおとうさん、なにやらかした？」

  　どうやらミラの中では「テレビに写真が映るのは犯罪者」という認識らしい。

  「違うよ。何かしたわけじゃないよ。このニュースはね、僕の父さんが山で遭そう難なんしたことを伝えているんだ。遭そう難なんっていうのは、道に迷って帰れなくなることだよ」

  「帰れない？」

  　僕に同情したのか、ミラのアホ毛が急速に萎しおれていく。

  「おとうさんが帰れない。ふみや、悲しい？」

  「悲しくないよ」

  　今までもずっと一人だったから、今さら父さんがいなくなっても僕の日常は変わらない。

  　もしも心残りがあるとすれば、それは父さんにミラを紹介できなかったことだけだ。魔女を捜さがして世界を旅する父さんに「魔女はすぐ近くにいたんだよ」と嫌いや味みの一つも言ってやりたかったのに。

  「おとうさんとは、二度とあえないの？」

  「そうだね。たぶん二度と会えないと思う」

  「ふみやは、お父さんのこと好き？」

  「好きじゃないよ。全然好きじゃない」

  　はっきりと答えたつもりだったのに、どうしてだろう。僕の声は微かすかに震ふるえていた。

  「好きなはずないだろ。息子の僕を置き去りにして一人で世界を旅するような人だよ。そんなの自分勝手すぎるだろ？　僕がどんな思いで父さんの帰りを待っているか知りもしないで。僕がひとりぼっちでも平気だと勝手に思い込んで……」

  　僕はどうしてこんなことをミラにしゃべっているのかな。そう思うけど、あふれ出る言葉を止められない。

  「父さんのせいで僕はひとりぼっちになったんだ。それなのに父さんは勝手に家を出て、勝手に行方ゆくえ不明になって、そんな父さんを好きなわけが……」

  「ふみや」

  　ミラが僕を抱きしめる。僕はミラの胸に顔を埋うずめる。

  「ふみやはひとりぼっちじゃない。わたしがいるよ。わたしが、そばにいるよ」

  　ミラが優しく僕の頭を撫なでる。ミラに慰なぐさめられるだけでも恥ずかしいのに、抱きしめて頭まで撫でられるなんて恥ずかしさの三乗だ！　だけど、そう思いながら、僕はなぜかミラを突き放す気になれなかった。

  　ひょっとしたら、僕は自分で思っていた以上に、父さんの遭難事故がショックだったのかな？　だから、こんなふうに誰かに慰めて欲しかったのかな？

  　ミラの胸に顔を埋めながら、僕はようやく父さんを──家族を失って悲しいと思っている自分を自覚する。ああ、そうか。どうやら僕は、夢追い人な父さんのことが結構好きだったらしい。

  　ひとりぼっちだったら、そんなふうには思えなかったかもしれない。ミラがそばにいてくれたから、ひとりぼっちじゃなかったから、僕は自分の素直な気持ちに気づくことができた。

  「父さん……」

  　声を震ふるわせながら、僕はミラの小さな体を抱きしめる。

  　僕は、ミラが僕のところへ来てくれたことに初めて感謝した。

  

  　いつの間にか眠っていたらしい。

  　ソファで目覚めたとき、テレビは消えていて、リビングには僕一人しかいなかった。

  　寝起きでぼうっとしながら、僕は誰もいない室内を見渡す。……なぜだろう。見慣れた部屋なのに、なんだかとても空くう虚きよに思える。ぽっかりと穴が開いたような物足りなさを感じる。

  　そもそも僕は、どうしてソファで居眠りなんてしていたのだろう。寝ぼけ頭で記憶をさかのぼった僕は、頭を撫なでてくれた小さな手と、抱かれた胸の温ぬくもりを思い出した。……そうだ。この家に居るのは僕だけじゃない。僕の新しい家族が……ミラがどこかにいるはずだ。

  「……ミラ？」

  　ぼうっとしたまま、僕は日が沈み暗くなった室内を見回す。だけど、どこにもミラの姿は見あたらない。

  「たい焼きでも食べてるのかな？」

  　そう思った僕は、リビングを出てキッチンを覗のぞいた。だけど、キッチンには誰もいなかった。

  「……ベッドで寝てるのかな？」

  　寝室に向かった僕は、そこで無人のベッドを見た。寝室には誰もいなかった。

  　──ミラがいない。

  　その事実が、じわじわと僕の胸に染しみ込んでくる。僕の頭が急速に覚かく醒せいしていく。

  「ミラ、どこだ」

  　廊下に出た僕は、声を荒らげながら家中を捜さがし回った。トイレをノックして、風呂場を覗いて、半壊した二階を調べて、押し入れや天井裏まで確認して……。廊下を往復する度たびにミラを呼ぶ声は大きくなっていくのに、どこからも返事は聞こえてこない。

  　どういうことだ。こんなに捜しても見つからないなんて、まさかミラは家にはいないのか？　もしかして一人で外に出たのか？

  　ミラ!!　一人で外に行くなと言っておいたはずなのに！　僕は出て行ったミラを追いかけるべく玄関に急ぎ、靴くつを履はこうとして、焦あせって上う手まく履けなくて、もどかしい自分に腹を立てる。早く！　早く外に出てミラを追いかけないと！

  「うりゃー」

  　……どこからか、能天気なかけ声が聞こえてきた。

  　僕は履きかけの靴を放り投げ、大おお慌あわてでリビングへと引き返す。リビングに飛び込み、庭へと続く大窓に駆け寄ると、ペットボトル相手に両手を突き出すミラの勇姿が目に入った。「うりゃー」とミラが、間まの抜けた声で気合いを込めている。

  「……なんだ。庭で、魔法の練習をしていたのか……」

  　へなへなとその場に座り込んだ僕は、安心したのと疲れ切ったのとで、なぜだか笑いが込み上げてきた。

  「ミラがいないだけでこんなにうろたえるなんて、僕もどうかしてるな」

  　僕は笑いながら、窓の外で唸うなっているミラを温かく見守る。僕はミラの保護者だったはずなのに、これじゃあどっちが依い存そんしてるんだかわからないな。

  　いつの間にか、ミラがそばにいるのが当たり前になっていたことに、改めて気づかされる。

  　日々、魔法の練習を欠かさないミラ。頑張る彼女のために、美お味いしいたい焼きでも作ってやるか。ついついそんなことを思ってしまう僕は、親馬鹿ならぬ飼い主馬鹿なのかもしれない。

  　でも、それが全然嫌いやじゃないんだから困ったものだ。

  　パリン。

  　不意に、ガラスの割れる音が聞こえてきた。何だろうと思いながら、僕は廊下を振り返る。どうやら音は寝室から聞こえてきたようだ。僕は立ち上がり、魔法特訓中のミラを庭に残したまま廊下に出た。

  　……今日という長い長い一日は、まだ、終わっていなかった。

  

  　寝室の扉を開けると、制服姿の茉まつ莉りが立っていた。

  　部屋の窓ガラスを割って、そこから手を入れて鍵かぎを開けたらしい。施せ錠じようしておいたはずの窓は開かれ、茉莉は土足のまま部屋に上がり込んでいた。僕は状況が呑のみ込めず、しばし茉莉と見つめ合う。

  「……茉莉？　なにやってるの？」

  　僕が質問すると、茉莉はびくっと肩を震ふるわせ、微かすかに顔を赤くしてから……やおら胸を張り、腰に手を当てて偉そうに答えた。

  「見てわからないのかしら。私は不法侵入をしているのよ」

  「開き直ったね……。言っておくけどウチに金目の物はないからね」

  「貧乏人の家に泥どろ棒ぼうに入るほど金に困ってはいないわ。私はただ……」

  　そこまで言って茉莉は口ごもった。茉莉は身勝手でわがままで尊大だけど、理由もなく他人の家に忍び込むようなやつじゃない。何か目的があって不法侵入したんだろうけど、それが何なのか……。

  　そういえば、自習時間に「あなたたちは私に隠し事をしている」と茉莉が突っかかってきたことがあった。あのとき、「何を隠しているのか必ず突き止めてみせる」と宣言されたけど、まさか……。

  「僕が何を隠しているか探るために、家に忍び込もうとしたの？」

  　追及された茉莉が目をそらす。どうやら図星のようだ。理由のくだらなさと茉莉の無む駄だな行動力に、僕はため息をついた。

  「そんなことのために窓を割って家に忍び込んだの？」

  「そんなこと？　文ふみ哉やにとってはくだらないことでも、私にはそうじゃないわ。私は隠し事をされるのが大嫌いなの。耐えられないの」

  　茉まつ莉りが、鋭い目つきで僕をにらみつける。

  「……いいわ、こうなったらまどろっこしいことはやめて直接問い質ただしてあげる。文哉は、魔女について何か隠しているわね！」

  「は!?　え、な、なんで？」

  　いきなり核心を突かれた僕は、あからさまにうろたえてしまった。茉莉は勝ち誇った笑みを浮かべると、ポケットから一枚の紙片を取り出す。それは……名刺？

  「文哉が帰った後、学校に魔女保護機関の職員が訪ねて来たのよ。七なな篠しのさんって人なんだけど、校内で起こった集団失神事件を熱心に調べていたわ」

  　茉莉が持っている名刺は、国が運営する魔女保護機関の職員のものらしい。学校で事件が起こったのはほんの数時間前なのに。こんなに早く魔女の存在を察知されるとは。恐るべし国家機関。

  「七篠さんと話していて私は思い出したわ。そういえば、魔女の話をしたときのリョータの様子が変だった。……あなたたちは私に何か隠しているわね。ひょっとして、魔女騒ぎを起こしたのはあなたたちじゃ……」

  「そ、それは考えすぎだよ。と、とにかく、茉莉がしているのはれっきとした不法侵入だから、早く出て行ってくれないか」

  「どうやら私がここにいると迷惑なようね。……いいわ。そんなに迷惑ならここに居い座すわってあげる！　帰って欲しければ、正直に秘密を打ち明けることね！」

  「開き直ったうえに斬ざん新しんな脅きよう迫はくだ！」

  　僕が茉莉の扱いに頭を悩ませていると、完全に開き直った侵入者は靴くつを脱ぎ、それをきちんと揃えて手に持ってから、威張るように胸を張った。

  「しゃべる気がないのなら、勝手に調べさせてもらうわ」

  「ちょっと待った！　さも当然のような顔で家や捜さがしするのは……」

  「邪じや魔まよ。どきなさい」

  　不法侵入しているくせにやたら横おう柄へいな態度で、茉莉は立ち塞ふさがる僕の体を押しのける。押しに弱い僕はなすがまま、されるがままだ。

  　土足じゃないのは最後の良心なのか、茉莉は靴くつを持ったままリビングに乗り込み、庭でペットボトル相手に唸うなっているミラを目撃した。

  「ミラは庭で何をしているのかしら？」

  　いきなりの核心を突いた質問に、僕は慌あわてふためく。まさか「あれは魔法の練習だよ」と答えるわけにもいかず、僕は必死にいいわけを考えた。

  「あ、あれは……猫よけだよ！　最近、庭が猫に荒らされて困っていたんだ。そうしたらミラが『ペットボトルで猫を追い払う』と言い出してさ」

  「ペットボトルに向かって何か念じているようだけど」

  「あ、あれは……呪のろい？　そう、ペットボトルに猫よけの呪いをかけているんだ。ミラのいた国は、国民なら誰でもおまじないが使える、世界有数のおまじない大国なんだよ！」

  「前から聞きたかったんだけど、ミラが生まれ育った国ってどこなの？」

  「国？　それは、お……お……オソロシア？」

  「それってどんなロシアよ」

  　言えば言うほど茉まつ莉りの疑ぎ惑わくが深まっていく。辛つらいよ。いいわけするのがこんなに辛いのは生まれて初めてだよ。

  　ミラが魔女だとばれないように、僕は針のむしろ状態になりながら必死の弁明を繰り返す。

  　ちらりと窓の外を見ると、疑惑の目を向けられているミラが、物置から竹ぼうきを持ち出していた。ちょっと待った！　そのほうきで何する気!?

  　僕の不安をよそに、ミラは庭の真ん中でほうきにまたがった。

  「あれは何をしているの？」

  「あ、あれは、その……」

  　まずい。非常にまずい。ほうきに乗っている姿なんて魔女そのものじゃないか。どうやっていいわけすればいいんだ。僕がいいわけに苦慮している間も、ミラはぎゅっと目を閉じて精神集中を行おこない、やがてほうきの周囲で空気が渦うずを巻き始めた。

  　空気の流れが徐々に速くなっていく。ミラのスカートが風ではためき、綿わた毛げのように柔やわらかな金髪がふわりと浮き上がり、そして……。

  「……え？」

  　茉莉がつぶやき、その手から靴くつがぽとりと落ちた。

  　ほうきにまたがったミラは、スカートを風になびかせながら、ゆっくりと宙に浮き上がった。僕と茉莉が唖然としながら見守る中、ほうきに乗ったミラが地上一メートルほどの高さで静止する。

  　最悪のタイミングで、ミラは魔法のほうきでの初飛行に成功した。

  「あ、あの、あの、えっと……」

  　空飛ぶミラを前にしながら、僕はどうにかして「ほうきに乗って空を飛んでるけど魔女じゃないんだよ」という風に話を持って行こうと知恵を絞る。知恵を……知恵……。

  　無理だー。

  「……やっとわかったわ。そういうことだったのね」

  　僕がいいわけを思いつくより早く、茉莉が得とく心しんした面おも持もちでうなずいた。そりゃそうだよね。この状況を見せつけられたら、魔法懐かい疑ぎ派の茉まつ莉りだって認めざるを得ないよね。うつむき奥歯を噛かみしめる僕に、茉莉は確信を込めた口調で言い放つ。

  「私を土ど下げ座ざさせるためにここまでやるなんて、文ふみ哉やを見み損そこなったわ！」

  「………………え？」

  「確かに私は『魔法が実在していたら土下座でもなんでもする』と約束したわ。だけど、まさかミラをニセの魔女を仕立て上げてまで私に屈くつ辱じよくを与えようとするなんて！」

  　……そういえば、すっかり忘れていたけど、茉莉には見当違いな推理をする悪あく癖へきがあったね。

  「そうよ。そう考えれば今までの不自然な態度もすべて説明がつくわ。魔女の話をしたときにリョータがとぼけたのは、裏で私を騙だます準備を進めていたからなのね。ミラの突とつ飛ぴな行動も、魔女保護機関の人が学校に現れたのも、すべては魔女の存在を信じ込ませるための罠わなだったんだわ！」

  　現実主義者の茉莉は、魔法などというオカルトな存在をどうあっても認めたくないらしい。初志貫徹と言うけれど、動かぬ証しよう拠こを見せつけられても徹底して魔法を否定し続ける姿勢は、感心を通り越して感かん銘めいすら覚える。

  「で、でもさ、ミラはほうきで空を飛んで……」

  「あんなものトリックに決まっているわ！」

  　断言された。

  　魔法の存在を認めたくない茉莉は、靴くつも履はかずに庭へと降りると、ほうきで宙に浮いているミラの周囲をくまなく調べ始めた。

  「必ずどこかに仕掛けがあるはずよ。私はこんなトリックには騙されないわ」

  　しゃがみ込んだ茉莉は、ほうきに顔を近づけて釣り糸がないかと凝ぎよう視しする。ほうきの先端を両手で掴つかんで動かしたりするものだから、バランスを取るミラは集中力を維持するのが大変そうだ。

  　そういえば、以前ミラがほうきに挑戦したときは、バランスを崩してほうきから落下した後、ロケットほうきが家の二階を木こっ端ぱ微み塵じんに……。

  「ま、茉莉？　危ないから、ほうきから離れた方がいいよ」

  「そうやってトリックが見破られるのを阻そ止しするつもりね。その手には乗らないわ」

  　僕の忠告を無視して茉莉はほうきを前後左右に動かす。ほうきに乗っているミラは、勝手にほうきを動かされて「あわあわ」と言いながら目を白黒させている。力ずくで茉莉を止めるべきか迷ったのも束つかの間ま。僕の見ている前で、ミラの体がぐらりと大きく傾いた。

  「茉莉、離れて！」

  　慌あわてて叫ぶが、間に合わない。僕の声に驚いた茉莉がこちらを見た瞬間、ミラがほうきから転落。直後、先端を握りしめた茉莉もろとも、ロケットほうきは発射された。

  「えええええええ!?」

  　どーん！

  　悲鳴を上げながら、茉まつ莉りはロケットほうきごと吹っ飛び、物置に突っ込んだ。がらがらと音を立てて物置が崩れていく……。

  

  　魔法の力がほうきを守っていたのか。ほうきにしがみついていた茉莉は、奇跡的に無傷だった。物置に突っ込んだまま目を回して気絶していたけど、とにかく体は怪け我がひとつしていなかった。

  　良かった。本当に良かった。

  　茉莉が無事だったことにほっとした僕は、気を失っている彼女を寝室まで運び、ベッドに横たわらせた。とりあえず茉莉の目が覚めるまで、このままそっとしておこう。茉莉の枕まくら元に腰掛け、彼女の寝顔を眺めながら僕は考える。

  　……さて、これからどうしよう。

  　こうなった以上、茉莉にはすべてを打ち明けるべきか。それともあくまで「あれは魔法じゃない」としらを切り通すべきか。現実主義者の茉莉に魔法の存在を納得させるのは難題だけど、これから先ずっと茉莉を騙だまし続けるのは同じくらい無理難題だ。僕はどうしたらいいのやら。

  「ふみや」
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  　僕が思い悩んでいると、いつの間に部屋に入っていたのか、顔を伏せたミラが僕の前に立った。アホ毛を萎しおれさせたミラが、もじもじと言いづらそうにしながら尋たずねてくる。

  「まつり、だいじょうぶ？」

  　茉まつ莉りがロケットほうきごと吹っ飛んだことに責任を感じているのかな？　目に見えて落ち込んでいるミラの頭に、僕は優しく手を乗せた。

  「茉莉は大丈夫だよ。ここは僕に任せて、ミラは向こうでテレビでも見てきたら？」

  　僕の提案に、ミラは大きく首を振る。そのままミラはベッド脇に座り込むと、いつ意識が戻るかもわからない茉莉の傍かたわらにぴったりと張り付いた。どうやら茉莉の目が覚めるまで、この場から動く気はなさそうだ。

  　仕方がない。僕はミラを追い出すのを諦あきらめると、彼女と一緒に茉莉の看病をすることにした。

  　寝室にはベッドで眠る茉莉と、枕元で茉莉を見守るミラと、そんな二人を見守る僕がいる。割れた窓ガラスはガムテープで補強され、僕の手には『七なな篠しの』と書かれた名刺が握られ、壁には恐怖の竹ぼうきが立てかけてあった。

  　それにしても、つくづく思う。ミラのロケットほうきは凶器だ。

  　家を壊し、物置を壊し、茉莉の体まで破壊しかけた。それなのに、何度注意してもミラはほうきに乗ることをやめようとしない。ここまで強情に逆らうのは、ミラにしては珍しいことだ。

  「ミラはどうしてそんなにほうきに乗りたがるの？」

  　僕のつぶやきに、ミラはアホ毛を左右にくねらせながら、思いを伝えようと一字一句丁てい寧ねいに発声した。

  「空を飛ぶのは、きもちいい。空から見る景色は、すごくきれい」

  　空から見た景色が綺き麗れいだから、ほうきに乗って空を飛びたい。それがミラの主張。

  　その答えに僕は違和感を覚えた。ミラはほうきに乗れないのに、どうしてほうきから見た景色が綺麗だと知っているの？　ほうきに乗ったことのないミラが、空から見る景色にこだわるのは不自然じゃないか？

  「おかあさんが、ほうき、上じよう手ずだった」

  　むかしを思い出すようにミラは天井を見上げる。

  「おかあさんは、ほうきで空を飛ぶのが、上手だった。おかあさんのほうきに乗って見た景色は、すごくきれいだった。あの景色は、私の宝物」

  　なるほど。母親との思い出の景色をもう一度見たくて、ミラは空飛ぶほうきに挑戦し続けるのか。ミラはお母さんのことが本当に好きなんだね。

  　……だけど、やっぱりほうきで空を飛ぶのは危険だ。

  　人を傷つけるかもしれない。人に見られたら魔女だとばれるかもしれない。そんな危険を僕は見過ごすわけにはいかない。

  　ミラの安全のためにも、ここはきつく言っておかないと。

  「ミラにとって魔法のほうきが特別なのはわかった。だけど、無理してほうきに乗らなくてもいいんじゃないかな。ミラはミラにできることをやればいいんだよ」

  　僕は優しく諭さとしたつもりなのに、なぜだかミラはアホ毛を「しゅん」と萎しおれさせてしまった。

  「わたし……ほうきでふみやに……」

  　ぼそぼそとミラが何かつぶやきかけたところで、茉まつ莉りの口からうめき声が漏もれた。僕とミラはすぐさまベッドの上に身を乗り出す。気絶していた茉莉の目が、ゆっくりと開いていく。

  「う……。ここはど、ぐわ」

  　最後まで言い切らないうちに、ミラが茉莉に抱きついた。茉莉が無事だとわかって嬉うれしかったんだね。

  　アホ毛をぐるぐる回しながらしがみつくミラのオーバーアクションに、茉莉は、

  「暑苦しい！」

  　怒鳴りながら、ミラの体を強引に引っぺがした。歓喜の笑顔で抱きつこうとするミラと、それを憤ふん怒ぬの形ぎよう相そうで押し返す茉莉。一進一退の攻防が、なんとなく微笑ほほえましい。

  「あんまりミラをいじめないでくれよ。茉莉のことをすごく心配していたんだから」

  「心配してくれなんて頼んでないわ」

  　この減らず口は間違いなく茉莉だ。高たか飛び車しや高慢女の完全復活だ。良かった。

  　どうにかミラを引きはがした茉莉は、右手でミラの頭を押さえつけながら、もう片方の手で自分の頭を抱かかえた。

  　気絶する直前の記憶が甦よみがえったのか、茉莉はまじまじとミラを見つめる。

  　茉莉に頭を押さえつけられているミラは、それでも茉莉に抱きつこうとしてじたばたと手を動かしていた。

  「信じられない……本物の、魔女なのね」

  　じたばたもがくミラを見ながら、茉莉がぽつりとつぶやいた。

  　ついにばれた。こうなったら覚悟を決めるしかない。いいわけはやめて誠せい心しん誠せい意い訴うつたえるんだ。僕は立ち上がると、茉莉の前で深々と頭を下げた。

  「騙だましていてごめん！　ミラは、本当は魔女なんだ」

  「……」

  「だけど、わかって欲しいんだ。僕はミラを守りたかっただけで、茉莉を騙すつもりは」

  「文ふみ哉や」

  　冷たい声で茉莉が僕の名を呼んだ。顔を上げた僕の前に、茉莉が掌てのひらを差し出す。ちなみにじたばたもがき疲れたミラは、アホ毛をふにゃふにゃにしながらベッドの上でぐったりしている。

  「文哉が手に持ってるのは、私がもらった名刺よね」

  　茉莉が「名刺を返せ」と暗に要求する。僕は、茉莉がもらったという魔女保護機関職員の名刺を握りしめた。

  「……名刺を取り戻して何をする気？」

  「決まってるでしょ。魔女保護機関に連絡して、ミラを保護してもらうのよ」

  「ちょ、ちょっと待った。本気で言ってるわけじゃないよね。そんなことしたら、ミラは連れて行かれるんだよ？」

  「私は本気よ。魔女は絶滅危き惧ぐ種なんだから、保護するのは当然じゃない」

  「それは、そうかもしれないけど……」

  「魔女は絶滅危惧種よ。素しろう人とが飼っていい生き物じゃないわ。然しかるべきところに連絡して専門家の指示を仰ぐべきよ。そんなこと子供にだってわかる理屈だわ」

  　筋金入りの現実主義者らしい茉まつ莉りの正論に、僕は言い返す言葉が出てこない。

  「それに、こんな生活は長くは続かないわ。ちょっと騒ぎを起こしただけで魔女保護機関の人間が学校まで来たのよ。隠し通せるはずがない。いつかはばれるに決まってる。そうなったら、大人たちは力ずくで魔女を奪うに決まってるわ」

  　一息にまくしたてた茉莉が、ベッドに埋うもれるミラを見る。

  「……そのとき、辛つらい思いをするのはミラなのよ」

  　無理矢理引き裂さかれるくらいなら、情が深くなる前に自分の意思で別れた方がいい。そうすれば誰も傷つかなくてすむ。それが、茉莉の言い分だった。

  　現実主義者として常識を説といているのか。僕たちに騙だまされたことを根に持って怒っているのか。それとも、友達として僕やミラのためを思って言ってくれているのか。

  　茉莉の本心は僕にはわからない。わからないけど、茉莉が本気だということだけははっきりと伝わった。

  　はっきり伝わったから、僕も本気で応えなきゃいけないと思った。

  「ミラは、ひとりぼっちだったんだ、大人に捕まったら、ミラは施設に隔かく離りされて死ぬまでひとりぼっちにさせられる。そんなのは嫌いやだ。僕はミラをひとりぼっちにしたくない」

  　──幼い頃、僕はひとりぼっちだった。

  　父さんが変人なせいで、僕はいつも周囲の目を気にして生きていた。

  　学校から帰っても家には誰もいなかった。「ただいま」と声をかけても返事はなかった。

  　あんな思いをミラにはさせたくない。

  　僕は、ミラをひとりぼっちにしたくない。

  　だから、僕は。

  「僕はミラをひとりぼっちにしたくない。僕はミラに、世の中には嬉うれしいことや楽しいことがいっぱいあるって教えてあげたいんだ」

  「欺ぎ瞞まんだわ」

  　僕の心からの叫びを、茉莉は一言で切り捨てる。

  「文ふみ哉やはただ、手に入れたペットを手放したくないだけよ。『自分がひとりぼっちになりたくないから、ミラを手元に置いておきたいだけだ』って素直に言ったら？」

  「確かに僕はミラと一緒にいたいと思ってる。でも、そう思うのは悪いことじゃないだろ？」

  「絶滅危き惧ぐ種をペットにするのは悪いことよ」

  「ミラはペットじゃない」

  　僕は茉まつ莉りの目を真正面から見み据すえる。

  「ミラは、僕の家族だ」

  　僕と茉莉はにらみ合い、視線をぶつけ合う。

  　相手の目を見て話すのは苦手だけど、今日だけは、今だけは、絶対に目をそらすわけにはいかない。絶対に、ここで引き下がるわけにはいかない。

  　にらみ合う僕たち二人。先に目をそらしたのは……茉莉だった。

  「あなたも私に文句があるの？」

  　そらされた茉莉の瞳は、ミラへと向けられていた。いつの間に手を伸ばしていたのか。ミラは両手で茉莉の手を握っていた。

  　茉莉の手を握りながら、ミラはたどたどしい日本語で言った。

  「わたし、ふみやが好き」

  　茉莉の手を握りながら、ミラは僕を見た。

  「わたし、まつりが好き」

  　ミラは片手で茉莉の手を引っ張り、残った片手で僕の手を掴つかんだ。ミラの小さな掌てのひらに導みちびかれ、僕と茉莉は手を繋つなぐ。

  「だから、みんな、なかよしがいい」

  　三人で手を繋いだまま、ミラは微笑ほほえんだ。

  　幼いミラの笑顔が、とても大人びて見えた。

  　耐えきれなくなった茉莉が、ミラから目をそらす。そっぽを向かれたミラは、寂しそうな表情で茉莉の顔を覗のぞき込んだ。

  「まつりは、わたしのこと、嫌い？」

  「……私の好き嫌いは関係ないわ。大事なのは、何が正しくて何が間違っているかよ」

  　情に流されず正論を貫つらぬき通す姿勢は、冷血人間で現実主義者な茉莉らしい。

  　だけど、自分が正しいと思っているのなら、どうしてミラから目をそらすの？　どうして茉莉の声は微かすかに震ふるえているの？

  「……いつまでも、今のままではいられないのよ」

  　茉莉のつぶやきが、僕に現実を突きつける。

  　……そんなこと、本当はわかっていた。

  　わかっていながら目をそらしていた。

  　今の楽しい時間がいつまでも続くと思い込もうとしていた。

  　僕はミラを捨てたくない。ミラをひとりぼっちにしたくない。

  　だけど茉まつ莉りの言葉は正しい。いつまでもミラを隠し通せるはずがない。いつかはミラと別れなければいけない。僕は現実を受け入れなければいけない。

  　──だから僕は、覚悟を決めた。

  「やっぱり、ミラを魔女保護機関には渡せない」

  「文ふみ哉や！」

  「だけど、いつまでもミラの存在を隠し通すつもりもない」

  　僕の言葉に茉莉は息を呑のむ。僕は、僕の決意を口にする。

  「僕は、ミラを楽園に連れて行く」

  　楽園に行けば、ミラは仲間たちと幸せに暮らすことができる。魔女であることを隠して生活する必要もなくなる。

  　それがたぶん、ミラにとって最良の選択だ。

  　だけど、茉莉はそう簡単には納得してくれなかった。

  「楽園ですって？　そんなものが本当にあると思ってるの？」

  「思ってるよ。魔法があったんだから、楽園だってきっとあるさ。僕は魔女の楽園を探し出してみせる」

  　だって父さんが言っていたんだ。楽園は必ずある、と。

  「僕は、父さんの夢を信じてみようと思う」

  　僕の決断を聞いた茉莉は、しばし呆あ然ぜんとした後、うつむいて黙り込んでしまった。

  　言うべきことは言った。あとは茉莉がどう判断するかだ。僕は茉莉がどんな返事をするか見届けようと、彼女を見つめる。

  　無言の時間がどれくらい続いただろうか。やがて茉莉の手が静かに動き、ミラの頭を優しく撫なでた。

  「私も、ミラのこと、結構好きよ」

  　茉莉が口にしたのは、さっきミラからされた質問の答えだ。頭を撫でられたミラが気持ちよさそうに目を細め、それを眺める茉莉の目が慈いつくしみに満ちる。

  「……いいわ。楽園が見つかるまで、魔女のことは秘密にしてあげる」

  　茉莉らしくきっぱりと言い放ち、それで僕は、ようやく肩の荷が下りた。

  「ただし、条件があるわ」

  　僕は弛ゆるみかけた表情を引き締める。茉莉のことだ、提示する条件も一ひと筋すじ縄なわではいかないに違いない。僕は緊張の面おも持もちで唇くちびるを引き結ぶ。

  「今後は、何かあったらすぐに私に報告すること。いいわね？」

  「ええと、それはどういう……」

  「ミラの正体を隠すことに私も協力するって言ってるのよ。はっきり言わせてもらうけど、文ふみ哉やのいいわけは最悪よ。外国人だからおまじないが得意とか、外国人だから息継ぎしなくても泳げるとか、あんないいわけは危なっかしくて見ていられないのよ！」

  　お、おっしゃる通りでございます……。

  　思わず恐きよう縮しゆくしたものの、茉まつ莉りが味方になってくれるのはこの上なく心強い。彼女の提示した条件を、僕たちが断る理由は何もなかった。

  「ありがとう。助かるよ」

  「礼には及ばないわ。弱き者を助けるのは人として当然の行為よ」

  　ツンケンとした態度で茉莉が吐き捨てる。これは照れ隠しなのか、判断に迷うところだ。

  　ふと隣を見ると、ミラがアホ毛を「？」の形にしていた。どうやら茉莉の「友達」という単語に反応したものらしい。ミラが茉莉の目を覗のぞき込む。

  「ともだち？　わたしとまつり、ともだち？」

  「そうよ。私とミラは友達よ。だから私はミラを助け」

  「ともだちー！」

  　茉莉が言い終わるより早く、ミラは歓喜の笑顔で抱きつこうとして「暑苦しい！」と怒鳴られ引っぺがされた。まったくもって微笑ほほえましい。

  　ベッドの上で絡からみ合いもつれ合う二人だけど……。どうしてかな？　必死に抵抗しているはずの茉莉が、まったく嫌いやがっているように見えないのがとても不思議だった。

  

  　こうして茉莉は、ミラにとって初めての女友達になった。



  


   ４　魔女とちゅーと楽園の扉

  

  　すっきりとした朝の目覚めを迎えるには、どうすればいいか。

  　僕だって健全な男子だから、美人におはようのチューでもされれば気分よく目覚めることができるだろう。だけど残念ながら、僕には毎朝起こしに来る幼おさな馴な染じみも、世話焼きな妹もいなかった。一度でいいから、そんなシチュエーションを体験してみたいよ……。

  　などと布ふ団とんにくるまったまま夢の中で妄もう想そうしていたから、

  「朝だよ～。起きて～」

  　ゆっさゆっさと体を揺すられたとき、思わず寝ぼけて答えてしまった。

  「へへ……。そうだなあ、おはようのチューをしてくれたら起きてやるよ」

  「ちゅー？」

  　妙にたどたどしい日本語が返ってきた。

  　……目を開けると、パジャマ姿のミラが僕の顔を覗のぞき込んでいた。

  　寝ぼけ眼まなこで周囲を見渡すと、ガムテープで補強された窓が目に入った。ここは、僕の家の寝室だ。

  　僕を起こそうとしてくれたミラは、アホ毛を「？」にしながらつぶらな瞳で尋たずねた。

  「ちゅーってなに？」

  「さあ朝だぞ。起きるかな～」

  　僕はベッドから跳はね起きると、朝食を作るべくすたすたと歩き始めた。いやあ、清すが々すがしい朝だなあ。こんなにすっきりと目が覚めたのは久しぶりだ。今日は日曜日で学校も休みだけど、たまには休日に早起きするのもいいものだなあ。

  　だが、好奇心旺おう盛せいな魔女はこのくらいで諦あきらめたりはしない。すたすたと廊下を歩く僕に追いすがり、袖そでを掴つかんで引き留めながら、彼女は上うわ目め遣づかいでねだるように僕を見た。

  「ふみや。ちゅー、教えて」

  　な、なんてことだ！　ミラが、上目遣いで僕にちゅーを懇こん願がんしている！　これが恋愛対象から言われたなら「ひゃっほう」と喜ぶところだけど、見た目は幼女で心は家族で中身は謎なぞの生命体から言われても戸と惑まどうばかりで反応に困ってしまう。

  　いや待て。落ち着け僕。ミラはわからない日本語があるから尋ねているだけだ。実じつ践せんでやってみせろと言っているわけじゃない。ここは冷静に、平然と、言葉の意味を教えてあげればいいだけだ。僕は「うおっほん」と咳せき払ばらいすると、落ち着いてちゅーの意味を……。

  　ピンポーン。

  「あ、おきゃく～」

  　来客を告げる呼よび鈴りんが鳴り、ミラはしゃべりかけた僕を置き去りにして玄関へ出迎えに向かった。

  　……ちょっとだけ、ほっとしている僕がいる。

  　僕はもう一度「うおっほん」と咳払いをしてから、気を取り直して玄関に向かった。日曜の早朝から押しかけてくるような非常識な来客は誰だ。会って「ありがとう助かった」と言ってやらなければ。

  「遊びに来てあげたわよ」

  　ミラが開あけたドアの向こうには、日曜の早朝から押しかけてきた茉まつ莉りが我が物顔で立っていた。

  　ミラは喜び勇いさんで茉莉に抱きつき、そんなミラの頭を茉莉は無言で撫なで回す。あの日以来、ミラはすっかり茉莉に懐なついている。茉莉もミラの過か剰じようなスキンシップに慣れたのか、最近は学校でもこんな調子でいちゃいちゃする仲の良さだ。

  「おはよう、茉莉。こんな朝早くからどうしたの？」

  「ミラは私の友達よ。友達の家へ遊びに行くのに理由が必要なのかしら？」

  　そう言って勝手に上がり込もうとする茉莉。彼女の傍ぼう若じやく無ぶ人じんな振る舞いは咎とがめるだけ無む駄だなので、僕は素直にスリッパを差し出した。大きな風ふ呂ろ敷しき包みを持った茉莉が、アホ毛を振り回すミラを引きずりながら家に入る。

  「ねー、まつり？」

  　ようやく茉莉から離れたミラが、上うわ目め遣づかいで彼女に尋たずねた。

  「わたしに、ちゅー、教えて」

  　どさっ。茉莉は持っていた風呂敷包みを床に落とした。茉莉の肩が小刻みに震ふるえている。

  「ミ、ミラ？　どうして私にそんなことを聞くのかしら？」

  「ふみやが、わたしに、ちゅーしろって言った」

  　ギロリ。両目を鋭角に吊り上げた茉莉が僕を見た。僕はくるりと背を向けた。

  　僕は無言のまま廊下を奥へと進む。振り返らなくても、殺意の塊かたまりが背後に迫っているのがはっきりわかる。僕は廊下の突き当たりにあるトイレへと逃げ込んだ。

  　ドアを閉め、鍵かぎを掛け、便座に座り、頭を抱かかえる。

  　どんどんどん！

  「ミラに何を教えてるのよ！　この変態！　開けなさい！」

  　どんどんどん！

  

  　いろいろあってボロぞうきんのようになった僕は、リビングのソファでぐったりしていた。

  「何も知らない魔女を騙だまして己おのれの情欲を満たそうとするなんて。とんだ変態野郎ね」

  　ブラシを持った茉莉が、僕の顔も見ずに吐き捨てる。茉莉はミラを正座させ、綺き麗れいな金髪をブラシで丁てい寧ねいに梳すいていた。仲なか睦むつまじい光景に普通なら心が和なごむところだけど、こちらを見る茉まつ莉りの目がいちいち鋭いので僕は心休まる暇ひまがない。

  「いい、ミラ。あのケダモノに何かされそうになったらすぐに連絡しなさい。この近所にお父様が愛人のために購入したマンションがあるから、いつでもそこで匿かくまってあげる」

  「うん、わかった」

  　見た目は仲睦まじい姉妹なのに、会話の中身は不ふ穏おん極まりない。それと、ミラ。そこはうなずかないで「文ふみ哉やはそんなことしない」と否定して欲しい。僕はケダモノじゃないから。

  「それにしても綺き麗れいな髪ね。細くて、軽くて、艶つやがあって……。我が家のクローゼットにも金髪のウィッグはあるけど、ここまで綺麗なのは……」

  　ぴょこん。

  　茉莉に髪を褒ほめられて嬉うれしかったのか、ミラのアホ毛が軽快なダンスを踊り始めた。

  「……前々から思っていたけど、ミラは前髪だけが強情な癖くせ毛げなのね。せっかく髪型を整えても、この癖毛のせいで台無しだわ」

  　そう言いながら、茉莉はブラシでアホ毛を押さえつける。押さえつけては「ぴょこん」と跳はね、押さえつけては「ぴょこん」と跳ね、の繰り返しで、ミラのアホ毛は一向におとなしくなる気配を見せない。

  「ああもう、どうしてこの一ひと房ふさだけ言うことを聞いてくれないのかしら」

  　言うことを聞かないアホ毛に、茉莉はかなりイラついている。いつハサミを取り出すかとひやひやしながら眺めていると、ようやく諦あきらめたのか、茉莉はおもむろにブラシを置いた。

  「ミラ。あなた、ちゃんとトリートメントしてる？」

  「とりとめんと？　それなに？」

  「……ちゃんと髪は洗っているわよね？」

  「？」

  「ちょっと風呂場に来なさい！」

  　茉莉はミラの襟えり首くびを掴つかむと、ずるずる引きずりながら洗面所へと消えて行く。これでやっと静かにな──

  「文哉！」

  「はい！」

  　洗面所から顔を出した茉莉が、ゴキブリでも見るような侮ぶ蔑べつの眼まな差ざしを僕に向ける。

  「これから私たちはお風呂に入るけど……覗のぞいたら殺すわよ」

  「いやだなぁ。二人の裸なんて覗くわけないだろ」

  「即答するなんて失礼な男ね。私の裸には魅力がないって言うの？」

  　茉莉に怒られた。本音を言ったらもっと怒るくせに。僕はどう答えれば良かったのか、誰か教えて欲しい。

  

  　僕は誰からも好かれる人間でありたいと常々願っている。

  　だから、たとえ美少女が入浴していても絶対に覗のぞいたりしない。

  　たとえ脱衣場から服を脱ぐ気配が伝わってきても、衣きぬ擦ずれの音が聞こえても、シャワーを浴びる音が聞こえても、「きゃうん」と冷水に驚くミラの声が聞こえても、シャンプーを嫌いやがるミラの悲鳴が聞こえても、そんなミラを押さえつけようとする茉まつ莉りの怒声が聞こえても、たまらず逃げ出したミラが全裸で廊下に飛び出しても、それを追いかけてバスタオル一枚の茉莉が飛び出しても、僕の背後で全裸と半裸の二人が取っ組み合いの寝ね技わざ勝負を始めても、勝負に負けたミラが「みゃー」と鳴きながら風呂場に連行されても、僕は二人の裸を見ようとはしなかった。そのくらい、僕の信念は一貫しているのだ。

  　……決して茉莉の怒りを買うのが怖かったわけではない。断じて違う。違うったら。

  　二人が入浴している間、僕は風呂場から意識を遠ざけるため、テーブルに置きっぱなしにされた茉莉の手荷物を観察することにした。というのも茉莉の荷物はやたら大きな風呂敷包みで、こんなものがテーブルに鎮ちん座ざしていると気になって仕方がないのだ。

  　茉莉は何を持ってきたのか。持ち主が風呂場でキャットファイトしているのをいいことに、僕は好奇心の赴おもむくまま風呂敷の結び目を解いた。

  　中身は、五段重ねの重じゆう箱ばこだった。

  　蓋ふたを開けると、食欲をそそられる料理の数々が敷き詰められている。わざわざ朝食を作って来てくれるなんて、茉莉にも可愛かわいいところがあるじゃないか。嬉うれしくなった僕は、無性につまみ食いしたい衝動に駆られて……。

  　いや、駄だ目めだ。つまみ食いなどしてはいけない。それが配慮のできる男というものだ。

  　……決して茉莉の怒りを買うのが怖かったわけではない。断じて違う。違うったら。

  「ん？　これは？」

  　重箱を元通りにした僕は、風呂敷に入っていた紙袋に目を留めた。袋を開けると、中から出てきたのは金色の鎖くさりのペンダント。プラスチックのような留め具がついている。ペンダントトップはプレート状になっており、ローマ字で「MIRA」と書いてある。てことは、ミラへのプレゼントかな？　僕は何も見なかったことにして、ペンダントを紙袋に戻した。

  　間もなく洗面所からドライヤーの音が聞こえてきた。どうやらミラのトリートメントは無事完了したらしい。僕は水みず浸びたしになった廊下を見ながら「誰が掃除するんだろう」と考えつつ（答えは一つしかないけど）茉莉たちが出てくるのを素知らぬ顔で待ち構える。

  「水で濡ぬらしたのに、どうしてこの毛だけ跳はねるのかしら」

  　アホ毛に難なん癖くせをつけながら、まずは茉莉が現れた。颯さつ爽そうと登場する湯上がりの茉莉は「黙っていれば美人なんだよな」と口走りたくなるほどの可か憐れんさだ。言わないけど。そういえば今日の茉莉が着ている花柄のワンピースは、どこかで見た覚えがある……。どこで見たんだっけ？

  　そんなことを考えていると、茉まつ莉りに続いてミラが現れた。ふわふわの金髪とぴょこぴょこ動くアホ毛のコントラストが可愛かわいらしい。さっきまでパジャマ姿だったミラの服装も、茉莉と同じ花柄のワンピースに衣替えさせられている。

  　そうだ。茉莉のワンピースに見覚えがあると思ったのは、ミラがもらった服にも同じデザインのものがあったからだ。

  　おそろいのワンピースを着て仲なか睦むつまじくソファに座る二人。僕が「そうしているとまるで姉妹みたいだね」と声をかけると、おそろいの服を着てきた茉莉はいたく上じよう機き嫌げんになった。

  「今度来るときは金髪のウィッグを着けて来ようかしら。そうすればもっと姉妹ぽく見えるわよね。……いえ、ここはミラに黒髪のウィッグをかぶせるべきね。それなら癖くせ毛げも隠せるし」

  　そんなにアホ毛が気に入らないのかなあ。可愛かわいいのに。

  　などと思っていると、茉莉はミラのアホ毛をしきりに気にしながら、僕に言った。

  「私の荷物の中にペンダントがあるから、取ってくれる？」

  「わかった」と愛あい想そ良く返事をした僕は、風呂敷包みの中から紙袋を取り出して、茉莉に手渡した。茉莉は袋を受け取ると、

  「ミラ。髪を上げてこっちに背中を向けなさい」

  　ペンダントを両手で持ちながら優しく言う。

  　命じられるままミラが背を向けると、茉莉は幼い首筋に腕を回して金の鎖くさりを巻きつけた。



  [image: ]


  　シンプルなデザインのペンダントが、ミラによく似合っている。

  　ファッションに無む頓とん着ちやくなミラのためにアクセサリーまで用意してくるなんて、茉まつ莉りも女の子なんだなあ。僕がしみじみと感心していると、

  「これは迷まい子ご札ふだよ。肌身離さず持ち歩きなさい」

  　……装飾品ではなく、実用品だった。

  「ええと、ごめん。迷子札ってペットの首輪とかによくついてる、あれのこと？」

  「そうよ。この間のように、ミラがいきなり行方ゆくえ不明になって騒ぎを起こしたら対処できないでしょう？　だからミラが迷子にならないように手を打つべきだと思ったのよ」

  　確かに、蝶ちようや猫を見かけただけでふらふらついていくミラは、学校でもデパートでも迷子になった実績を持っている。迷子にならないための保険は必要かもしれない。

  「いい、ミラ。プレートの裏に住所と電話番号が書いてあるから、今度迷子になったらそれを人に見せるか、その番号に電話するのよ。わかった？」

  「うん！　わかった」

  　素直さが取り柄のミラが、アホ毛を嬉うれしそうに揺らしながらうなずく。ミラの返事に満足したのか、茉莉は魔女の頭を撫なでながら、気持ちいいくらいきっぱりと約束した。

  「安心しなさい。これを肌身離さず身につけていれば、ミラがどこにいても私が必ず見つけてあげるわ」

  　茉莉の言葉が嬉うれしかったのか。それとも、友達からもらった初めてのプレゼントに感激したのか。ミラはものすごい勢いで、茉莉に抱きついた。

  「ありがとう、まつり。大好き」

  　こぼれんばかりの輝く笑顔で抱きつかれた茉莉は、なぜか大きくのけぞってから、ふるふると唇くちびるを震ふるわせながら僕を見た。

  「……文ふみ哉や」

  「なに？」

  「この可愛かわいい生き物を、私にちょうだい！」

  「駄だ目めだよ」

  　ミラに頬ほおずりする茉莉へ、冷静に答える僕だった。まあ、気持ちはわかるけどね。

  

  　ミラと茉莉が親しん睦ぼくを深めたところで、いよいよ風ふ呂ろ敷しき包みが開けられ、テーブルに重じゆう箱ばこが並べられた。美味しそうな匂いに囲まれて、自然と僕の頬がゆるんでいく。

  「これ全部、茉莉が作ったの？」

  「まさか。早起きして家政婦に作らせたのよ。これだけ種類があれば、ミラの食べられるものが見つかるはずだわ」

  　どうやら三食たい焼き生活を続けるミラの健康を案じて、茉莉が様々な食材を準備したものらしい。僕は茉まつ莉りの心こころ遣づかいに感謝しつつ、味見をしようと卵焼きに手を伸ばして……。

  　フォークを逆手に持った茉莉に、手の甲こうを刺された。

  「変態に食べさせる料理はないわ」

  　手の甲を押さえて苦痛に悶もだえながら、僕はどうすれば茉莉に好かれ、優しくしてもらえるか考える。……駄だ目めだ。どうしても茉莉が僕に優しくしている姿を想像できない。

  「さあ、ミラ。何でも好きな物を食べなさい。遠慮はいらないわ」

  　高級食材のキャビアから庶しよ民みん的なタコさんウインナーまで、各種取り揃そろえた重箱を押しつける茉莉。しかし絢けん爛らん豪ごう華かな重箱でも、ミラの食欲を刺激することはできなかった。ミラは首を振り、何も取らずに重箱を押し返す。

  「……私の用意した食事は食べられないって言うの？」

  　わがままモード発動。一気に不ふ機き嫌げんになった茉莉は、持っていたフォークに唐から揚あげを突き刺し、ミラの顎あごを掴つかんで強引に口へと押し込もうとする。

  「ふがふが！」

  「いいから黙って私の唐揚げを食べなさい！」

  「ふがふが！」

  　……五分後。茉莉の魔の手から命からがら逃げおおせたミラは、部屋の隅っこで体育座りしながらブルブルガクガクと震ふるえていた。我われに返った茉莉が猫なで声で近づくが……。

  「あ、あの、ミラ？」

  「ふにゃあああ」

  　茉莉が近づいただけで、ミラはアホ毛を震わせながら身をよじる。この怯おびえ方はもはやトラウマレベルだ。唐揚げを持って迫り来る茉莉がよっぽど怖かったんだね。

  　かたや茉莉はミラに嫌われたのがショックだったのか、呆ぼう然ぜんとしているし。

  　仕方がない。謝罪の苦手なわがまま娘に、僕がミラと仲直りする方法を伝授してあげよう。僕は卵焼きを口に放り込むと、キッチンに向かうべく席を立った。

  　あ、この卵焼き美味しい。

  

  　ミラと仲直りする方法を教えます。

  　そんな甘言に誘われてほいほいキッチンまでついて来た茉莉に、僕は奥の手を見せる。

  「なにこれ。ただのオモチャじゃない」

  「ふっふっふっ。これをただのオモチャと侮あなどるなかれ。これこそ対ミラ用決戦兵器！　誰でも自宅でたい焼きが作れるクッキングトイの雄ゆう、『簡単たい焼きブラザーズ』だ！」

  「たい焼きブラザーズ？」

  「その通り！　ミラはたい焼きが大好物だから、これでたい焼きを作ってあげれば、きっと機嫌を直してくれるよ！」

  「……わかったわ。ならさっそく私のためにたい焼きを作りなさい」

  　当たり前のように上から目線で命令する茉まつ莉りへ、僕はちっちっちっと指を振る。

  「駄だ目めだよ。ちゃんと自分の手で作らないと。他人に作らせた物じゃ気持ちは伝わらないよ」

  「わ、私が作るの？　でも、私はたい焼きなんて作ったことないわ」

  「大丈夫。これは子供向けのオモチャだから。茉莉でも簡単に作れるよ。僕が保証する」

  「……わかったわ」

  　不ふ承しよう不ぶ承しようながらもうなずく茉莉に、僕はたい焼きの作り方を手取り足取り指南する。たい焼きブラザーズは子供でも作れる簡単手順なうえに、レンジでチンするだけなので焦こげつかせる心配もない。普通に作っていれば失敗する要素は何もなかった。

  「どうしてこうなるのかしら……」

  　だから、調理をしながら茉莉が漏もらした愚ぐ痴ちは、たい焼きの出で来き映ばえに関するものではないとすぐにわかった。茉莉は自分がミラを怯おびえさせたことを悔くやんでいるのだ。

  　絶対に人前で弱気な姿を見せない茉莉が、珍しく落ち込んでいる。僕が隣にいることも忘れて落ち込むなんて、ミラに嫌われたのがそんなにショックだったのか。

  　僕は茉莉に同情しながら、同時にミラの保護者として嬉うれしさも感じていた。

  　──茉莉は、本当にミラのことが好きなんだな。

  　滅多に見られない茉莉の素顔を垣かい間ま見た気がして、僕は彼女の物もの憂うげな横顔を見ながらニヤニヤしてしまう。

  「……どうやら死にたいようね」

  　僕の視線に気づいた茉莉が、一瞬で元の不ふ遜そんな態度に戻った。

  「私の可か憐れんな横顔を見てニヤニヤするなんて。さては『いい女だな、たい焼きの代わりに食べちまいたいぜ。ぐへへへ』などと考えていたのでしょう。このケダモノが」

  「そんなこと思ってないよ。茉莉の想像力の方がよっぽど怖いよ」

  「なら、私の横顔を見ながら何を考えていたのか、正直に言ってみなさい」

  　尋たずねながら、茉莉はフォークを持って身構える。なんでそんなもの持ってるの？　たい焼きを焼くのにフォークはいらないよね？

  　身の危険を感じた僕は、どう答えれば無事にこの場を乗り切れるか考えて……どう答えても無事に乗り切れそうにない気がして、仕方なく、思っていたことを素直に白状することにした。

  「『茉莉がミラの友達でいてくれて良かった』って、そう思ってた」

  　正直に告白した僕を、茉莉がにらみつける。フォークで刺されるかと思ったけど、不思議なことに茉莉はそっぽを向いただけで特に何もしてこなかった。

  

  「おいしい！」

  　茉まつ莉り謹きん製せいのたい焼きを食べたミラの、それが第一声だった。

  「私が作ったんだから当然ね」

  　不安そうにたい焼きを手渡した茉莉が、一気にいつもの調子を取り戻す。やっぱり茉莉はこうじゃないとね。

  　リビングに戻って来た僕たちは、たい焼きブラザーズのおかげで無事にミラの機き嫌げんを直すことに成功した。おかげで茉莉も上機嫌だ。

  「最近のクッキングトイは本当に良くできているわね。私も一つ買おうかしら」

  　茉莉が自宅でたい焼きを焼いている姿を想像して、僕はつい笑ってしまった。それを見み咎とがめた茉莉が、むっとして僕をにらみつける。

  「私がクッキングトイを欲しがるのが、そんなに似合わないかしら？」

  「違う違う。家で一人黙々とたい焼きを焼いて、それを黙々と食べる茉莉って、ちょっと可愛かわいいなと思っただけだよ」

  「侮ぶ辱じよくは許さないわ」

  　褒ほめたつもりだったんだけどね。茉莉ににらまれた僕は萎い縮しゆくするように肩をすくめる。

  「それに、一人でたい焼きを食べるつもりはないわ。私がたい焼きを焼くのは友達を喜ばせるためよ。完成したたい焼きは、ミラと二人で食べるに決まってるでしょ」

  　友情に目覚めた茉莉が「私はミラを喜ばせたい」と遠回しに力説する。

  「ええ、そうよ。やっぱりたい焼きブラザーズは買うべきだわ。これさえあれば誰でも……料理の下へ手たな私でも、ミラに『おいしい』と言ってもらえるもの」

  「誰でもは、ちがうよ」

  　たい焼きを食べていたミラが、たい焼きを作ってくれた茉莉に真顔で告げる。

  「まつりが作ってくれたたい焼きだから、おいしいんだよ」

  　一点の曇くもりもない清純な瞳で訴うつたえられた茉莉は、なぜか大きくのけぞってから、こぼれんばかりの笑顔でがばっとミラを抱きしめた。

  「ああもう、なんて可愛い子なの！　文ふみ哉や！　この子を私にちょうだい！」

  「だから駄だ目めだってば」

  

  「せっかくおしゃれしたんだから、みんなで外出するわよ」

  　たい焼き作戦成功で機嫌を良くした茉莉が、急にそんなことを言い出した。

  　茉莉の鶴つるの一声に僕ごときが逆らえるはずもない。気合いの入った茉莉を先頭に、僕たちは連れだって出かけることになった。目的地は……そうだなあ。またミラが迷まい子ごになるといけないから、混雑した場所よりも静かで見晴らしのいいところが良さそうだ。

  「近くに自然公園があるから、そこへ行ってみない？」

  「文哉にしては悪くない提案ね」

  　茉まつ莉りのお墨すみ付つきもいただいて、僕たち三人は自然公園に繰り出した。

  　大きな人工池がシンボルになっている自然公園は、池を取り囲む樹林や、草木の茂る小高い丘、小さな滝もある小川のせせらぎなど、都会にありながら身近に自然を感じられるように設計されている。緑の公園は、近隣住民たちの憩いこいの場所だ。

  「さかな！　さかな！」

  　ミラが柵さくから身を乗り出して池を指差す。今にも池に落ちそうで危なっかしい。

  「ねこ！　ねこ！」

  　ミラが道を横切った黒猫を追いかけ回す。今にも転びそうで危なっかしい。

  　せっかく綺き麗れいに髪型を整えて、可愛かわいいワンピースでおめかししているのに、振る舞いは完全に野性児なのが残念だ。でもまあ、そんなところもミラらしいけどね。

  　そういえば前に父さんが言っていたな。魔女のことを「古いにしえの森の民たみ」と呼ぶ人もいるくらい、魔女と自然とは切っても切れない関係だと。なるほど、魔女であるミラが自然公園を見てはしゃぎたくなるのもうなずける。

  「こんなに喜んでくれるなら、もっと早くミラを連れて来れば良かった」

  「女心がわかってないわね。そんなだからモテないのよ」

  　隣を歩いていた茉莉が肩をすくめる。

  「公園に来たことが嬉うれしいんじゃないわ。ミラは、私たちと一緒に公園を散歩するのが嬉しいのよ」

  　公園そのものよりも、「私たちと」公園に来たことが嬉しいのだと茉莉は主張する。自己中の茉莉が「私」ではなく「私たち」と僕も含めてくれたことが、なんとなく嬉しい。

  「ん？」

  　駆け回るミラを見守っていた僕は、妙な気配を感じて立ち止まった。振り返ってみるが、眼め鏡がねをかけた若い女性がベンチで読書をしている以外に人影は見あたらない。おかしいな、誰かの視線を感じたんだけど……。

  　僕の様子に気づいたのか、隣を歩いていた茉莉が立ち止まった。

  「どうしたの？」

  「……なんでもない」

  　きっと僕の思い過ごしだろう。楽しんでいるミラに水をさすのも悪いと思い、僕は取り立てて騒ぐようなことはしなかった。

  　視界の隅で、眼鏡の女性が本を閉じて立ち去る姿が目に入った。

  「ねこ～！」

  　黒猫を追いかけていたミラが、ついにターゲットを捕獲した。追いかけ回されてぐったりした猫を抱きかかえたミラが、ネズミを捕まえた飼い猫のように得意満面で僕に獲え物ものを見せびらかす。

  「ミラは猫が好きなんだね」

  「好き！」

  　ミラは嬉うれしそうに猫を抱きしめ、ぐりぐりと頬ほおずりする。当の黒猫は頬ずりされて嫌いやそうな顔をしていた。どうやらぐったりしているのは逃げ疲れただけが原因ではなさそうだ。

  「公園は気に入った？」

  「うん！　ここ好き。わたしが住んでいた森に少し似てる」

  　瞳を輝かせるミラを見て、僕は彼女と初めて出会った深い森を思い出す。通称「魔女の森」の、ぬかるんだ土の感触と、昼なお暗い森の薄うす闇やみは今でも鮮明に記憶している。

  　あの広大な森に、ミラは一人で隠れ住んでいた。

  「ミラのご両親は、今もその森に住んでいるのかしら？」

  　遠慮を知らない茉まつ莉りが思いついた疑問を口にする。僕は内心の動揺を押さえ込みながら、素そ知しらぬ顔で二人の会話に耳を傾けた。

  「おかあさんはいない。おかあさんは、ずっと前に、どこかに消えちゃった」

  「消えた？　どういうこと？」

  　ミラは黒猫を抱きしめながら、適切な言葉を探して黙り込む。そうしてミラが考え抜き、選んだ言葉は。

  「わたし、おかあさんに、捨てられた」

  　それは違う。そう言いかけて、僕は喉のどまで出かかった言葉を飲み込む。

  　僕はミラの母親がどうなったか知っている。でも、それをミラに言っていいのか……僕はまだ決心がついていなかった。

  「わたし、おかあさんと約束した。白い花が咲いたら楽園への扉が開くから、そうしたら二人で楽園に行こうって、おかあさんと約束した」

  　黒猫に頬ずりしながら、ミラが淡たん々たんと言葉を紡つむぐ。

  「それなのに、花が咲く前に、おかあさんはわたしを置いてどこかに消えた。わたしは、花が咲いたらおかあさんは帰って来ると思ってた。わたしを迎えに来ると思ってた。でも、花が咲いても、おかあさんは帰って来なかった」

  　寂しそうに金髪を揺らしながら、ミラは僕の顔を見上げる。

  「そして、ふみやに出会った」

  　誰もいない森で、ミラは人目を避けて生きてきた。きっと白い花は滅多に咲くものではないのだろう。何年もの間、広い森の、広い屋敷で、ミラは花が咲くのを待ち続けた。

  　魔女の森には、白い花が咲き誇る大たい樹じゆがあった。あの花が咲いたとき、きっとミラは喜んだことだろう。母親と「二人で楽園に行こう」と約束していたから、もうすぐ母が自分を迎えに来ると思ったことだろう。これでひとりぼっちじゃなくなると思ったことだろう。

  　だけど、いつまで待っても母親は現れなかった。ミラは母親に捨てられたと思い、自分はいつまでもひとりぼっちなのだとわかって……。

  　そして僕と出会った。僕が、ひとりぼっちのミラに「おいで」と声をかけた。

  　……ずっと疑問だった。どうしてミラは初対面の僕に懐なついてくれたのか。どうして僕と一緒に暮らそうと思ってくれたのか。その答えが、やっとわかった気がした。

  　僕が想像の翼を広げていると、いきなり茉まつ莉りが両手を広げ、ミラを抱きしめた。

  「今日からは私を母親だと思いなさい」

  　なにかとんでもないことを言っている。そういえば、茉莉って泣ける話に弱いんだよね。ミラの身の上話にすっかり感情移入している茉莉に、僕はかける言葉が見つからない。

  「まつりはおかあさんじゃないよ。まつりは、まつりだよ」

  「……ええ、そうね。そうだったわね」

  　ミラから「茉莉はお母さんにはなれない」と言われ、茉莉はさらに強く、きつく、ミラを抱きしめる。二人に挟はさまれてサンドイッチ状態になっている黒猫が、だんだんかわいそうになってきた。

  「……ちょっと待った」

  　大事なことに気がついて、僕の鼓こ動どうが速くなる。さっきミラは何と言った？　聞き逃のがしてはいけないことを言わなかったか？

  「ミラ？　さっき『白い花が咲いたら楽園の扉が開く』って言ったよね。それってどういうこと？」

  　それがどんな意味を持っているのかわかっていないのだろう。ミラはきょとんとした表情のまま、小さくうなずいた。

  「おかあさんが言ってた。白い花が楽園への扉。花が咲いている間だけ、魔女は楽園に行ける」

  　白い花。それが、楽園の扉。

  　思い出すのは、森の奥深くに咲き誇っていた満開の白い花。あれを見たのは二週間も前のことだ。もしもあれが楽園の扉なら……。大変だ。急がないと。花がすべて散ってしまったら、ミラは楽園に行けなくなる。

  　楽園は、魔女だけが暮らす平和な世界だ。そこに行けばミラは自由に、平和に──幸せに生きていける。だから僕は茉莉とも約束した。いつか必ずミラを楽園に連れて行く、と。

  　人は人の世界に。魔女は魔女の世界に。それが本来あるべき姿。だから早く、花が散ってしまう前に、ミラを楽園に連れて行かないと！

  「ミラ、急いで……」

  　楽園に行こう。

  　そう言いかけた僕は、きょとんとした顔のミラを見て言葉に詰まった。

  　ミラの幸せを思うなら、今すぐ楽園に連れて行くべきだ。それはよくわかっているのに、僕はひとりぼっちになるのが嫌いやで、ミラと離れ離れになりたくなくて、言わなきゃいけない言葉を飲み込んでしまった。

  　……僕はミラと、もっと一緒にいたかった。

  「ふにゃー！」

  　ミラと茉まつ莉りに挟はさまれていた黒猫が、いきなり体をくねらせて暴れ始めた。そのままミラの手をすり抜け、黒猫は林の中へと逃走する。突然のことに、僕たちは逃げる猫を黙って見送ることしかできなかった。

  　……強く抱きしめたから、黒猫は逃げ出した。

  　逃げた猫を「ひとりぼっちでかわいそう」と思うのは、身勝手な考えだろうか。

  

  　肝かん心じんなことを言い出せないまま、時間だけが過ぎていく。

  　オレンジ色の夕空を見上げながら、僕たちは帰路についた。途中、「寄り道をするわよ」と言い出したのは茉莉で、長いものには巻かれる主義の僕が断るはずもなかった。

  「美お味いしいたい焼きを売る店があるのよ。今日は気分がいいから私がおごってあげるわ」

  　上じよう機き嫌げんの茉莉に案内された僕たちは、駅前の繁華街へと足を運ぶ。市内で一番の繁華街だけあって、休日の夕方はかなりの人出だ。ミラが迷まい子ごにならないように気をつけないと。

  「そこの角を曲がったところよ」と茉莉が指を差し、ミラがたい焼きへの期待に顔をほころばせた、そのとき。僕の携帯が着信音を響かせた。

  　携帯の液晶画面を見ると、魔女オタクの名前が表示されていた。

  「ごめん。リョータから電話だ」

  「リョータの電話なんて出る必要ないわ。切りなさい」

  「そういうわけにもいかないよ。ちょっと待ってて」

  「仕方ないわね。先に行っているから早く来るのよ」

  　茉莉を見送りながら、僕は電話の通話ボタンを押す。長電話なんてしていたら、たい焼きをおごってもらえなくなるかもしれない。僕は電話に出る前から早めに話を切り上げる気満々だった。

  「もしもし、リョータ？　どうしたの？」

  『文ふみ哉やか？　今、お前の家の前にいるんだけど。留守なのか？』

  「ミラと駅前に来てるんだ。僕に用事でもあったの？」

  『魔女のことで調べたいことがあってさ。親父おやじさんの書しよ斎さいで資料を漁あさろうと思ったんだけど』

  　僕は茉莉が一緒だと伝え、できるだけ早く戻ることを約束した。ミラの正体が茉莉にばれたことはリョータも知っている。茉莉の命令に僕が逆らえないことは言わずもがななので、リョータはすぐに了解してくれた。

  『わかった。文哉が戻るまでコンビニで時間を潰つぶすよ』

  「悪いね」

  　相づちを打ちながら、僕はふと、楽園の入り口がわかったことをリョータに伝えるべきか考えた。父さんの信しん奉ぽう者しやであり、一緒に白い花を見たリョータなら、楽園について知る権利はあるはずだ。

  　だけど、真実を知ったらリョータは何と言うだろう。「魔女観察日記が完成するまでは楽園に連れて行くな」と僕を止めるだろうか。それとも「手遅れになる前に早く楽園に連れて行け」と僕を急せかすだろうか。もしもそう言われたら、僕はどう答えるだろうか。

  『じゃあな、文ふみ哉や。早く戻って来いよ』

  「あ、うん、わかった。できるだけ早く帰るようにするから……」

  　気の重いことは先送りにしよう。そう思い、僕がもやもやした気持ちのまま電話を切ろうとしたとき。何の前触れもなく、前を歩いていた男性が前のめりに倒れた。

  　呆ぼう然ぜんとする僕の前で、さらに、学生らしき女性二人組が膝ひざから崩れ落ちた。デパートの紙袋を持った親子が折り重なるように転倒した。ポケットティッシュを配る女性が、パチンコ店から出て来た中年男が、携帯ゲームで遊んでいた小学生、仲なか睦むつまじいカップル、自転車でパトロール中の警察官、男、女、老人、子供、あらゆる人種が糸の切れた操あやつり人形のようにばたばたと倒れ……。

  『おい、文哉！　どうした！』

  「あ……よくわからないけど、みんな急に倒れて……」

  　受話器を耳に当てたまま僕は周囲を見渡す。人通りの激しかった歩道は、倒れた人々で文字通り埋うめ尽くされていた。立っている人間は僕しかいない。この惨さん状じようは、まるでミラが学校で鉢はち谷や先生に捕まったときのようだ。

  『ミラの身に何かあったんじゃないか？』

  　電話口でリョータが憶測を口にする。鉢谷先生に追い詰められたときのように、ミラの身に何かが起こって魔力が暴走したのではないか。

  　ゾクッと、僕の背筋に悪お寒かんが走った。

  「ミラを捜さがさないと！　ごめん、電話切るよ！」

  『わかった。俺もすぐにそっちへ行く！』

  　電話を切った僕は、倒れた人をまたぎ、飛び越え、ミラが消えた曲がり角に駆けつける。

  　ショーウィンドウの前に、ミラと茉まつ莉りがいた。

  　だけど、立っているのはミラだけだ。茉莉は地面に座り込み、前まえ屈かがみになりながら懸けん命めいにミラの手にすがりつこうとしていた。ミラの手にしがみつき、よじ登ろうとしてずり落ちていた。

  　茉莉の異変に気づいていないのか。ミラはぼうっと前を……電気店のショーウィンドウに飾られた大型液晶テレビを見ている。

  　テレビからは、夕方の報道番組らしい女性アナウンサーの声が流れていた。

  『最後の魔女が死んでから二週間が過ぎました。今日の特集では、六年前の魔女発見から、魔女が絶滅した現在までを振り返ります。今日のテーマは、最後の魔女です』

  　テレビに映し出されているのは、日本で保護されていた「最後の魔女サヤカ」の写真。それは、外見上は人間とまったく区別がつかない、優しそうな面影の大人の女性。

  『二週間前。最後の魔女が死にました』

  　明めい瞭りような声で、アナウンサーは写真の女性がすでに死亡していると告げた。

  　ぼうっとテレビを眺めていたミラが、つぶやいた。

  「おかあさん……」

  　その瞬間、僕は強烈な立ちくらみに襲おそわれた。ミラの手にすがりついていた茉まつ莉りが、体ごとずり落ちてアスファルトに倒れた。

  　間違いない。これはミラの魔力が暴走した結果だ。魔力を制御できなくなるほどの強いショックを、ミラは受けてしまったんだ。

  　ミラは、母親がすでに死んでいることを知ってしまったんだ。

  「ミラ、落ち着いて、僕の話を聞いて」

  　僕はミラに歩み寄ろうとするが、魔力暴走の影響か両足に力が入らない。暴走を抑え込まなきゃいけないのに、僕はその場から一歩も動けなかった。

  「ふみや」

  　ゆっくりと、ミラがこちらを向いた。ミラは僕に歩み寄ろうとして、何かにつまずき立ち止まった。ミラが足下を見ると、そこには力尽き倒れている茉莉の姿があった。

  　ミラは虚うつろな目で茉莉を眺め、それから僕を見た。

  「ふみや……わたし……おかあさんが……」

  　救いを求めるような弱々しいミラの声。だけど僕は、そんなミラにかけるべき言葉が思いつかなかった。だって僕は、ミラの母親が死んでいたことを知っていたんだ。人間がミラから母親を奪ったことを知っていたんだ。それなのに、今さらミラに何を言えばいいのか。

  　僕が口ごもっていると、ミラが虚うつろな目で僕を見た。まるで僕の心を見み透すかすように。

  「ふみや、おかあさんのこと、知ってたの？」

  　僕は答えられず、ただ下を向く。その態度が雄弁に答えているとも気づかずに。

  「知ってたのに、教えてくれなかったの？」

  　弱々しかったミラの声が、少しずつ力を取り戻す。それが怒りなのか悲しみなのか、僕には判断がつかなかった。

  　どうしてだろう。どうして僕はミラに本当のことを言わなかったのだろう。ミラがかわいそうだから？　それとも、ミラに嫌われたくなかったから？

  　優しさをいいわけにして、僕は辛つらいことから目をそらしていた。結果、最悪の形でミラを傷つけた。ミラを傷つける気なんて、これっぽっちもなかったのに。

  「どうしておかあさんは、わたしを迎えに来なかったの？」

  　無言のままでいる僕へ、ミラが質問を浴びせる。とにかく答えなければと、僕は考えるより先に唇くちびるを動かした。

  「それは、人間が魔女を保護していたからで」

  「保護ってなに？」

  「それは、閉じ込めて大切にすることで」

  「人間は、おかあさんを閉じ込めたの？」

  「それは、魔女が珍しい生き物だから」

  「閉じ込められたから、おかあさんは、わたしを迎えに来なかったの？」

  「それは」

  「保護されなかったら、おかあさんはわたしといっしょにいられたの？」

  「それは」

  「ふみやも、わたしを保護して、閉じ込めていたの？」

  「それは」

  「わたしが魔女だから閉じ込めるの？　わたしもおかあさんのように閉じ込めるの？　わたしが人間じゃないから、魔女だから……ふみやとは、ちがうから……」

  　ぽろぽろと、ミラの瞳から大粒の涙がこぼれ落ちる。

  「だからわたしは、ふみやといっしょにいられないの？」

  　ミラの魔力暴走があきらかに強くなっている。僕の全身から力が失われ、立っているのも辛つらくなる。だけど、ここで気を失うわけにはいかない。ちゃんと否定しなきゃ。ミラは魔女だけど僕の家族なんだと、ちゃんと伝えなきゃ。

  　僕はミラを抱きしめようと手を伸ばす。とにかく何か言わなければ。一歩足を踏み出して、僕は朦もう朧ろうとした頭でミラに言葉をかけた。

  「ごめん……」

  　そんなことを言いたいわけじゃないのに、僕はそれしか口にすることができなかった。

  　泣きながら、ミラは僕に何かを言った。

  「──！」

  　だけど、僕はミラの声を聞くことができなかった。

  　ミラの声が届く前に、僕の意識はぷつりと途絶えた。

  

  　気がつくと、僕は歩道の真ん中で倒れていた。

  「……ミラ？」

  　くらくらする頭で必死に起き上がるが、ミラの姿はどこにも見あたらない。どうやらミラは、僕を置いてどこかへ行ったらしい。ミラとの距離が離れて魔力暴走の影響が薄れたから、僕は意識を取り戻したようだ。

  「僕は、ミラに置き去りにされたのか」

  　声に出してみてようやく実感する。僕は、ミラに見捨てられたのだ。

  　僕は地べたに座り込み、呆ぼう然ぜんと周囲を眺める。ここは市内で一番の繁華街。それなのに、動いている人間は一人も見あたらない。

  　遠くで何かがぶつかる音がした。きっと運転手が意識を失ったのだろう。自動車がガードレールに衝突しているのが見えた。夜空を照らすオレンジ色の光は火事の炎だろうか。これほどの事態なのに、救急車や消防車のサイレンは聞こえなかった。

  　この異常事態は魔女が引き起こしたものだ。些さ細さいな、だけど重大な行き違いが、この事態を生み出した。

  　どうして、僕はミラに本当のことを隠していたんだろう。

  　どうして、僕はミラの問いに答えられなかったんだろう。

  　現実を見せつけられた僕は、魔女と人間は相あい容いれない存在だと思い知らされ、ただひたすら途方に暮れた。

  「どうしたらいいんだ」

  　それは独り言のつもりだった。答えが返ってくるなんて期待していなかった。

  「そんなの決まってるわ。文ふみ哉やがミラを助けるのよ」

  　足下から、声が聞こえた。

  　茉まつ莉りが意識を取り戻したらしい。手足は動かないものの、横になったまま、いつも通りの強すぎる眼光で僕をにらみつけている。僕は慌あわてて茉莉の体を抱き起こした。

  「茉莉、体は大丈夫？」

  「私のことはいいから、さっさとミラを追いかけなさい」

  「でも、茉莉をこのままにしておくわけには……」

  「私のせいでミラを助けられないなんて言ったら、文哉を八やつ裂ざきにするわよ」

  　茉莉がぴしゃりと言い放つ。身動き一つできないくせに、茉莉の声にはやたらと気迫が籠こもっていて、迫力負けした僕はたじろいでしまった。

  「私のことはいいから、さっさとミラを追いかけて抱きしめてあげなさい。それが文哉のやるべきことよ」

  　勝手に悩んでもたつく僕を、茉莉は本気で叱しかってくれた。ミラのせいでこんな目にあっているのに、茉莉は今でもミラの一番の友達だった。

  「文哉が私に行った言葉は嘘うそだったの？　答えなさい。あなたはミラの何なの？　ミラはあなたの何なの？」

  　ミラは……僕の……。

  「……家族だ」

  「家族なら、命がけでミラを守りなさい」

  　そうだ。いつだって茉まつ莉りは正しい。圧倒的に正しい。たとえミラが人間じゃなくても、たとえミラが僕を嫌いになっても、ミラは僕の家族だ。

  　茉莉の声に後押しされて僕は立ち上がる。横たわる茉莉を見下ろしながら、僕はいつか彼女に言った言葉を、もう一度口にした。

  「茉莉が、ミラの友達でいてくれて良かった」

  　この場に茉莉を残していくのは心配だけど、今だけは家族を優先させてもらうよ。僕は倒れている茉莉の肩を叩たたき、その場を立ち去ろうとする。

  「おーい、文ふみ哉や！」

  　急ブレーキの金切り音とともに、見覚えのある自転車が道路で急停車した。

  　僕に次いでミラのそばにいる時間が長いリョータだから、ミラの魔力にも多少は耐性があるのだろう。リョータは自転車を降りると僕に駆け寄り……耐性も限界なのか、茉莉の足下でよろけてつまずいた。

  「ふ、文哉、大丈夫か？」

  「僕は平気だけど、リョータこそ大丈夫なの？」

  「俺を誰だと思ってやがる。ちょっと全身に力が入らないくらい、屁へでもないぜ！」

  「それは良かった。じゃ、茉莉を頼むね」

  　僕はリョータに茉莉を押しつけると、彼の自転車を奪い取った。命の次に大事なシクロクロスを奪われそうになって、リョータが慌あわててハンドルにしがみつく。

  「おい、何があったのか俺にもわかるように説明しろ！」

  「ミラが大変なんだ。僕はミラを助けに行く！」

  「大変じゃわからねえよ。もっとちゃんと説明してくれ」

  　ちゃんと説明したいのはやまやまだけど、気持ちばかり焦あせる僕は手短に話をまとめられない。しどろもどろな僕にリョータが自転車を貸すのを渋っていると、援軍は意外なところから現れた。

  「私からも頼むわ。リョータと二人きりにされるのははなはだ不本意だけど、今回だけは我慢してあげる。だから、さっさと文哉に自転車を貸しなさい」

  　全然頼んでいるように聞こえないけど、茉莉にとってはこれが精一杯の低姿勢だ。

  　高圧的な態度はともかく、茉莉がリョータに頭を下げるなんてよほどのことだ。それがわかっているからか、リョータは倒れている茉莉をまじまじと見つめ、ため息をつき、ハンドルから手を離してくれた。

  「手荒に扱わないでくれよ」

  　そう言うと、リョータは茉莉の横にぺたんと座り込んだ。強がってはいたが、どうやら立っているのも限界だったようだ。リョータは茉莉の顔を見下ろすと、盛大にため息をついた。

  「私の顔を見てため息をつくなんて失礼な男ね」

  「茉まつ莉りと二人きりにされたら、ため息の一つもつきたくなるぜ」

  　脊せき髄ずい反射で憎まれ口を叩たたくリョータ。顔を合わせる度たびに悪態をつき合う二人は、自他共に認める犬けん猿えんの仲だ。離れたくても離れられない二人に若じやつ干かんの不安を覚えつつ、僕は思いきりペダルを踏み込む。

  　加速する自転車の上で僕は振り返り、小さくなっていく二人の姿を遠くに眺める。僕が居なくなった後も、二人は声を大にして悪態をつき合っていた。

  　……ときどき思うんだけど、あの二人って本当はすごく仲がいいんじゃなかろうか。

  

  　横たわる人々を避よけながら、僕は懸けん命めいにペダルを漕こぐ。迷まい子ごのミラを捜さがして闇やみ雲くもに自転車を走らせる。

  　僕はミラのことを何もわかっていなかった。ただ一緒にいて楽しいと思うだけで、ミラのことを理解しようともしなかった。

  　だからこそ僕はペダルに力を込める。だからこそ死にものぐるいで車輪を回す。ペダルが回転する度に、ミラを思う僕の心は強くなる。

  「どこだ！　ミラ！　返事をしろ！」

  　スピードを上げながら曲がり角に差しかかったところで、目の前を人影が横切った。慌あわてて急ハンドルを切り、すんでのところで人影をかわす。急ブレーキをかけた僕は勢い余って横おう転てんしそうになった。

  「す、すみません！　大丈夫ですか！」

  　文句より先に謝罪が出てしまうのは僕の性分だ。僕は飛び出してきた人物に安あん否ぴを問いかけた。

  　無ぶ骨こつな眼鏡めがねをかけ、有能な秘書といった出いで立ちの美女は、しかし「ぽわん」という擬ぎ音おんが似合いそうな朗ほがらかな笑えみを僕に向けた。

  「こちらこそ、いきなり飛び出してごめんなさい。怪け我がはなかった？」

  「は、はい。すみません！　急いでいるので僕はこれで！」

  　今は足を止めている時間すら惜しい。通りすがりの美人に怪我がないことを確認した僕は、挨あい拶さつもそこそこに再びペダルを踏み込み……。

  「もしかして、女の子を捜しているのかしら？」

  　思いがけない言葉に、僕は全力でブレーキをかける。文字通り前のめりになる僕が面白かったのか、彼女は優ゆう雅がに口元を押さえ、くすくすと笑った。「のどか」という単語が似合いそうな、のんびりとした微笑だ。

  「そんなに驚かないでください。さっき泣きながら歩く女の子とすれ違ったので、もしやと思っただけですから」

  「その子はどっちに行きましたか！」

  　よほど僕の顔が怖かったのか。詰め寄られた彼女はたじろぐように上体を反らしながら脇道を指差した。僕は感謝の言葉もそこそこにハンドルを回し、ペダルを踏み込む。

  「頑張って仲直りしてくださいね」

  　安らぎを感じさせる柔やわらかな声に後押しされながら、僕は自転車を加速させ……。

  　──みんなが倒れているのに、どうして彼女は平然と歩いているのか。

  　疑問が頭をよぎり、僕は自転車に乗ったまま彼女を振り返った。

  　すでに立ち去った後なのか。のどかな笑顔の美女はどこにも見あたらなかった。僕は疑問を封印して行方ゆくえ不明のミラに集中する。

  　脇道を一心不乱に進むと、やがて六車線の幹線道路に合流した。走行中の車が一台も見あたらないのは、運転手がみな気を失っているからか。僕は気兼ねなく車道を走り、間もなく、歩道を歩く少女の後ろ姿を発見した。

  「ミラ！」

  　ブレーキ音を響かせながら、僕はミラの行く手に回り込む。立ち止まったミラが、虚うつろな瞳で僕を見た。いつもの溌はつ剌らつとした光が消え失せた、抜け殻がらのような瞳だった。

  　ミラは人間を──僕を嫌いになったのではないか。

  　脳のう裏りによぎった不安を、僕は振り払う。自転車を乗り捨てた僕は、ミラの前で両手を広げた。

  「一緒に帰ろう」

  　しかし、ミラは僕から離れるように一歩後ずさる。まるで僕を拒絶するように、ミラは無言で首を振る。でも、たとえ拒絶されても、ここで引き下がるわけにはいかない。

  　両手を広げたまま近寄ると、ミラは微かすかに身を引き、怯おびえた目で僕を見た。

  「……どうして、わたしはみんなとちがうの？」

  　僕は人間で、ミラは魔女。そんなこと今まで一度も気にしなかったのに、それが今のミラを苦しめている。

  「わたしは、みんなと同じになれないの？」

  　消え入りそうなミラの声。そんな儚はかなげなミラを見ていられなくて、僕は大おお股またで歩み寄り、怯える彼女の肩に手を乗せる。しっかりと、ミラの目を見つめる。

  「人間とか、魔女とか、そんなこと関係ない。僕はミラのことが大好きだ」

  　くしゃっとミラの顔が歪ゆがみ、その目からぽろぽろと涙がこぼれ落ちた。

  　ミラの小さな手が、僕の服をぎゅっと掴つかむ。ミラが泣きながら僕の胸に顔を埋うずめる。

  「ふみや……。おかあさん、死んじゃった」

  「うん……」

  「わたし、ひとりぼっちになっちゃった」

  「ミラ……」

  「ひとりぼっちは、嫌いやだよ」

  「ミラは一人じゃないよ」

  　僕がずっとミラのそばにいるよ。

  　そう続けようとして、だけど言えなくて、僕はミラの小さな体を抱きしめる。

  　──どうすることが、ミラにとって一番の幸せなのか？

  　ミラは僕の大事な家族だ。だから僕は、ミラには泣いて欲しくない。ミラには笑って欲しい。幸せになって欲しい。ミラには自由に、平和に、笑って生きて欲しい。

  　だから。

  「……ミラ。僕が君を、楽園に連れて行く」
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   ５　魔女と美女と脅きよう迫はくの炎

  

  　翌日の朝刊は、各紙がこぞって「原因不明の集団失神事件」を一面に取り上げていた。

  　テレビ局の中継車が次々と町に乗り込んでくる異常事態に、学校も臨時休校を決定。学校からは「集団失神事件の原因が判明するまで外出禁止」との通達があったけど、果たして遊びたい盛りの高校生が素直に指示に従うかどうか。

  　まあ、かくいう僕も、そんな命令を無視する生徒の一人なんだけど。

  　この日。僕は臨時休校を良いことに、朝から旅行のための身み支じ度たくを調ととのえていた。目的地は、ミラが生まれ育った魔女の森。白い花が咲き誇る、楽園への入り口だ。

  「ミラも、楽園に持って行く荷物があればまとめておいてね」

  「わかった。荷物まとめる」

  「むふー」と鼻息荒くうなずくと、ミラは押し入れから旅行用のスーツケースを引っ張り出してきた。ミラが茉まつ莉りからもらった洋服やら、簡単たい焼きブラザーズやら、愛用の竹ぼうきやらを鞄かばんに押し込もうとする。

  　どういうわけか楽園に連れて行くと約束してからというもの、僕の小さな魔女はすこぶる上じよう機き嫌げんだった。ミラにとって楽園は、母親との約束の地であり、まだ見ぬ仲間たちとの出会いの場所だ。楽しみにする気持ちもわかるけど……これでお別れだと思うと、無む邪じや気きに喜ぶミラを見るのは複雑な心境でもあった。

  「ミラ。そんなには持って行けないよ」

  　僕がやんわりとたしなめると、ほうきをスーツケースに押し込もうとしていたミラは悲しそうにアホ毛を萎しおれさせた。気の毒な気もするけど、こればかりは仕方がない。僕は自分の身支度を中断し、ミラの荷造りを手伝うことにした。

  「うーむ。茉莉にもらったこの派手な服は、いらないな」

  　ぽいっ。僕が服を投げ捨てると、ミラが「いるー」と叫んで飛びついた。きちんと折りたたみ、スーツケースに洋服を詰め込むミラ。

  「うーむ。このスクール水着は、いらないな」

  　ぽいっ。僕がスク水を投げ捨てると、ミラが「いるー」と叫んで飛びついた。きちんと折りたたみ、スーツケースにスク水を詰め込むミラ。

  「うーむ。このたい焼きブラザーズは」

  「ぜったいいるー！」

  　ミラが僕の腕に飛びついてきた。ああもう、荷物を減らそうとしているのに全然減らないじゃないか。こんなことをしていたら荷造りだけで日が暮れちゃうよ。

  　ピンポーン。

  　出発前から途方に暮れていると、玄関の呼よび鈴りんが鳴った。

  　ミラが「あ、おきゃくー」と言いながら、ぱたぱたと玄関へ向かう。こら、まだ荷造りが終わってないだろ。僕が一つ所にじっとしていられない魔女を追いかけるが、どういうわけかミラは廊下の途中で立ち止まり、玄関を見つめていた。

  「どうしたの？」

  　立ちすくむミラの頭をポンと叩たたくと、僕は彼女を追い抜いて玄関に向かった。そのまま、来客が何者か確認もせずにドアを開ける。はいはい、どちら様ですか？

  　ドアを開けると、美人が立っていた。

  　艶つやのある黒髪。秘書を思わせるシンプルな、だけど高級そうな女物のスーツ。整った顔立ちに不釣り合いな機能性重視の眼鏡めがね。僕と目が合って穏やかに微笑ほほえむ彼女には「ぽわん」という平和な擬ぎ音おんがよく似合う。

  「こんにちは」

  　にっこりと微笑みながら、彼女が僕に会え釈しやくする。つられて僕も会釈を返しながら、「前にどこで会ったかな」と思案を巡めぐらせ……。そうだ。この人は、僕が自転車でミラを捜さがしていたときに出会った女性じゃないか。

  「あ、どうも……。ええと」

  「柏かしわ崎ざき文ふみ哉やさん。じつは、魔女のことについて折り入ってお話があるのですが、少しお時間をいただけますか？」

  　名も知らぬ美女の登場に戸と惑まどっていた僕だけど、魔女と聞いてはさすがに警戒心を抱かずにはいられない。彼女はいったい何者なのか。

  　僕が露ろ骨こつに疑ぎ惑わくの目を向けると、謎なぞの美女は思い出したようにポンと手を叩たたき、懐ふところに入れた。彼女が取り出したのは、一枚の名刺。

  「どうもどうも。私、こういう者です」

  　緊迫感のない口調で手渡された名刺には、「独立行政法人　野生動物保護研究所　魔女保護機関　本部長兼主幹研究員　七なな篠しの美み由ゆ紀き」と記されていた。

  「肩書きが長くてごめんなさいね。お役所仕事だからしょうがないのよ」

  　そう言って独立行政法人の本部長様はほんわかと笑った。どこまでも緊迫感のない人だった。

  

  　家に上げていいものか迷った結果、僕は玄関先で彼女と相対することにした。何かあれば、いつでも美人の来客を家から追い出す構えだ。

  　相手が魔女を捕まえに来た人間だとわかっているのか、怯おびえたミラが僕の背中に身を隠す。僕の服をぎゅっと掴つかむミラを見て、七篠さんは子供をあやすように柔やわらかく微笑んだ。

  「魔女保護機関から来た七なな篠しのです」

  　七篠さんがミラに自己紹介をする。僕は「来るべきものが来たか」と内心で思いながらも、表向きは驚き戸と惑まどっている表情を装よそおった。

  「その魔女保護機関の方が、僕に何の用ですか？」

  　名刺を持ったまま、僕はあくまでしらばっくれる。当然だ。ミラの正体がばれたら希少生物保護の名目で連れ去られてしまう。せめて今日一日だけは……ミラを楽園に送り届けるまでは、ミラは魔女ではないと相手に思い込ませなければならない。

  　大丈夫。茉まつ莉りが魔女保護センターの職員に会ったと聞いたときから、いつかこんな日が来ることは予想していた。心構えはできているし、ミラにも魔女であることは隠すように厳命してある。僕が、このぼんやりしたお姉ねえさんを騙だまし通せば、それで問題は解決だ。

  「文ふみ哉やさんは魔女を知っているわよね？」

  「ええ、ニュースで見ました。魔女は絶滅したって聞きましたけど」

  「私の仕事は、魔女の生き残りを見つけて保護することです。そのために私はここへ来たのよ」

  「へえ、そうなんですか。大変なお仕事ですね」

  　知らないふりをする僕に、七篠さんは「むすっ」と頬ほおを膨ふくらませる。名刺の肩書きから考えても相当な年上のはずだけど、笑ったりむくれたりする表情は二十代前半と言われても信じられる若々しさだ。

  「知らないふりをするのはやめて欲しいわ。これじゃ、話が先に進まないじゃない」

  「やめるもなにも、僕は本当に何の話かわからないんです」

  「……本当にわからないの？」

  　七篠さんが困ったような目で僕を見る。……おや？　ひょっとして僕の嘘うそを信じ始めている？　いいひとオーラ全開の七篠さんは、案外ちょろいかもしれないぞ。

  　そうして僕が油断していると、七篠さんは頬に手を当てて「ほう」とため息をついた。

  「文哉さんは商売上じよう手ずなのね」

  　は？　言ってる意味がわからず戸惑う僕の前で、七篠さんは胸ポケットからボールペンを取り出した。横長の手帳らしきものにさらさらと何やら書き込むと、

  「これが欲しかったのよね？」

  　と、手帳を破って僕に紙を差し出した。

  　渡された紙は小切手で、金額欄には「１」の後に「０」が八つ並んでいた。……一億円!?

  「それで、あなたの魔女を売ってくれないかしら？」

  　ふざけるな！　ミラは僕の家族だ！　家族を売る気はない！

  　怒鳴りつけようとした僕は、すんでのところで怒りを呑のみ込む。

  　危ない危ない。ここで怒ったら、僕が魔女を匿かくまっていると認めるようなものだ。僕はあくまで「魔女なんて知らない」という態度を貫つらぬかなきゃいけない。その姿勢をまっとうするなら、ここで僕が取るべき反応は。

  「言ってる意味がわからないんですけど。魔女って、何のことですか？」

  　とぼけながら、僕は小切手を差し返す。一億円の小切手を返されたのが意外だったのか、七篠さんは驚きに目を丸くした。

  「一億では足りないと言うの？　文ふみ哉やさんって見かけによらず欲張りなのね。じゃあ、思い切って一億五千万でどうかしら？」

  　あまりに筋違いなことを言われて、さらに怒りが湧いてくる。

  　そのとき、背後にいたミラが僕の腕に手を添えた。ミラが不安そうに僕を見る。

  　七なな篠しのさんの心ない言葉は、僕を不快にさせ、ミラを不安にさせていた。

  （心配しないで。僕はミラを売ったりしないから）

  　僕がミラの手を握ると、ミラも手を握り返してくれた。ミラの温もりを感じて、僕の心も平静を取り戻す。喉のどまで出かかった怒りの言葉を呑のみ込んだ僕は、そこで奇妙な違和感を覚えた。……なんだろう、何かが引っかかる。何かが腑ふに落ちない。

  　独立行政法人がどういうものか知らないけど、国家権力が背景にあるなら魔女を強制的に連れ去ることもできるはずだ。なにしろ僕は天然記念物を内緒で飼っている犯罪人。向こうには魔女を保護するという大義名分がある。それなのに、わざわざ一億円も支払って買い取ろうとするのは不自然ではないか。

  　なぜミラを力ずくで奪おうとしないのか。なぜミラの見ている前で、成功するとは思えない魔女の売買を持ちかけるのか。思い返してみれば、さっきから七篠さんは「魔女」という言い回しをしている。「ミラ」を引き渡せとは一言も口にしていない。

  　……ひょっとして、七篠さんはミラが魔女だと気づいていないのではないか？　気づいていたとしても、ミラが魔女だという確証を持てずにいるのではないか？

  　ミラが暴走して迷まい子ごになったとき、七篠さんは僕にミラの居場所を教えてくれた。あれは、ミラが魔女かどうか確かめようとしたのではないか。ミラの心が静まれば、魔力暴走騒動が収まるか確認したかったからではないか。

  　ミラが魔女だと知らないから、あるいは魔女だという確証がないから、強引に連れ去るわけにはいかない。だから僕に接触してきた。ミラが魔女だという決定的な証拠を掴つかむために。

  　僕が取引に応じれば良し。取引に反発しても、怒って口を滑らせればそれで十分。ミラが魔女だという確証さえ得られれば、あとはどうとでもできる。

  　僕の想像が正しいとすれば、これはチャンスだ。

  　僕が口を滑らせなければ、七篠さんは黙って引き下がるしかない。僕とミラの未来は、僕がどれだけ上じよう手ずに嘘うそをつけるかにかかっている。

  　僕は気持ちを引き締め、素知らぬふりで七篠さんに向き直る。七篠さんは小切手を見ながら、指でボールペンを回していた。

  「これでも不満だなんて、文ふみ哉やくんはお金の亡もう者じやだわ。幾いくらなら魔女を売ってくれるんですか？」

  「ぷんぷん」という擬ぎ音おんが似合いそうな、怒っているのに全然怒っているように見えない表情で、七なな篠しのさんは僕をにらみつける。魔女とは無関係だと態度で示すため、僕は掌てのひらを上に向け、アメリカンジェスチャーで「さあ」という素そ振ぶりを見せた。

  「勘かん弁べんしてください。魔女だなんて言われても、僕には何のことかわからないんですから」

  「しらばっくれないでください。私、困ります」

  「いやいや、困っているのは僕の方です」

  　七篠さんは子供のように頬ほおを膨ふくらませると、がっくりと肩を落として、胸ポケットにボールペンを差した。

  「わかりました。今日のところは引き上げます。……だけど、これだけは言わせてください」

  　顔を上げた七篠さんは和なごやかな笑えみを浮かべた。いいひと感あふれる彼女の微笑ほほえみに……なぜか僕は背筋が震ふるえた。

  「魔女はそこにいるだけで人を不幸にします。魔女は危険な生き物です。ろくな知識もない素人しろうとが魔女と暮らすのは自殺行為と言わざるを得ません。悪いことは言いません。魔女とは今すぐに縁を切るべきです。そうしなければ……」

  　僕の顔を見ながら、七篠さんは穏やかに微笑む。

  「あなたは魔女に殺されるでしょう」

  　なんという心ない言葉だろうか。黙っていることがこんなに辛つらいのは初めてだった。知らないふりをすることがこんなに苦しいのは初めてだった。叶かなうならこの場で立ち上がり、「ミラは僕を傷つけたりしない！」と怒鳴りつけてやりたかった。実際、爆発する寸前まで僕の感情は昂たかぶっていた。

  　そんな僕の手を、ミラがきつく握りしめた。それで、七篠さんの言葉に耐えているのは僕だけじゃないと気がついた。僕がミラの手を握ると、ミラも手を握り返してくれた。

  　ミラの温もりを感じて、僕の昂っていた心が平静を取り戻す。

  「ええと、何度も言うようですけど、僕は魔女のことなんて知りませんよ？」

  　七篠さんはしげしげと僕の顔を眺めると、やがて静かに肩を落とした。

  「ごめんなさい。どうやら私は勘違いをしていたようですね。いろいろと不ぶ躾しつけなことを言ってすみませんでした」

  　七篠さんが僕に頭を下げる。……良かった。なんとかごまかすことができたようだ。

  　七篠さんの謝罪を受けた僕は、しかし最後まで気をゆるめずに彼女を見送った。玄関を出た七篠さんは会え釈しやくをして、ドアを閉めようとして……のほほんとした笑顔で言った。

  「さようなら、文哉さん。魔女に殺されないように気をつけてね」

  　七篠さんの皮肉を込めた挨あい拶さつに僕はカチンとくる。この人は、まだ僕が魔女を匿かくまっていると疑っている。魔女がいつか僕を殺すと信じている。

  　そう思ったとき、僕と手を繋つないでいたミラが前に出て七なな篠しのさんをにらみつけた。

  「わたしはふみやを殺したりしない」

  　予想外の一言に、七篠さんの顔は驚きに包まれた。たぶん僕の顔も驚きに包まれていたと思う。ミラ……ここまで我慢しておきながら、どうして最後の最後で……。

  　いや、考えるまでもない。「お前はいつか文ふみ哉やを殺す」と言われて、ミラは黙っていられなかった。それだけは聞き流すわけにはいかなかった。ミラは絶対に僕を傷つけないと、はっきり言わずにはいられなかった。我慢に我慢を重ねて、最後に堪かん忍にん袋ぶくろの緒おが切れた。ただそれだけの話だ。

  「ありがとうございます。怒らせたのなら、ごめんなさいね」

  　七篠さんは、にこやかに、朗ほがらかに、ミラへと語りかける。

  「だけど、保護された魔女がどんな目にあっていたか知っても、同じことが言えるかしら？」

  　七篠さんに見つめられたミラは、びくんと体を震ふるわせる。僕は反射的にミラをかばい、扉を閉めようとドアノブに手をかけた。

  「魔女と同じくらい、人間も怖いのよ──」

  　七篠さんの声を遮さえぎって、僕は叩たたきつけるように扉を閉めた。すぐさま鍵かぎを掛け、扉を背にすると、玄関ではミラがうつむいていた。小さなミラが、いつも以上に小さく見えた。

  　不安そうな目で、ミラは僕を見上げる。

  「……おかあさん、人間にひどいことされたの？」

  　七篠さんの捨て台詞ぜりふを真まに受けたミラが、人間に保護されていた母親を気にかける。だけど僕には答えることができない。保護された最後の魔女がどんな扱いを受けていたか、僕には知る術すべがない。

  　それでも僕は、答えるべきだったのかもしれない。嘘うそでもいいから「人間は、そんなことはしない」と言うべきだったのかもしれない。

  「ふみやも──」

  　言葉を続けようとしたミラは、そこで口を閉ざした。

  　何を聞こうとしたの？　ふみやも──ミラにひどいことするの？　そう聞くつもりだったの？　僕は聞き返そうとして、だけどミラの口からそんな言葉を聞きたくなくて、結局何も言えなかった。

  　和なごやかな笑顔の美人は、去り際ぎわに不安の種を植え付けていった。

  

  　絶滅危き惧ぐ種である魔女を捕獲したら、国は厳重な監視態勢を敷くだろう。どことも知れない場所に隔かく離りされ、秘密の施設に閉じ込めるに違いない。もちろん面会など許されない。囚とらわれたが最後、魔女は死ぬまでひとりぼっちで過ごすことになるのだ。

  「最後の魔女サヤカ」は捕獲されてから死ぬまでの間、ずっと施設に閉じ込められ、一歩も外に出ることを許されないまま生しよう涯がいを終えた。そんな横おう暴ぼうが許されていいのか！　否いな、断じてミラをそんな目に遭あわせるわけにはいかない！

  　……という話を電話口で延々としていたら、

  『ようするに私の助けが欲しいのね。だったら素直にそう言いなさい』

  　と茉まつ莉りに諫いさめられた。

  　七なな篠しのさんが帰った後、すぐさまリョータと茉莉に電話をかけた僕は、「国の保護機関がミラを狙ねらっているから助けて」とみっともなく泣きついた。自分でもみっともないとわかっていたので、できるだけ無ぶ様ざまに聞こえないよう遠回しにいいわけを並べ立てての協力要請だった。

  『遠回しにぐだぐだ言われると腹が立つのよね。私はいいわけがましい男が嫌いなの。言いたいことがあるならはっきり言いなさい』

  「……助けてください」

  『よろしい』

  　以上の会話から得られる教訓は、「頼み事をするときは相手を見て言い方を考えろ」なのか、それとも「友達の前でくらい、素直になれ」なのか。後者かな。

  『話はわかったわ。文ふみ哉やがどうなろうと知ったことじゃないけど、ミラがピンチなのは見過ごせないわね』

  「うん、そうだね」

  　棒読みで相づちを打つのが、僕の精一杯の反抗だ。

  『それで、私は何をすればいいのかしら？』

  「実は、今からミラを楽園に連れて行く予定だったんだけど……」

  　外に出れば、十じつ中ちゆう八はつ九く、魔女保護機関の人間が待ち構えているだろう。今のところ家に乗り込んで来る気配はないけど、それだっていつまで大丈夫かわからない。

  『つまり、文哉は魔女保護機関の人間に見つからずに家を抜け出して、魔女の森まで行きたいのね』

  「そうなんだ。リョータが自転車で迎えに来るって言うから、夜まで待って暗いうちに脱出しようと考えてるんだけど……」

  『まるで夜逃げね。確かにリョータの自転車なら追っ手をまけるかもしれないけど、それで魔女の森までたどり着けるの？　夜は電車もバスも止まっているでしょう？』

  「うん、だから、その……森まで行くためのタクシー代と言うか……」

  『ようするに逃走資金が欲しいのね。わかったわ、貸してあげる。トイチで』

  　十日で一割の利り子しというまるで悪徳金融業者の脅おどし文句が聞こえた気がしたけど、背に腹は代えられない。僕は「う、うん……」と消極的賛同の意志を示した。

  『冗じよう談だんよ。友達から利子は取らないから安心しなさい。文哉の家の近所に私のお父様が愛人のために買ったマンションがあるって話、覚えてる？　脱出したらそこに立ち寄りなさい。お金と、餞せん別べつのたい焼きを用意して待ってるわ。住所は……』

  　僕はマンションの住所をメモすると、茉まつ莉りにお礼を言って受話器を置いた。命の次に大事な自転車を貸してくれるリョータといい、やっぱり持つべきものは友達だ。

  　脱出計画が決まり、僕とミラは大急ぎで荷物をまとめる。えんやこらとミラの着替えを鞄かばんに押し込んでいると、一いつ張ちよう羅らの花柄ワンピースに着替えたミラが、右手にたい焼きブラザーズ、左手に我が家の竹ぼうきを持って現れた。

  「それも持って行くの？」

  　こくこく。

  「ほうきは置いて行きなさい」

  　ふるふる。

  　どうやらミラは、我が家の竹ぼうきをいたく気に入っているらしい。暇ひまさえあればほうきに乗る練習をしていたから愛着が湧わいたのかな。僕の背せ丈たけほどもある竹ぼうきは、はっきり言って邪じや魔まだけど……。

  「しょうがない。それは僕が持って行くよ」

  　僕がほうきを肩に担かつぎ、ミラはたい焼きブラザーズを鞄に詰め込む。そういえば茉莉もたい焼きブラザーズを買うとか言ってたけど、結局どうしたのかな？　そんなどうでもいいことを考えながら、僕は荷物を押し込むミラを見守る。

  　いつだって僕が頭を撫なでてあげれば、ミラは幸せそうに目を細めて喜んでくれた。それが当たり前だったから、僕は何の疑いもなくミラの頭に手を乗せた。

  　僕の手が触れると、ミラは驚いて飛び退のき、怯おびえた目で僕を見た。

  「……ごめん」

  　僕が謝あやまると、ミラは慌あわてて首を振った。

  「びっくりしただけ」と言うミラの笑顔は、どこかぎこちなかった。

  　……どうして気づかなかったのだろう。ミラは母親の死を知ったばかりなのに、人間の世界に自分の居場所はないと思い知ったばかりなのに、人間は魔女にひどいことをしていると教えられたばかりなのに、平然としていられるはずがないじゃないか。

  　楽園に行くと決まってからやけに明るく振る舞っていたのは、不安の裏返しだったのか。不安を隠すために無む邪じや気きを装よそおっていたのか。そんな我慢をさせていたことに、僕は少しも気づかなかった。

  「……ミラを連れてきたのは、間違いだったのかな……」

  　僕と暮らさなかった方が、ミラは幸福でいられたのかもしれない。

  　僕が森から連れ出さなければ、ミラが母親の死を知ることはなかった。ミラが怖い思いをすることもなかった。ミラに悲しい思いをさせることもなかった。僕がミラを森から連れ出さなければ……。

  「ふみや……」

  　ミラのか細い声で僕は我われに返る。見れば、ミラは荷物をまとめる手を止めて、呆ぼう然ぜんと僕を見上げていた。

  「……わたしと暮らしたこと、まちがいだった？」

  　ミラの質問に僕は言葉を失った。自分が口を滑らせたのだと気づくまで、僕には数秒の間まが必要だった。僕は誤解を解こうとして、懸命に言葉を探して──

  　ピンポーン。

  　玄関の呼よび鈴りんが鳴る音を聞いた。

  　窓を見れば、いつの間にか日は沈み、外は暗くなり始めていた。リョータが来たのかと思い、僕はほうきを担かついだまま玄関に向かう。心の中で「助かった」と思っている僕がいた。

  「やあ、リョータ。早かっ……」

  　……僕は馬鹿だ。いつもの調子で、相手を確認もせずにドアを開けてしまうなんて。

  　そこには、高級スーツを着こなす眼鏡めがねの美女が立っていた。

  　すぐさまドアを閉めようとするが、彼女──魔女保護機関本部長の七なな篠しのさんは右手で扉を掴つかみ、軽々と僕の行動を阻そ止しする。僕は扉に全体重をかけているのに、七篠さんは右手一本で拮きつ抗こうしている。細身の体からは信じられない腕力だ。

  「こんばんは。今日は月がとても綺き麗れいですよ」

  　ドアの隙すき間まから七篠さんが笑顔を覗のぞかせる。この状況で柔にゆう和わに微笑ほほえむ彼女を見て、僕は理由もなく背筋が冷たくなった。

  　──おかしい。この人は、なにかがおかしい。

  「それでは、文ふみ哉やさん。魔女を引き渡していただけますか？」

  「ま、待ってください。魔女を隠していたのは謝あやまりますから、どうか今夜だけは見み逃のがしてください。明日になったらちゃんと魔女を連れて行きます」

  　とにかくこの場だけでも乗り切ろうと、僕は口から出任せをまくしたてる。

  「せめて最後に一晩だけ、ミラと一緒にいさせてください。二人きりで最後のお別れをさせてください。そうすれば明日には必ず……」

  「うふふ。駄だ目めです」

  　七篠さんが右手でドアをこじ開ける。ドアを支えていた僕は、苦もなく押し返されて扉ごと体を引きずられた。

  「ミラ！　逃げろ！」

  　懸けん命めいにドアを押さえつけながら僕は叫ぶが、それは逆効果だったようだ。何ごとかと驚いたミラは、荷物を放り出して玄関へと駆けつけた。僕はとっさにドアから手を離し、持っていたほうきを竹し刀ない代わりにして七篠さんの前に立ちはだかる。

  　しかし、朗ほがらかに微笑ほほえむ七なな篠しのさんは、僕を見ていなかった。

  「こんばんは、ミラさん」

  　邪じや魔まな蚊かを追い払うように、七篠さんが軽く手を横に振る。手も触れていないのに、僕は横よこ殴なぐりの力を受けて、ほうきを持ったまま壁に叩たたきつけられた。

  　なんだ？　何が起こったんだ？　わけがわからないまま僕の体は床へとずり落ちる。

  「ふみや！」

  　僕に駆け寄ろうとするミラ。しかし、僕が排除された途端に黒いスーツの男二人が廊下になだれ込んできた。倒れている僕の前を黒い革かわ靴ぐつが通り過ぎる。廊下の奥から「ふみや！」というミラの悲鳴が聞こえてくる。

  　痛みを堪こらえながら顔を上げると、屈強な男二人に腕を掴つかまれているミラが見えた。

  「ミラを、離せ！」

  　痛みに耐えながら、僕はほうきを杖つえ代わりにして起き上がる。よろけながらも黒服に殴なぐりかかろうとしたところで、僕の体は真横へと吹き飛び、今度は反対側の壁に叩きつけられた。

  　なんだ。僕は何をされたんだ。倒れる僕の頭にひらめいたのは、ミラが魔法の特訓をする姿。手を触れずに重たいペットボトルを動かせるようになること。それが、魔法の基本形。

  「魔法……」

  　僕のつぶやきが聞こえたのか。七篠さんが「まあ」と感心した声を漏もらす。見上げると、僕のすぐそばで穏やかに微笑んでいた。

  「文ふみ哉やさんは勘かんが鋭いですね。感心感心」

  「……あんたは、魔女なのか？」

  「いいえ。私は人間です。魔法を使えるように体と脳みそをいじられた、ただの人間ですよ」

  　微笑みながら語る彼女に、僕は悪お寒かんを覚える。誰が見てもその顔は笑っているのに、彼女の心は少しも笑っていない。そのアンバランスさが僕の背筋を凍らせる。

  「あんたは、魔女保護機関の人間じゃないのか」

  「はい。違います。保護機関の人間が『保護された魔女はひどい目に遭あう』なんて話をするはずがないでしょう？　他の嘘うそは見抜いたのに、どうして保護機関の人間だという嘘だけ無条件で信じたのかしら。私にしてみれば、そちらの方が不思議です」

  「お前は、何者、なんだ？」

  「そうですね……」

  　七篠さんは首を傾げながら、人差し指を顎あごに当てて考えるしぐさをする。無む邪じや気きな子供のように溌はつ剌らつと彼女はうなずいた。

  「密みつ猟りよう者しやという呼び方が一番的確ですかね。珍しい生き物を捕まえて、欲しい人に高く売りつけるのが私の仕事です」

  　七篠は僕のそばにしゃがみ込み、柔和に微笑む。

  「知ってる？　魔女って高く売れるのよ。生きた魔女が手に入るならいくらでも出すっていう好こう事ず家かが、世の中にはごまんといるのよ。魔女は見た目が人間に似ているから、いろいろな楽しみ方があるのでしょうね」

  　僕は全身から血の気が引いていくのを感じた。駄だ目めだ。こいつにだけは捕まっちゃいけない。こいつに捕まるくらいなら、保護機関の方が百万倍マシだ。こんなやつに捕まったら、ミラはどんな目に遭あわされるか……。

  「ふみや！　ふみや！」

  　倒れている僕の前を、黒服に抱かかえられたミラが運ばれて行く。待て！　行くな！　僕は痛む四肢に力を込め、雄お叫たけびをあげながら立ち上がった。

  「ミラから離れろ！」

  　叫びながら、ほうきの柄で黒服に殴なぐりかかる。渾こん身しんの力を込めて振り下ろしたほうきは、空中で真っ二つにへし折れた。七なな篠しのの魔法だ。そう気づいたとき、僕は右腕がボキリと鳴る音を聞いた。

  　突然の激痛に、僕は喉のどが張り裂けんばかりに絶叫する。あまりの痛みにうずくまったとき、僕の腕は不自然に外側へと曲がっていた。

  「暴れると怪け我がをしますよ？」

  　魔法で僕の腕をへし折っておきながら、七篠がにこやかに忠告する。脅おどしに屈するものかと僕がにらみ返すと、七篠はむすっと不ふ機き嫌げんそうな顔になった。

  　突然、僕の右腕が勝手に動き、掌てのひらが床に叩たたきつけられた。びたんっと大きな音がして、僕の右腕に想像を絶する痛みが走る。慌あわてて押さえるが、どんなに力を込めても僕の掌は床に張り付いたまま離れなかった。

  「おいたをする子には、おしおきが必要です」

  　僕の真正面にかがみ込んだ七篠は、「めっ」と僕を叱しかりつけ、おもむろに胸ポケットのボールペンを取り出した。くるくると器用にペンを回す七篠は、じっと僕の掌を見つめている。ちょっと待った。いったい何を……。

  「大丈夫ですよ。安心してください。ボールペンの扱いには慣れているんです」

  　すとん、と不思議なほど抵抗なく、ボールペンが僕の手の甲こうを貫通した。

  　掌を床に縫ぬい付けられた僕は、あらん限りの声で悲鳴をわめき散らす。腕の骨折など比較にならない激痛が、もはや激痛などと呼べない熱さが、僕の体を駆け巡めぐる。

  「ふみや！　ふみや！　ふみやあああああ！」

  　ミラの絶叫が聞こえる。直後に、視界の端で屈強な男たちが次々と床に跪ひざまずくのが見えた。あれは、まさか、魔力の暴走？　手に風穴を開けられた僕を見てショックを受けたミラが、魔力を暴走させたんだ。

  　チャンスだ。今なら黒服たちは動けない。これがミラを連れて逃げる最後のチャンスだ。僕は必死に歯を食いしばり、立ち上がろうとする。だが、床に縫ぬい付けられた右手は、ほんの一ミリ動いただけでも僕の体に激痛を走らせた。

  「逃げろ、ミラ！　逃げるんだ！」

  「うがあああ」とか「いぎいいい」とか叫びながら、僕はせめてミラだけでも逃がそうと呼びかけた。だけど、出口は目と鼻の先なのに、泣きそうな顔のミラはなぜか外に出るのを躊ちゆう躇ちよしている。馬鹿！　さっさと逃げろよ！　どうして逃げないんだよ！

  「ミラさんはいい子ね。飼い主の危機を見過ごせないなんて、ペットの鑑かがみだわ」

  　黒服が倒れ、ミラが今にも逃げ出さんとしているのに、それでも七なな篠しのは焦あせるどころか笑顔を崩しもしない。魔力暴走の中でも平然としている七篠は、胸ポケットから新しいボールペンを取り出すと、指先で器用にくるくると回し始めた。

  　僕の意志に関係なく、僕の左手が、勝手に床に叩たたきつけられた。

  　七篠がふんわりと微笑ほほえみ、僕は次に僕の手がどうなるか予測して、恐怖で「ガチガチ」と歯を鳴らす。

  「安心してください。ボールペンの扱いには慣れているんです」

  　そう言って七篠はボールペンを持つ手を振り上げた、僕は悲鳴をあげながら目を閉じ、そして。

  「やめて！　やめて！　何でも言うこと聞くから、ふみやをいじめないで！」



  [image: ]


  　泣きながら懇こん願がんするミラの声を聞き、七なな篠しのは僕の左手に当たる寸前でボールペンを止めた。

  「それじゃ、まずは私の目を見なさい。落ち着いて、魔力暴走を止めてもらえるかしら？」

  　七篠ののんびりとした声に、ミラは涙を流しながらも、脱力してうなずく。間もなく、跪ひざまずいていた黒服たちがめまいを堪こらえるように頭を押さえながら立ち上がった。

  「では、ミラさん。私と一緒に来てもらえるかしら？」

  　表情も言葉遣づかいも穏やかだけど、やっていることは脅きよう迫はく以外の何ものでもない。僕の命を盾たてに取られたミラに断れるはずもなかった。

  　それでもミラは最後に意地を見せた。ミラは気丈にも要求を口にしたのだ。

  「約束して。何でも言うことを聞くから、その代わり、ふみやだけは助けてあげて。お願いだから、ふみやを助けて……」

  「本当にあなたはペットの鑑かがみですね。わかりました。あなたのご主人様をこれ以上傷つけたりはしません。約束します」

  　七篠はボールペンを持ったまま手を上げて宣せん誓せいのポーズを取る。それで納得したのか、ミラは黒服に腕を引かれて歩き出した。ミラの後ろ姿が遠ざかるのに、僕は助けるどころか、恐怖に震ふるえて声を出すことすらできなかった。僕の口から漏もれるのはガチガチと歯の鳴る音だけだった。

  　身動きできずにいる僕の前に、七篠がしゃがみ込む。僕と同じ視線の高さになって、彼女はできの悪い子供をあやすようににっこりと微笑ほほえんだ。

  「痛い思いをさせてごめんなさい。今、楽にしてあげるわね」

  　七篠の指が僕の額ひたいに触れた。直後、スイッチが切れたように僕の全身から力が失われた。床に倒れた感触はあるのに、痛みをまるで感じない。視界は真っ暗くら闇やみになり、腕の痛みも、恐怖さえも、すべてが一瞬にして消え失うせた。

  　薄れていく意識の中で、僕は思う。

  　……僕はミラを守れなかった。楽園に連れて行くと約束したのに。ひとりぼっちにしないと誓ったのに。

  　僕は無力だった。僕は、ただの嘘うそつきに成り果てた。

  　遠くでドアの閉まる気配がする。扉が閉まる間ま際ぎわ、僕はミラの声を聞いた気がした。

  「ふみや……ごめんなさい……」

  　悪いのは僕なのに。嘘をついたのは僕なのに。どうしてミラが謝あやまらなきゃいけないのか。わからない。もう僕には何もわからない。

  

  　手を床に縫ぬい付けられたまま、僕は廊下に倒れている。

  　うっすらと意識はあるものの、視界は暗く、声も出せず、骨を折られて穴を開けられた手の痛みすら感じられない。僕はただ息をしているだけ。何も考えられない。

  　どれくらいそうしていたのか。ぼんやりとした意識の中で、僕は扉の開く音を聞いた。どたどたと土足で廊下を歩く音を聞いた。

  「誰だろう」と思う間まもなく、ばしゃばしゃと水を撒まく音が聞こえてきた。鼻をつく刺激臭には心当たりがある。この匂いは、ガソリンだ。

  　──誰かが、僕の家に火をつけようとしている。

  　駄だ目めだ。そんなの駄目だ。そんなことしたら、ミラの帰る家がなくなるじゃないか。家がなくなったら、ミラと一緒に暮らせなくなるじゃないか。

  　僕は動かない体に力を込める。どうにかしないと。僕が、この家を守らないと。ミラと過ごしたこの家を、僕が……。

  　かろうじて左手の指が動いた。

  　放火を阻そ止しするため、僕の指は地面を這はい回り、やがて何かにぶつかった。僕の指が何かを握りしめる。少しずつ、少しずつ、何かを引きずって、ようやく目の前まで運ぶ。

  　それは、半分に折れた、魔法のほうきだった。

  　これはミラが大事にしていたものだ。守らなきゃ。僕が、守らなきゃ。

  　最後の力を振り絞り、僕は片手で魔法のほうきを抱きしめた。絶対に離すまいと、強く強く胸に抱きしめた。

  

  　そして、僕とミラの家は──。



  


   ６　魔女と猫と逆転プラン

  

  　どれくらい眠っていたのだろう。深く暗い海の底から浮き上がるように、僕の意識が覚かく醒せいしていく。まどろみの中で、僕はゆっくりと瞼まぶたを開く……。

  　目を開けると、鬼の形ぎよう相そうをした茉まつ莉りが腕を組みながら僕を見下ろしていた。

  「……鬼がいる。僕は地じ獄ごくに堕おちたのか」

  「どうやら命が惜しくないようね」

  　地獄の鬼も真っ青になりそうな邪じや悪あくな答えが返ってきた。

  　一気に眠気から覚めた僕は、体を起こそうとして、

  「……痛っ！」

  　痛みを感じて反射的に右腕を触った。どうやら誰かが手当てしてくれたらしい。右腕には骨折用のギプスが着けられ、肘ひじから掌てのひらまで包帯でぐるぐる巻きに固定されていた。

  「怪け我がをしているんだ。無理はするな」

  　そう言って僕をベッドに押し戻したのは、私服姿のリョータだった。言われるまま横になりながら、僕は見覚えのない室内を見渡す。

  　清潔感のあるクリーム色の壁紙。僕が横たわる白いパイプベッドの脇には、花か瓶びんが置かれた白い棚。乳白色のカーテンが窓を覆おおい、反対側の壁には廊下へと続く引き戸がある。ベッドの脇には三脚の丸まる椅い子すと仁に王おう立だちの茉莉。それにほっとした表情で僕を見るリョータ……。

  「ここは？」

  「病院よ」

  「病院？　どうして僕はこんなところに……」

  　過去を思い返そうとした瞬間、記憶の波が濁だく流りゆうとなって僕の頭に押し寄せた。

  　そうだ。僕は密猟者を名乗る女に襲おそわれ、痛めつけられ、ミラを連れ去られ、それからガソリンを撒まかれ──

  「ミラは！　ミラはどうなったんだ！　僕の家は無事なのか！」

  「うるさいわね。少し落ち着きなさい」

  　この状況で落ち着けるか！　他ひ人と事ごとだと思って悠ゆう長ちようなことを言う茉莉を、僕は怒鳴りつけようとして……茉莉の目が真っ赤に充血していることに気がついた。

  　そうか。僕が意識不明だったことはどうでもいいとしても、ミラがさらわれて茉莉が平気でいられるわけないよな。素直に気持ちを表わせないのは茉莉の性分じゃないか。

  「……怒鳴ったりしてごめん。あれからどうなったか、教えてくれないか？」

  「何があったのか知りたいのはこっちの方よ」

  　悪態をついてから、茉まつ莉りは僕が病院に運ばれた経けい緯いを教えてくれた。

  　ミラが連れ去られた後、リョータが僕の家に到着した。そのときすでに家は燃えていたが、まだ僕が中にいると思ったリョータは迷わず火の海に飛び込んだそうだ。

  「そこで文ふみ哉やを発見して外へ運び出した。ボールペンがなかなか抜けなかったのと、文哉が変な物を握りしめて離さないせいで、運ぶのが大変だったけどな」

  「変な物？」

  　リョータが目線で部屋の隅を示す。そこにはところどころ煤すすけて黒くなっている、折れた竹ぼうきが立てかけられていた。……どうして僕はあんなものを後ご生しよう大だい事じに抱かかえていたのだろう。

  「文哉が『ミラがさらわれた、助けに行かないと』とうわごとのように繰り返していたから、俺は茉莉に連絡して──」

  「二人で僕を病院まで運んでくれたのか」

  　後で知った話だが、この病院は茉莉の親族が経営しているらしい。おかげで夜でも優先的に治療を受けられたうえに、個室まで用意してもらえたとのこと。

  　なるほど。状況は把は握あくした。一言で説明するなら、二人は命の恩人だ。

  「今度はこちらが質問する番ね。文哉には洗いざらい白状してもらうわ」

  　茉莉に尋じん問もんされた僕は、洗いざらい事情を説明した。魔女保護機関を騙かたる七なな篠しのが家に押しかけてきたこと。彼女の正体は密みつ猟りよう者しやで、非常識な力で痛めつけられたこと。ミラが七篠に連れて行かれたこと。そして、何者かが家にガソリンを撒まいて火をつけたこと。

  「その女の仲間が家に火をつけたのか？」

  「そうでしょうね。と言うより、そうとしか考えられないわ」

  　密猟者の立場からすれば、僕を生かしておけば後々面倒になる。かといってミラの見ている前で人質の僕を殺すわけにはいかない。だからミラを連れ去った後、火事に見せかけて殺すことにした。そんなところだろう。僕を助けるというミラとの約束は、はなから守る気がなかったというわけだ。

  　すべての説明を終えた僕は、部屋の隅に放置されている折れたほうきに目を留めた。

  　ミラの大切にしていた魔法のほうきが、焼け焦こげて半ばから折れている。

  　ただそれだけの光景なのに、僕は込み上げる嗚お咽えつを堪こらえきれなかった。折れたほうきを見て僕は初めて、これがすべて現実なんだと痛感した。ミラに大事にされながら、何の役にも立たなかったほうきは、まるで僕のようだと思った。

  　──僕は、ミラを守れなかった。

  「事情はわかったわ。それで、文哉はこれからどうする気？」

  　茉莉とリョータが僕を見る。二人がどんな答えを期待しているかは明白だ。僕は質問に答えようとして……。

  　手の甲こうにボールペンが突き刺さる映像が脳のう裏りにフラッシュバックした。

  　吐きそうになった僕はすぐさま口を押さえる。右手には包帯が巻かれているのに、僕の目には穴の開いた手の甲がはっきりと見える気がした。向こう側が見えるほどの大きな穴から血がとめどなく流れ、包帯は見る間に赤く染まり……。

  「文ふみ哉や！」

  　リョータに怒鳴られて僕は我われに返る。右手を見ると包帯は白いままで、じゅくじゅくとした疼とう痛つうだけが僕の神経を逆さか撫なでしていた。

  　僕はうつむき、大きく息を吸い込んで、吐き出して、今後の方針を二人に伝えた。

  「……ミラのことは、諦あきらめようと思う」

  　感情がすぐ顔に出る茉まつ莉りは、僕の答えを聞いて怒り、そして落胆した。

  「本気で、ミラを見捨てるつもりなの？」

  　真意を問われた僕は、目をそらしたまま無言でうなずく。ミラを助けには行かないと、態度で二人に訴うつたえる。

  　僕とミラの問題に、これ以上二人を巻き込むわけにはいかない。

  　たぶん僕が助けを求めたら、二人はミラ救出を手伝ってくれるだろう。だからこそ、僕は二人の前では本心を明かせない。茉莉とリョータが手にボールペンを突き刺されて悲鳴をあげる姿が、考えたくもないのに想像されて、僕は二人に助けを求めたい気持ちにきつく蓋ふたをする。

  「文哉は、ミラを見捨てるのね？」

  　冷ややかな茉莉の声。僕は茉莉と目を合わせることができない。

  「……しょうがないよ」

  　顔を伏せながら、ようやく僕が声を絞り出した直後！　茉莉のグーパンチが僕の顔面に炸さく裂れつした！　腰の入った殺人フックをまともに食らい、僕は心の中で「えーっ!?」と叫びながら、もんどりうってベッドから転げ落ちる。

  「立ちなさい」

  　顔を押さえて床にはいつくばる僕の前で、茉莉が指をパキパキ鳴らしながら直立する。リアルに生命の危機を感じた僕は、あたふたと慌あわてふためきながら、

  「ちょ、ちょっとタンマ。殴なぐられるのは仕方ないと思うけど、こういうときはせめて平手で殴るものじゃないかな？　今のパンチで歯が折れるかと思ったよ」

  「そんなに歯が心配なら、奥歯を一本一本順番にペンチで引っこ抜いてあげる。歯を全部抜いてしまえば、殴られても折れる心配をしなくてすむわ」

  　茉莉の目がマジなんですけど。超怖いんですけど。僕が部屋の隅で丸くなってあわあわ言いながら震ふるえていると、救いの神ならぬリョータが僕らの間に割り込んできた。

  　リョータは茉莉を牽けん制せいしながら、まっすぐに僕の目を見る。

  「……文哉。お前、一人でミラを助けに行くつもりだろ」

  　ぎく。図星を指されて僕の視線が泳ぐ。

  「やっぱりそうか。水くさいじゃないか！　どうして素直に『ミラを助けに行くから手伝ってくれ』って言えないんだ！　お前が助けを求めれば、俺はいつだって力を貸すぜ！」

  　そんなこと言えるわけないじゃないか。僕が受けた痛みと恐怖に、二人を巻き込めるわけがないじゃないか。だって……。

  「そんなこと、頼めるわけないだろ。二人は、僕の、友達なんだから……」

  　悔くやしさ、怖さ、痛さ、悲しさ。いろんな感情がないまぜになって僕は涙声になっていた。

  「僕は、本当に、怖かったんだ。殺されるかもしれないって、思ったんだ。それなのに、ミラを助けなきゃって気持ちは、変わらなくて、絶対助けなきゃって……。でも、そんな危険なことに……僕のわがままに、友達を巻き込みたくないから……」

  　声を震ふるわせながら僕が答えた直後！　茉まつ莉りのグーパンチが僕の顔面に再ふたたび炸さく裂れつした！　腰の入った殺人フックをまともに食らい、今度は口に出して「えーっ!?」と叫びながら、僕はもんどりうって床を転がる。

  「あんたって、底なしの馬鹿ね！」

  　腰に手を当てた偉そうなポーズで、茉莉が仁に王おう立だちする。下から見上げる茉莉は蛍光灯が逆光になって表情がよくわからないけど、たぶん顔はこれ以上ないくらい怒っているに違いない。

  「まったく。そういうことは先に言いなさい。あんたの嘘うそを真まに受けて殴なぐった私が馬鹿みたいじゃない」

  　……ひょっとしてこれは謝罪なのだろうか。反省っぽい言葉を口にする茉莉だけど、それなら二度目に殴る必要はなかったよね？

  「決めたわ。文ふみ哉やがどう言おうと、私はミラの救出に協力する。いいわね！」

  「え？　で、でも、それは……」

  　逆光の中で、茉莉はパキパキと指を鳴らす。

  「よ、よろしくお願いします」

  「最初からそう言えばいいのよ」

  　ぷいっとそっぽを向く茉莉。視線の先ではリョータがにやにやしながら立っている。茉莉はふてくされたような声で、リョータに尋たずねた。

  「……リョータはどうするつもり？」

  「もちろん！　俺も手伝うぜ！」

  　親指を立ててびしっと自分を指差すリョータは、相変わらずの暑苦しさだ。どうしてこんな単細胞に、僕は本心を見み透すかされたのかな。人間は魔女以上に神秘の生き物だよ。

  「……本当にこれで良かったのかな？」

  　ぽつりと僕が本音をこぼすと、リョータは笑いながら僕に肩を貸して、立ち上がらせてくれた。

  「困ったときは、友達を頼るもんだぜ」

  　あまりにも当然のように言うので、僕は不覚にも泣きそうになってしまった。

  

  「これより作戦会議を始める」

  　指揮官を気取ったリョータが、伸縮自在の指揮棒を持って会議を仕切る。

  　ここはマンションの一室。茉まつ莉りのコネを使って病院を無理矢理退院した僕は、ミラを連れて立ち寄るはずだった茉莉（の父親の愛人）のマンションへと場所を移動していた。今から、ここがミラ救出作戦の作戦本部だ。

  　作戦会議開幕を告げた指揮官リョータが居間の正面奥に立ち、脇では茉莉がノートパソコンを操作している。世界は自分を中心に回っていると信じる茉莉が、勝手に場を仕切るリョータに文句の一つも言わないとは、なかなか希け有うな光景だ。

  「ミッションは全部で三段階に分かれる。第一段階で、ミラの居場所を特定。第二段階で、敵地に潜入。第三段階で、ミラとともに脱出だ」

  　ものすごくざっくりした説明だけど、異論を挟はさむ余地はない。この三段階を一つ一つクリアするしかミラを救う道はないのだ。着実に、まずは第一段階から始めよう。

  「それで、どうやってミラの居場所を見つけるの？」

  「……」

  　それまで饒じよう舌ぜつだったリョータが目をそらして黙り込んだ。

  　作戦は第一段階で頓とん挫ざした。

  「ちょっといいかしら」

  　パソコンの画面をにらみつけていた茉莉が、指揮官に代わって発言する。

  「一度でいいから言ってみたかった台詞せりふがあるのだけれど、言ってみてもいいかしら？」

  「……どうぞ」

  「こんなこともあろうかと、用意していたものがあるのよ！」

  　ノリノリで叫びながら、茉莉はノートパソコンの画面を僕たちに向ける。画面には、僕たちが暮らす町の地図が表示されていた。これがどうかしたのかと思う僕らの前で、茉莉は自慢げに胸を張る。

  「ミラにプレゼントした迷まい子ご札ふだのペンダントにはＧＰＳが内蔵してあるのよ。これでたちどころにミラの居場所を突き止められるわ！」

  「おお～」

  　さすが金持ち。ミラの持つ迷子札にそんな機能が隠されていたなんて！

  　僕たちの拍手喝かつ采さいを、茉莉は鼻高々といった様子で受け入れる。得意満面の表情は「もっと褒ほめ称たたえなさい」と言わんばかりの天てん狗ぐっぷりだ。

  　カーナビなどに使われてすっかり一般化したＧＰＳだが、元来は軍事目的に開発されたものなので精度は非常に高い。人工衛星からの電波を利用するため、屋内や地下にいる目標には無力だけど、それを除けば電力の続く限り地の果てまででも追跡できる。

  「私がエンターキーを押せば、パソコンにミラの位置情報が送られてくるわ」

  　パソコンを僕たちに向けたまま、茉まつ莉りはもったいぶってカウントダウンを始める。３、２、１、茉莉がキーボードを叩たたく！　画面にメッセージが表示された。

  『エラー。位置情報を取得できませんでした』

  「……どうやら電波の届かない場所にいるようね」

  「使えないな！」とリョータが叫び、二人は口論を始める。身も心も傷だらけの僕に二人の口くち喧げん嘩かを止める元気はなかった。

  　ミラの居場所について手がかりがない以上、迷子札のＧＰＳに頼るほかない。地下に監禁されていたらお手上げだけど、もしも建物の中ならいつか屋上やベランダなど電波の届く場所に出るかもしれない。今はその可能性に期待しよう。

  　ひとまず第一段階を保留にして、僕たちは先に第二段階を検討することにした。

  　ミラを救出するため、僕たちは敵のアジトに潜入しなければならない。ミラの居場所が判明したとして、どうやって敵陣のまっただ中に潜入するか。

  「俺に任せろ！　俺が得意の自転車で正面から突っ込んでやるぜ！」

  「それはもはや潜入とは言わないよね」

  「そして俺は密みつ猟りよう者しやをばったばったとなぎ倒しながら文ふみ哉やに言うのさ。『ここは俺に任せて、お前は先に行け！』」

  「それは死亡フラグじゃないかな」

  　ヒーロー願望あふれるリョータに僕は苦言を呈ていする。あの七なな篠しのに真正面から挑いどむというのは、たとえ冗じよう談だんだとしても聞き逃のがせない。リョータが無茶をしないように、僕は自分がどれほど恐ろしい目に遭あったかを事細かに説明してあげた。

  　僕が密猟者の恐ろしさを臨場感たっぷりに語り、リョータの顔が青ざめていく隣で、茉莉がパソコンのエンターキーを押しながらため息をつく。

  「そもそも、敵のアジトがどんな場所かもわからないのに、どうすれば潜入できるかなんてわかるはずがないのよね」

  　正論だった。

  　ひとまず第二段階を保留にして、僕たちは先に第三段階を検討することにした。

  　ミラを救出した後、僕たちは敵地から脱出しなければならない。ミラというお荷物を連れて、どうやって敵のまっただ中から脱出するのか？

  「そういや、ミラは魔法を使えるようになったのか？　たとえば手を触れずに爆発させるとか、狙ねらった場所に隕いん石せきを落とすとか、悪魔を召喚するとか。そういうど派手な攻撃魔法が使えれば密猟者どもを蹴け散ちらして脱出できるんじゃないか？」

  「残念ながらミラはそんな魔法は使えないよ」

  　せめてミラがまともな魔法を使えれば、作戦の立てようもあったかもしれないけど。無い物ねだりをしても仕方がない。

  　有効なアイデアもろくに出ず煮詰まってきた僕たちは、第三段階を保留に……しようとして、エンターキーを連打していた茉まつ莉りが思い出したように顔を上げた。

  「そういえば、ずっと疑問だったんだけど。どうして文ふみ哉やはミラが魔女だとわかったの？」

  「どうしてって、それは……」

  　問われた僕は、ミラと初めて会った日のことを思い出す。あのとき僕は、どうしてミラを魔女だと思ったのか。どうして一目見ただけで魔女だと確信したのか……。

  「……そうだ！　どうして忘れていたんだろう。ミラにも使える魔法があるじゃないか！　だから僕は、彼女をミラと名付けたんじゃないか！」

  　この魔法なら、敵の手が届かない安全な場所へミラを避難させることができる。上手く利用すれば、敵の目を盗んでミラを助け出せるかもしれない。第三段階クリアだ。

  　僕がミラの魔法について説明すると、エンターキーを叩たたいていた茉莉は眉を寄せた。

  「ねえ。今日のミラの服装はわかる？」

  　ミラの服装？　脈みやく絡らくのない質問に戸と惑まどいながら、僕は懸けん命めいに記憶をたどる。確か……。

  「前に茉莉からもらった花柄のワンピースがあるだろ。あれ、ミラのお気に入りなんだ。確か、それに着替えてたよ」

  　そういえば茉莉も同じ花柄のワンピースを持っていたな。我が家に茉莉が押しかけてきたとき、二人でおそろいの服を着ていたことを僕は思い出す。

  「それは使えるわね。さっきの魔法と組み合わせれば、敵のアジトに潜入できるかもしれないわ」

  　茉莉が思いついたアイデアを説明する。話を聞いた僕は素直に感心したが、リョータは納得がいかない様子だ。

  「話はわかるけどさ、それにはミラとタイミングを合わせて行動する必要があるんじゃないか？　事前にミラに作戦を伝えるとして、どうやって連絡を取る気だ？」

  「たとえば、手紙を書いてミラにこっそり渡すとか」

  「どうやって？　密みつ猟りよう者しやに気づかれずに手紙を届ける方法なんてないだろ？」

  　うーん。もうちょっとなのに。どうにかしてミラと連絡を取ることができれば。ミラにメッセージを伝えることさえできれば……。

  　三人で思い悩んでいると、リョータの腹の虫が「ぐう」と鳴った。「いろいろあって夕食をまだ食べていないんだ」といいわけするリョータに、エンターキーを連打していた茉莉が冷たい視線を送る。

  「仕方がないわね。飢うえに苦しむひもじいリョータのために、私が直じき々じきにたい焼きを作ってあげるわ。跪ひざまずいて感謝しなさい」

  「たい焼き？　ひょっとして、たい焼きブラザーズがここにあるの？」

  「ええ。ミラへの餞せん別べつに焼きたてのたい焼きを渡そうと思って、道具と材料を持ち込んでおいたのよ」

  　そうだったのか。だとしたら申し訳ないことをした。たい焼きが大好物のミラと違って、僕たちはたい焼きばかりをそんなに食べられるわけじゃない。せっかく準備してくれた材料が無む駄だに……。

  「……そういえば、密みつ猟りよう者しやはミラがたい焼きしか食べられないことを知ってるのかな？」

  　もしも密猟者がミラの主食を知らなければ、今ごろ困っているはず。それを利用すれば、僕たちのメッセージをミラに届ける手段になるかもしれない。メッセージを受け取ったミラが僕たちと呼応して行動を起こせば、敵のアジトに潜入することができる。第二段階クリアだ。

  　第二、第三段階は光明が見えた。残るは第一段階だけ。

  　第一段階──ミラは今、どこにいる？

  

  　行き詰まった僕たちは、作戦会議を一時中断。休憩と称しておやつのたい焼きを食べることにした。

  　甘いあんこで脳みそに糖分を送り込みながら、僕は、一人黙々とパソコンのキーを叩たたく茉まつ莉りに注目する。僕とリョータがたい焼きを食べている間も、茉莉は何も口にすることなくエンターキーを連打し続けていた。

  　昨日、僕の家に押しかけてきた茉莉は、ミラに「迷まい子ご札ふだ」という名のペンダントをプレゼントした。あのとき茉莉は、金の鎖くさりをミラの首に回しながら、はっきりと約束した。

  『これを肌身離さず身につけていれば、ミラがどこにいても私が必ず見つけてあげるわ』

  　あの約束を、ミラは覚えているだろうか。

  　覚えているのなら、今でもミラはペンダントを肌身離さず身につけているはずだ。ミラが茉莉を信じているなら、ミラが「助けて欲しい」と願っているなら、きっと、必ず……。

  　だから、ミラとの約束を守るため諦あきらめずにキーを叩たたき続けた茉莉が、声をあげたのは必然だったのかもしれない。

  「反応があったわ！」

  　エンターキーを叩いていた茉莉が叫び、たい焼きを食べていた僕は身を乗り出した。画面を覗のぞき込むと、さっきまで存在しなかった赤い二重丸が地図上に表示されている。おそらくここが密猟者のアジトであり、囚とらわれのミラがいる場所だ。

  「この場所には何があるの？」

  「調べるわ。ちょっと待って」

  　インターネットのマップを使えば、世界中のあらゆる場所を航空写真で見ることができる。地図上ではただの空き地にしか見えないが、航空写真に切り替えると、そこは繁華街にほど近い廃ビルだとわかった。

  「ここにミラが監禁されているのね。たぶん今までは室内にいたから反応がなかったんだわ。ＧＰＳに反応があったということは、きっとミラはベランダか屋上にいるはずよ。さっそく自転車馬鹿に現地を偵察してもらうわ」

  　お呼びがかかった自転車馬鹿のリョータは、しかしパソコンには見向きもせず、テーブルに向かって熱心にメモを取っていた。

  「リョータはなにやってるの？」

  「今、ミラにだけ通じる秘密の暗号を考えていたんだ」

  「暗号？」

  　リョータは何をしているのかとテーブルを覗き込むと、彼が熱心に書いているメモには「愚おろか者が板挟みに」とか、意味不明な文字が羅ら列れつされていた。

  　……あ、そういうことか。ミラの不得意なものに気づいた僕は、リョータの意図するところを理解した。

  「でも、この暗号を考えるのは結構大変だよ？　考えるのに飽あきて、文章の途中から手抜きになったりしないでよね」

  「なめるなよ。こう見えても俺は、やるときはやる男だぜ！」

  　親指を立てて爽やかに笑うリョータ。国語の成績は最底辺だけど、気合いだけは満点だ。

  　ミラ救出のために尽じん力りよくしてくれる二人に感謝しつつ、僕はその足でキッチンに向かう。二人にばかり働かせるわけにはいかない。僕も自分にできることをやらないと。

  　まずは最高のたい焼きを作ろう。それが、僕にできるミラ救出作戦の第一歩だ。

  

  「もぐもぐ……。うん、美う味まい」

  　さすがは簡単調理がウリのたい焼きブラザーズ。怪け我がで上う手まく手が使えないのに、味も見た目も問題なし。完成した一個を試食した僕は、出来映ばえに満足しながら、オリジナルの具材が詰まった新作たい焼きをビニール袋に入れる。気分はすっかりたい焼き職人だ。

  「ただいま～。おっ、いい匂い」

  　自転車で偵てい察さつに出ていたリョータが、部屋に戻って来るなり、たい焼きに手を伸ばす。僕はリョータの手を叩たたき落としながら、彼の報告に耳を傾けた。

  「やつらのアジトは、建設中のまま放置されているビルだったよ」

  　そこはもともと十五階建てのマンションが建設される予定だったが、資金面の問題で工事は頓とん挫ざ、そのまま三年以上も放置されている物件だった。工事再開の見通しもないまま周囲には立ち入り禁止のフェンスが張り巡めぐらされ、最近ではビル全体が野の良ら猫ねこのたまり場になっているという。

  「繁華街のそばなのに全然人通りがなくてさ。この格好じゃ目立つから、双眼鏡で遠くから眺めるだけにしてきた」

  　ちなみにリョータは一度家に戻り、流線型のヘルメットに膝ひざ当あてと肘ひじ当あてというツーリング用完全防備に衣替えしている。

  「ミラの姿は確認できた？」

  「十一階のベランダにいるのが見えたぜ。猫とじゃれ合っていたから、すぐにわかったよ」

  　それは良い知らせだ。ミラ救出作戦は時間との勝負。最悪の場合、全部の階を一部屋一部屋捜さがして回ることもあり得たので、ミラの居場所を事前に特定できたのはありがたい。

  「周辺の路地も一通り下見してきた。あの辺は脇道が多いから、俺の自転車なら車が相手でも余よ裕ゆうで逃げ切れるぜ」

  「すごい自信だね。今日ほどリョータが頼りになると思ったことはないよ」

  「何言ってるんだ。俺はいつだって頼りになる男だぜ！」

  　そう言ってたい焼きに伸びてきたリョータの手を、僕は笑顔で叩たたき落とす。

  「作戦で使うたい焼きを後で渡すけど、絶対につまみ食いしないでね」

  「何言ってるんだ。俺がつまみ食いなんてするわけないだろ！」

  　うん。まあ、信じよう。

  「ところで茉まつ莉りはどこだ？」

  「茉莉なら着替えをしに家に戻ったよ」

  　ワンピースからスク水まで、各種取り揃そろえてある茉莉の家のウォークインクローゼットは、勝利の鍵かぎとなる場所だ。持つべき者は衣装持ちの友達である。

  「ふうん」と生なま返事をしたリョータは、茉莉が戻って来るであろう玄関へと目を向けた。

  　そういえば、二人は犬けん猿えんの仲なんだよね。作戦上、二人は密着することになるけど大丈夫かな？　念のため釘くぎを刺しておくか……などと考えていると、何の前触れもなしに玄関の扉が勢いよく開いた。

  「待たせたわね！」

  　意い気き揚よう々ようと乗り込んできたのは、着替えを終えた茉莉だ。想像以上に似合っている茉莉の姿に、僕とリョータは驚き言葉を失う。

  「行くわよ。二人とも準備はいい？」

  　戸と惑まどいながらも僕はうなずき、花柄のワンピースに着替えた茉莉の後に続く。すっかり印象の変わった後ろ姿に、僕は声をかける。

  「その髪型、似合ってるよ」

  　髪型を変えた女子を見かけたら褒ほめてあげるのが男子の嗜たしなみ。すっかり印象の変わった茉莉は、新しい髪型を褒められて楽しそうに笑った。

  「ありがと」

  　機き嫌げんのいい茉まつ莉りとともに、僕たちは玄関へ向かう。僕は玄関脇に立てかけてあった黒く煤すすけた物体を一いち瞥べつする。

  　それは、折れて焼け焦こげたミラのほうき。

  　それは、ミラの宝物で、僕が守りきれなかったミラとの絆きずな。

  　出会ってから約二週間。長かった気もするし、あっという間だった気もする。その一日一日が……一時間が、一分が、一秒が、かけがえのない宝物だ。

  　──僕たちにあって密みつ猟りよう者しやにないもの。それは、ミラと過ごした時間。

  　ほうきを失っても、思い出は失われない。僕は、ミラと過ごした時間を信じている。

  「さあ、逆転劇の始まりよ！」

  　花柄ワンピースの茉莉を先頭に、僕たちは部屋を出る。



  


   ７　魔女とモップと白い花びら

  

  　そこは、繁華街にほど近い廃ビルの一室。

  　広さ八畳ほどのワンルーム。ベッドや椅い子すといった最低限の調度品は揃そろっており、埃ほこりが積もっていることと電気が通っていないことを我が慢まんすれば、寝泊まりするのに不自由はない。

  　そんな廃ビルの十一階で、密みつ猟りよう者しやの七なな篠しのは幼い魔女を監視していた。

  　七篠の目は、ベランダで黒猫と戯たわむれるミラを見み据すえている。生気のない虚うつろな表情で猫の頭を撫なでるミラは、今にも消えてしまいそうなほど儚はかなく、弱々しかった。

  　七篠は、同じように魔女を見張っている部下の黒服に声をかける。

  「ミラさんは、ずっとあの調子なのかしら？」

  「あれでもまだマシになった方です。さっきまでは椅子に座ったまま、立ち上がる気力もないといった様子で……。ベランダに猫を見つけて、やっと椅子から立ち上がったほどです」

  　見張りの黒服が、生気のない魔女を案じる。あまりにも弱々しい魔女の姿に、七篠は頬ほおに手を当てて「ほう」とため息をついた。

  「彼と引き離されたのがよほどショックだったのね。魔女がこんなにも人間に懐なつくなんて予想外だわ」

  　七なな篠しのがテーブルに目を向けると、そこにはフルーツ各種が山盛りになっていた。魔女の食事用に準備しておいたものだが、ミラがフルーツを食べた形跡はない。

  「食事にも手をつけていないようね。……困ったわ」

  　その気になれば、魔女は飲まず食わずでも生きていけることを七篠は知っている。食べるのは好きだが、食べなくても生きてはいける。魔女にとって食事は嗜し好こう品ひんでしかない。そうでなければ、誰にも気づかれずに何年も一人で隠れ暮らすことなどできない。

  　だが、そうと知りながらも七篠はミラの好物を突き止めたいと考えていた。楽しみを与えなければ、この魔女は今にも衰すい弱じやく死しそうに思えたから。

  「こんなことなら、せめて魔女の好物を聞き出してから、彼を殺すべきだったわ）

  　文ふみ哉やの家を燃やすように指示をしたのは、ほかでもない七篠である。七篠は、文哉が火事で死んでいるものと思い込んでいた。

  　日本の警察は優秀だ。文哉の死が放火殺人だと露ろ見けんするのは時間の問題だろう。そう考えていた七篠は、日の出前には町を出るつもりでいた。港から船で海外に脱出する手て筈はずは整っている。あとは港まで魔女を運ぶだけだ。

  　希少生物を扱う密みつ猟りよう者しやにとって「魔女」は最上級の商品だ。より高値をつけるためにも、魔女には肉体的にも精神的にも万全の状態でいてもらわねばならない。それなのに今のミラはまるで抜ぬけ殻がらのようで、こんな調子で長い船旅に耐えられるかと七篠は気を揉もんでいた。

  「魔女に、どうすれば活力を与えられるのかしら」

  　頬ほおに手を当てながらため息をついていると、七篠の服のポケットに入っていたトランシーバーが唐とう突とつに雑音を発した。七篠はトランシーバーを手に取ると、ほんわかとした声で部下に応こたえる。

  「はいはーい。どうしたの？」

  『魔女の知り合いだというガキがビルの入り口に来ています』

  　報告を聞いた七篠は、魔女には友人が二人いたことを思い出す。友人の名は、たしか守もり屋や涼りよう太たと楠くすの木き茉まつ莉り。

  「すぐに行くわね」

  　トランシーバーを懐ふところに押し込み、七篠はちらりとベランダを見る。七篠の会話が聞こえていなかったのか、ミラは覇は気きのない表情のまま黒猫の頭を撫なでていた。

  　七篠はミラから視線を外すと、部下の黒服に見張りを命じて部屋をあとにした。

  　残された見張りは出入り口の前に立ち、魔女の逃走路を塞ふさぐ。見張りは、あえて魔女に近づくようなことはしなかった。この部屋は地上十一階。ベランダから地上へ降りる道はなく、窓からの逃走は不可能。だから黒服は「少しでも魔女の気が紛まぎれるなら」と思い、ミラがベランダに出るのを放置していた。

  　黒服に監視されながら、ミラは無心で猫を撫なでる。

  「ねこはどこから来たの？」

  　ミラが尋たずねるが、猫はゴロゴロと喉のどを鳴らすばかりで何も答えてはくれない。

  　ひょっとすると、このビルは猫の遊び場なのかもしれない、とミラは思った。マンションのベランダを伝って歩くのは自由な猫の特権だ。

  　もしも猫のように自由に歩けたなら……鳥のように自由に飛べたなら……ここから逃げることができたのに。そんなことを思いながら、ミラは胸のペンダントに触れる。ミラにペンダントをくれた友達は、はっきりと約束してくれた。

  『これを肌身離さず身につけていれば、ミラがどこにいても私が必ず見つけてあげるわ』

  　黒猫を撫でながら、ミラはペンダントを強く握りしめる。

  　だれか、わたしを見つけて。わたしは、ここにいるよ。

  

  　工事は長らく中断されているが、ビルは今でも建設中の体てい裁さいを保たもっている。敷地は立ち入り禁止の柵さくで覆おおわれ、正面入り口は金網の扉が侵入者を阻はばんでいた。

  　七なな篠しのが建物を出ると、魔女の友人を名乗る少年はフェンスの外で「ご迷惑をおかけしております」と頭を下げる黄色いヘルメット作業員の看板と向き合っていた。

  　少年はぴったりと肌に張り付いたジャージを身につけ、頭には流線型のヘルメット、肘ひじと膝ひざにはサポーターという完全防備で、スポーツタイプの自転車にまたがっている。これからロードレースにでも参加するような出いで立ちだ。

  「ここは立ち入り禁止ですよ」

  　にこにこと微笑ほほえみながら、七篠は自転車少年──リョータに歩み寄る。緊迫感のない声で話しかけられたリョータは、きょとんとした後、なぜか納得したように何度もうなずいた。

  「あんたが七篠さんか。ミラはここにいるんだろ。会わせてくれないか？」

  　単たん刀とう直ちよく入にゆうなリョータの言葉に、七篠は「あらあら」と顔を綻ほころばせる。

  「どうして私の名前を知っているのかしら？　それに、どうしてここで私とミラさんが一緒にいると思ったのかしら？」

  「文ふみ哉やから『魔女保護機関の七篠さんという人に会った』って話は聞いていた。その後文哉の家が火事になって、すぐにピンと来たぜ。あんた、魔女保護機関の人間だなんて嘘うそだろ。ミラを奪うために文哉を……」

  　交こう渉しよう事が得意とは言えないリョータが、七篠と駆け引きを演じる。文哉から魔法の怖さを聞かされていたリョータは、いつでも逃げられるように油断なくハンドルを握りしめる。幸さいわいにも、恐怖と緊張でリョータの手が震ふるえていたことに七篠は気づかなかった。

  「つまり、あなたは一人でミラさんを助けに来たわけですね。若いっていいですね。そういう無む鉄てつ砲ぽうさ、私は好きですよ」

  　くすくすと笑いながら、七なな篠しのはリョータの右足に狙いを定める。魔法でリョータの手足をへし折ることはたやすい。この場でひと思いに殺してもいいけれど、念のため生かして「ミラの好物」を聞き出そうと七篠は算段を立てていた。もちろん尋じん問もんに時間をかけるつもりはない。一本ずつ指を折り、一枚ずつ爪つめを剥はがしていけば、すぐに白状するだろう。

  　自分の身が危あやういと気づいているのか。リョータは自転車に取り付けられた鞄かばんを開き、ビニール袋を取り出した。リョータの手が震ふるえ、ビニールがこすれてカサカサと音が鳴る。

  「お、俺はミラを助けに来たわけじゃない。さすがにそこまで命知らずじゃないぜ。俺はただ、ミラにこれを渡して最後のお別れを言いたかっただけだ。たぶん、もう二度とミラとは会えないだろうから」

  「袋の中身はなんですか？」

  「中身は、ミラの好物だ」

  　リョータが答えると、彼の手にあったビニール袋が突然真上に急上昇した。手を離れ、軽々とフェンスを飛び越えた袋は、七篠の手にすとんと落ちる。本物の魔法を目まの当たりにしたリョータは、驚きに言葉を失っていた。

  「これは、たい焼きですか？　たい焼きが好物だとは、さすがに気づきませんでした」

  「ちょ、ちょっと待てよ。それは俺がミラに渡そうと……」

  　パン！　七篠がにっこりと微笑ほほえみ、自転車の前輪と後輪のタイヤが同時に破裂した。車高が急に下がって、リョータはバランスを取ろうと慌あわててハンドルを切る。

  「たい焼きに免じて見み逃のがしてあげるわ。これはちゃんとミラさんに渡しておくから、あなたはお帰りなさい」

  「……わかった」

  　さしものリョータも、これ以上七篠と対たい峙じして無事でいられる自信はなかった。七篠の気が変わらないうちに退散するべきだと、本能が告げていた。

  　笑う密みつ猟りよう者しやに見送られながら、リョータはペダルを踏み込む。魔女の友人は、チェーンのきしむ音を残して夜の闇やみに消えた。

  

  「差し入れです」

  　魔女のいる部屋に戻った七篠は、受け取ったばかりのビニール袋をミラに渡した。これまでどんな食事にも見向きしなかったミラが、袋から漂ただよってくる匂いに反応する。

  「このにおいは……」

  　袋を開いたミラは、すぐに確信した。このたい焼きは文ふみ哉やが作ったものだ。毎日食べていた大好物を、間違えるはずがない。ミラがたい焼きに頭からかぶりつくのを眺めて、七篠は満足そうに微笑みながら見張りの部下に声をかける。

  「変わったことはなかった？」

  「何も。魔女はさっきまで猫と遊んでいました」

  　このビルに野の良ら猫ねこが住み着いていることは七篠も承知していた。邪じや魔ま者ものとしか思っていなかったが、それで魔女の気が紛まぎれるのなら悪い話ではない。

  「魔女から目を離さないでね」

  　七なな篠しのが部下に注意を促していると、しゃく、と魔女の口から固い物を噛かむ音が聞こえた。

  　ミラは眉まゆをひそめながら、口の中の異物を引っ張り出す。それは折りたたまれた紙切れで、開くとそこには日本語の文章が書き込まれていた。

  

  『一階裏口か二階非常階段が警備手薄。脱出後、茂みにかくれてまて』

  

  　メモを見ながら、ミラは小首を傾かしげる。そのしぐさに気づいた七篠が肩越しに覗のぞき込み、ミラからメモを奪い取った。

  　メモを一読した七篠は出口に向かい、立っていた見張りに命令する。

  「私は下へ行きますね。絶対に魔女から目を離さないでください」

  　握りつぶしたメモをポケットに押し込んだ七篠は、部屋を出るなりトランシーバーで階下の部下に指示を出す。

  「一階裏口と二階非常階段の見張りを強化してください。ビルに近づく人を見かけたらすぐに報告を」

  　廊下を闊かつ歩ぽする七篠の足音が、ミラの部屋から遠ざかる。やがて足音が聞こえなくなると、部屋に残されたミラは見張りの黒服におずおずと声をかけた。

  「……トイレ、どこ？」

  

  　自転車にまたがったまま双眼鏡でビルの入り口を監視していたリョータは、建物から出て来た黒服が仲間と慌あわただしく話をする様子を目撃した。

  「始まったな」

  　自転車の鞄かばんに双眼鏡を入れると、リョータは思い切りペダルを踏み込む。

  　タイヤがパンクしているためひどく横滑りするが、修理している時間はない。リョータは自分の技量と愛用する自転車を信じて作戦を決行した。

  

  「どういうことですか？」

  　魔女を軟禁していた部屋で、七篠が見張りの黒服を叱しかっている。どんなときでも穏やかさを忘れない七篠は、にこやかに叱るので迫力に欠けることこの上ない。だが、七篠をよく知る者にとっては、どんなときも笑顔を崩さない彼女が逆に恐ろしかった。

  「す、すみません。トイレに行きたいと言うので魔女を洗面所に案内したのですが、いくら待っても出て来ないので、声を掛け、ドアを蹴け破やぶって中に入ると……」

  　洗面所は、もぬけの空からだった。

  　黒服の報告を聞いた七なな篠しのが、洗面所の内装を確認する。そこはユニットバスになっており、トイレ、洗面台、浴槽がひと部屋に収まっている。完全な密室なので、ここから脱走するのは魔法でも使わなければ不可能に思えた。

  「だけど、そんな高度な魔法をミラさんが使えるはずが……」

  　先ほどのメモから、裏口と非常階段の見張りを強化したうえ、外の茂みも調べさせているが、魔女発見の報告はいまだ上がってこない。ミラはどうやって部屋を抜け出したのか。七篠が答えを導みちびき出すより早く、彼女のトランシーバーが部下の声を届けた。

  『自転車のガキが戻って来ました』

  　七篠はすぐさまベランダに出ると、十一階の高さから地上を見下ろした。ベランダで丸くなっていた黒猫は、七篠に踏まれそうになって驚き、部屋の中へと逃げ込んだ。

  　ベランダから下を見た七篠は、フェンスの外で待機している自転車を発見する。

  「私が行きます。みなさんは魔女の探索を続けてくだ……」

  　冷静に指示を出そうとした七篠は、ベランダから見えた光景に我が目を疑った。

  　花柄のワンピースを着た少女が脇道から駆け出してきたのだ。

  『大変です！　魔女がフェンスの外に！』

  　トランシーバーが部下の混乱する声を伝える。その間に、逃げる少女は自転車の荷台に飛び乗った。少女を乗せた自転車が急発進、逃走を開始する。

  「全員、魔女を追って！　絶対に逃がさないで！」

  　自みずからも魔女を追うべく、七篠は出口に向かう。魔女を監視していた黒服が、動揺しながらも彼女の後に続く。七篠は部下を引き連れて部屋を出ると……何かが腑ふに落ちなくて立ち止まった。

  　七篠は無人の室内を振り返る。特におかしな所は何もない。しいて気になる点をあげるとすれば、ベランダから侵入した黒猫が、洗面台に飛び乗って鏡をかりかりとひっかいていることぐらいか。

  　……根こん拠きよがあったわけではない。ただ、七篠は直感に従って部下である黒服に命じた。

  「念のため、あなたはこの部屋に残っていてください」

  「は？　ですが……」

  「いいから。ここに残りなさい」

  　こうまではっきりと命令されては是ぜ非ひもない。見張りの黒服は黙ってうなずき、部屋に残って七篠を見送った。

  　言いしれぬ違和感を拭ぬぐえぬまま、七篠は逃げた魔女を追うべく階下へ急ぐ。

  

  『自転車は繁華街に向かっています』

  　部下からの報告を聞き、七なな篠しのは敷地内に停とめておいた黒塗りの外車に乗り込む。部下が金網の扉を開き、車は道路へと進み出た。

  　金網を開けっ放しにしたまま、男たちは次々と車に乗り込む。滑るように発進した車は、交通法規を無視した速度で繁華街に進路を取った。

  　人の多い繁華街に出られたら面倒だと思いながら、七篠は部下の連絡に耳を傾ける。

  　しばらく報告を聞いていた七篠は、徐々に不自然な感覚に囚とらわれていった。

  　……何かおかしい。

  　逃げ切るにしても追いつくにしても、もっとはっきり差が出ていいはずなのに、自転車はいつまでもつかず離れずの距離を保たもっている。まるで意図的にそうしているような……。

  　そのとき、七篠のポケットから「カサッ」と紙のこすれる音がした。七篠は何気なしにポケットの中身を探る。取り出したしわくちゃの紙片には「一階裏口か二階非常階段が警備手薄。脱出後、茂みにかくれてまて」と記されていた。

  　……このメッセージ。前半は漢字ばかりなのに、どうして最後は「隠れて待て」ではなく「かくれてまて」とひらがなで書いてあるのだろう。誰が書いたかは知らないけれど、まるで最初は頑張って漢字を使っていたのに、だんだん面倒になって最後は諦あきらめてひらがなばかりになったような……。

  「いました！」

  　運転手の声で七篠は我われに返る。前を見れば、一時間ほど前に会話をした少年が、荷台に少女を乗せて全力でペダルを漕こいでいた。

  　自転車に乗っているのは確かに魔女だった。見覚えのある花柄のワンピースに、金髪の頭からぴょこんとはみ出たアホ毛。リョータの背中にしがみついているので表情まではわからないが、少なくとも後ろ姿はミラそのものだ。

  　だが。

  「魔女はもっと小柄じゃなかった？」

  　小学生のようなミラの体型を思い出し、七篠は前方を凝視する。

  　七篠は「魔女の友人」である二人の男女を思い出す。守もり屋や涼りよう太たと楠くすの木き茉まつ莉り……。

  　少女の背中を見ながら、七篠は運転手に命じた。

  「あの自転車にぶつけてくれる？」

  「は？　で、ですが、もし魔女が怪け我がでもしたら」

  「いいからいいから。軽～く、死なない程度にぶつけちゃって」

  　七篠は魔女の安全を無視して強硬手段を主張した。命令に従い、黒塗りの大型車が加速する。背後から迫る黒い壁に慌あわてたのか、自転車は荒あらっぽいターンで脇道に逃げ込み、すんでのところで難を逃のがれた。

  　そのとき、自転車が大きく横滑りしたせいで、七なな篠しのは少女の素顔をはっきりと見ることができた。はっとして、七篠はしわくちゃのメモを読み返す。

  　ミラはカタコトの日本語しかしゃべれない。ひょっとしたら、ミラは漢字が読めないのではないか？　そうひらめいた七篠は、メモを漢字抜きで読んでみた。

  『かがみにかくれてまて』

  　メモを握りつぶして、七篠は叫ぶ。

  「今すぐビルに戻って！　早く！」

  　それは部下たちも初めて聞く、七篠の怒ど鳴なり声だった。

  



  
    ※　　　　　　　　　　　※　　　　　　　　　　　※
  


  

  「はあはあ……ここが九階……」

  　階段の手すりにもたれかかりながら、僕はふらつく足に活かつを入れる。

  　リョータを追って密みつ猟りよう者しやたちが飛び出した後、僕は開け放たれた正面扉から堂々とビルに侵入した。囮おとり作戦は大成功で、ビルはもぬけの空から。僕は囚とらわれのお姫様を救出するべく、姫が待つ十一階へと階段を駆け上っていた。

  　適材適所。作戦が始まるとき、僕たちは役割分担をした。

  　自転車で逃げるのは、リョータの役目。

  　ミラに変装して囮になるのは、茉まつ莉りの役目。

  　そして囚われのミラを助け出すのは、僕──文ふみ哉やの役目。

  　それなのに、三人の中で僕だけが適材じゃなかった。ここまで作戦通りに事が運んでいながら、僕だけがみんなの足を引っ張っていた。

  　電気の通っていないビルはエレベータが動くはずもなく、ミラのいる十一階まで階段で上らねばならない。それなのに、殴なぐり飛ばされ、骨を折られ、手に風穴を開けられ、燃える家に放置されて、数時間前までベッドで意識を失っていた僕にとって、階段を上るだけの作業が想像を絶する重労働だった。

  「ここが、十階……あと一つ……」

  　手すりを掴つかむ腕の力まで総動員して階段を上っていると、踊り場に置きっぱなしになっているバケツと水みず拭ぶき用のモップを発見した。このモップは杖つえに使えそうだ。僕はモップを勝手に拝借すると、再び階段に挑む。うん、少し上るのが楽になった。

  　と安心したのも束つかの間ま。急に階下が騒がしくなった。

  「今、一階に着いたわ。あなたは魔女の部屋にいるわね？　鏡の中を捜さがして！　早く！」

  　複数の靴くつ音おとが響く中に聞き覚えのある声が混ざっていた。まずい、予定よりも戻って来るのが早すぎる。しかも今の声は通信機で部下に命令したのか？　ということは、ミラのいる部屋には見張りが残っていて、今にも鏡を調べられるということだ。

  　くそ！　僕は重い体に鞭むち打って階段を駆け上がる。

  　ようやく十一階に到着した僕は、モップに体重を預け、息を切らしながら廊下を見渡した。

  　ミラのいる部屋はどこだ？

  　ミラが十一階に監禁されていることはわかっている。しかしマンションになるはずだった建物にはずらりと扉が並んでいて、どの部屋にミラがいるか見当もつかない。

  　階段を上る靴音が近づいてくる。このまま七なな篠しのと鉢はち合わせしたら、今度こそ僕は殺されるだろう。部屋をしらみつぶしに捜さがす時間がない以上、ここは直感で扉を開けるしかない。

  　どこだ、どこにミラはいる？　響く靴くつ音おとに怯おびえながら、僕は適当にドアノブを掴つかみ……。

  「みゃー」

  　……どこからか声が聞こえた気がした。

  　そういえば、むかしのミラは、「文ふみ哉や」と発音できずに「みゃー」と僕を呼んでいた。

  「みゃー」

  　それは何の変へん哲てつもない、ありふれた猫の鳴き声。その鳴き声が妙に気になって、僕は廊下を奥へと進む。猫の鳴き声は、突き当たりの部屋から聞こえていた。

  　背中を扉に押しつけて、僕は慎しん重ちようにドアを開ける。ドアの隙すき間まから黒いスーツの男が見えた。ビンゴ。見張りがいるってことは、この部屋にミラもいるはずだ。

  　どうやら男は洗面所の鏡を調べているらしい。洗面台に陣取る猫の頭を撫なでながら、鏡を覗のぞき込んでいる。黒服に頭を撫でられた猫が「みゃー」と鳴いていた。

  　敵は一人。こっちにはモップという武器もある。……大丈夫だ、やれる。

  　もたもたしている時間はない。僕はそっと扉を押し開けると、足音を忍ばせて洗面所に近づいた。両手でモップを握りしめ、黒服の背後に忍び寄る。

  　……鏡越しに、黒服と目が合った。

  　雄お叫たけびをあげながら、僕はモップで殴なぐりかかる。だが寸前で不意打ちに気づいた黒服は、振り向きざまにモップを奪い取ろうと掴つかみかかってきた。

  　振り下ろされたモップを黒服が掴む。一つの武器を奪い合う恰かつ好こうで、僕と黒服はモップを持ったまま互いに引っ張り合う。ぐぬぬ。

  　だが鍛きたえられた肉体を持つ黒服と、半死半生の僕とでは結果は目に見えていた。黒服はモップごと、力任せに僕の体を壁に押しつける。駄目だ、腕力が違いすぎる……。壁とモップに挟はさまれて息をするのも苦しくなってきた。僕が息も絶え絶えに顔を上げた、そのとき。僕は、鏡の中からこちらを見ている女の子を見つけた。そうだ、僕が！

  「僕が、ミラを、助けるんだ！」

  　最後の力を振り絞り、僕は黒服の体を押し返す。

  　火事場の馬鹿力に押し戻された黒服が、洗面台に腰を強打する。洗面台に座っていた猫が、驚いて黒服の顔に飛びかかった。慌あわてる黒服へ、僕はモップを持ったまま突進。押し倒された黒服は浴槽にぶつかり、そのまま背中から倒れ込む。

  　ごん。痛そうな音がして、浴槽に倒れた黒服は動かなくなった。

  　僕はぜえぜえと肩で息をしながら、モップを放り出して鏡に向かう。

  　鏡の前に立つと、鏡に映る女の子と目が合った。汗だくの僕は彼女に笑いかけ、初めて会ったときのように、両手を鏡の表面に押しつけた。ひんやりと、冷たい感触が指先から伝わってくる。怪け我がをした右手の痛みは不思議と気にならなかった。

  　鏡を挟はさんで、僕と魔女が見つめ合う。

  「おいで」

  　僕が呼びかけると、固かった鏡が液体のように柔やわらかくなった。僕の掌てのひらを中心に、水面のような波は紋もんが広がる。鏡の中から抜け出てきた少女の指が、僕の指に絡からまる。僕と少女の掌が重なる。

  　僕がゆっくりと手を引っ張ると、少女の手が、肘ひじが、頭が、肩が、胸が……彼女の全身が鏡の中から染しみ出すように抜け出てきた。

  　鏡から、僕の魔女が現れた。

  「ふみや！　ふみやふみやふみやー！」

  　名前を連呼しながら、ミラが僕の首にしがみつく。嬉うれしいのはわかったから、少し落ち着いて。ぐるぐる回るアホ毛が首筋に当たってくすぐったいよ。

  　一緒に喜びたいのはやまやまだけど、のんびりしてはいられない。僕はミラを抱きしめたい衝動を振り払い、小さな体を引き剥はがした。

  「逃げるよ」

  「うん」

  　廊下に響く足音が近づいてくる。密みつ猟りよう者しやたちが部屋になだれ込むのは時間の問題だ。七なな篠しのが自転車を追っている間に一階出口から脱出する手て筈はずだったけど、こうなっては望むべくもない。僕たちは大急ぎで別の脱出ルートを考えなければならなかった。

  　脱出に使えそうなものはないかと洗面所を見回す。真っ先に目に入ったのは、浴槽に倒れている黒服と、その上に放り投げられた水みず拭ぶき用のモップ。

  「ミラ、これでできるかい？」

  　モップを手に取ると、ミラは僕の目を見てうなずいた。

  　ミラにモップを渡した僕は、彼女の手を引いて洗面所を飛び出す。向かった先は行き止まりであるベランダ。地上十一階の袋ふくろ小こう路じ。

  　足音を響かせて、黒服の男たちが部屋になだれ込む。先頭にいるのは密猟者、七篠美み由ゆ紀き。焦あせる彼女の表情から笑顔が消えていることに気づいて、僕はちょっとだけ溜りゆう飲いんが下がった。

  「待ちなさい！」

  　七なな篠しのが叫びながら手をかざす。僕はミラを守るため、とっさに魔女の背中に覆おおい被かぶさった。

  　僕の背中に激痛が走った。七篠が放った手加減抜きの一撃が、僕の体を吹き飛ばす。弾はじき飛ばされた僕の体は柵さくに激突。勢い余って柵を乗り越え、地上十一階の空に投げ出された。

  「ふみや！」

  　モップを持ったまま、ミラが柵から身を乗り出す。間かん一いつ髪ぱつ、ミラの伸ばした手が僕の手を掴つかむ。かろうじて落下を免まぬかれた僕は、ミラの細腕一本で支えられ、地上十一階の高さで宙吊づりになった。

  　だけど、僕の体を支えるにはミラは小さすぎた。柵から身を乗り出したミラは、僕の重さに引きずられて今にも落ちそうになっていた。

  「ミラ！　手を離せ！」

  　このままじゃ、ミラは密みつ猟りよう者しやに捕まるか、僕と一緒に落ちるかのどちらかしかない。ミラ一人なら……僕を見捨てれば、まだ助かる可能性はある。だから、僕は叫んだ。

  「ミラ！　手を離すんだ！」

  　ベランダに足音が近づいてくる。落ちそうになっているミラを、密猟者たちが捕まえようとしている。駄だ目めだ！　僕はミラを助けに来たのに、僕のせいでミラが捕まるなんて絶対に駄目だ！

  「ミラ！　僕の手を」

  「ふみや！」

  　僕の重さに引きずられながら、ミラが大きな瞳で僕を見つめる。その目は、「わたしを信じて」と訴うつたえていた。

  　ミラのか細い腕に支えられながら、僕は彼女の瞳を見つめ返す。

  　いつでも僕はミラを信じてる。……そう、目で訴える。

  　ミラはうなずき、僕の重さに逆らうのをやめた。ミラの足が床を離れ、小さな体が柵を乗り越える。七篠の「しまった」という声が僕の耳に届いた。

  　そして僕たちは、手を繋つないだまま落下する。

  　頭を下に向けたまま、僕たちの体が加速する。風を切る音に混ざって、ミラの声が聞こえてくる。

  「飛べ！　飛べ！」

  　ミラは片手で僕の手を掴み、もう片方の手にモップを握りしめている。

  「飛べ！　飛べ！」

  　馬鹿の一つ覚えのように、ミラが呪じゆ文もんを繰り返す。だけど僕たちの加速は止まらない。風を切る音は激しさを増し、僕たちに激突の瞬間が迫る。僕たちは一直線に落下する。

  　手に力を込めた僕は、ミラの体を引き寄せた。小さな体を守るように、僕はミラを抱きしめる。それは地面との激突からミラを守るため？　いいや、違う。僕はミラを信じる。だから僕はミラの体を抱き寄せ……ミラと一緒にモップを握った。

  「飛べ！」

  　僕は叫ぶ。ミラと一緒に、風の中で叫ぶ。

  　声を合わせて二人で叫ぶ。

  「飛べ！　飛べ！　飛べ─────!!」

  　僕たちを中心に風が渦うずを巻く。落ちる僕たちを囲うように風は竜たつ巻まきになり、モップを持ち上げる。落ちる力と持ち上げる力が引っ張り合う。落ちる、落ちる、地面まであとわずか……。

  　そして、僕とミラは静止した。

  　それは〇・一秒にも満たない無重力体験。浮遊感を味わいながら地面を見ると、顔からほんの数センチのところに大地があった。

  　僕とミラは顔を見合わせ、それから小さく笑い……僕たちは声を合わせて叫んだ。

  「──飛べ!!」

  　ロケットのような勢いで、モップが飛び出した。急上昇するモップから振り落とされないように、僕たちはモップにしがみつく。風に乗ったモップがぐんぐんと高度を上げる。僕とミラがモップによじ登り、ようやく姿勢が安定したとき、眼下に見える密みつ猟りよう者しやたちは豆粒よりも小さくなっていた。

  　──僕たちは星空へと加速する。

  　見上げれば満天の星。空には大きなお月様。モップに乗った僕たちは、満月を背景にして星空を飛んでいた。

  「やったぞ、ミラ！」

  　魔法のモップでの初飛行に、僕は包帯をぐるぐる巻きにした右腕でガッツポーズをする。「おー」とミラも応こたえ、嬉うれしそうに左手を突き上げた。

  　まだ慣れていないのかモップがふらついて危なっかしいけど、不思議と恐怖は感じない。それはミラも同じようで、肩越しに僕を振り返った彼女は満面の笑顔だった。ミラがあんまり楽しそうに笑うから、僕もつられて笑ってしまった。

  「見て、ふみや」

  　モップで空を飛びながら、ミラは眼下を示す。

  　見下ろせば、地上にも美しい星空が広がっていた。

  　地上の星の正体はネオン看板やヘッドライトだと頭ではわかっているのに、どうして夜景はこんなにも美しく見えるのだろう。月並みな言い方だけど、まるで宝石箱をひっくり返したように、僕の町は──地上の星はキラキラと儚はかなく、力強く、きらめいていた。

  　巨大な月。満天の星。そして、眼下にはきらめく夜景。

  　目に映るものすべてが綺き麗れいすぎて、僕は感動で涙が出そうになった。

  「わたし、ふみやからたくさん幸せをもらった。だからずっと、ふみやにお礼がしたかった。わたしの宝物を、ふみやに見せたかった」

  　かつて僕は、ミラに「どうしてそんなに魔法のほうきにこだわるのか」と尋たずねたことがあった。彼女は思いを込めて僕に答えた。

  　ほうきから見た景色は、母親との思い出だから。ほうきから見た景色は、わたしの宝物だから。と。

  「どう、ふみや？」

  　感想を求められて僕は言葉に詰まる。

  　こんなことされなくても、僕はミラからたくさんのものをもらっていたのに。ミラに感謝しなきゃいけないのは、僕の方なのに……。

  　喉のどを詰まらせながら、それでも僕は精一杯の笑顔で答えた。

  「この景色は、最高の宝物だよ」

  

  　その夜。

  　モップに乗って満月の空に消えていく魔女の姿が、多くの人に目撃された。

  

  　空を飛んだ僕たちは、そのまま魔女の森へ直行することにした。

  　モップの上で朝焼けを眺めながら、僕らは一路、白い花の大たい樹じゆを目指す。方向オンチなうえに慣れない魔法で長距離を飛ぶことになったミラは、ときどきふらついたりして、おっかなびっくりしながらも、僕との空中散歩を心から楽しんでいるようだった。
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  　僕がミラと一緒にいられるのも、あとわずか。楽園の扉が開いたら、ミラとは二度と会えなくなる。覚悟はできているつもりだけど、それでも、もう少しだけこの空中散歩を続けていたいと思う僕は身勝手で情けない男だった。

  　だけどいつだって、幸福な時間は長くは続かない。

  「ふみや」

  　ミラが地上を指差す。それは、緑の木々の中にぽっかりと開いた空白地帯。蔦つたが絡からまる幽ゆう霊れい屋敷と、背の高い大たい樹じゆが遠目からでもはっきりと見て取れる。

  　この距離では、白い花が咲いているかはわからない。僕は「もしかして花がすべて散っていたら」と想像して、そんなことを考える自分自身に腹を立てた。

  　もうすぐだ。覚悟を決めろ。ミラとの別れは、もう目の前だ。

  「行こう」

  　僕の言葉にミラはうなずき、魔法のモップはゆっくりと降下を始めた。

  

  

  　一輪だけ、白い花が咲いていた。

  　満開だった花は見る影もなく、今や残っているのは小さな花が一つだけ。そびえ立つ大樹を見上げながら、僕は思わずにはいられない。もしもあと一日、ここへ来るのが遅れていたら。ひょっとしたら、最後の一輪も散っていたのだろうか……。

  　花がすべて散る前にたどり着けて、僕たちは幸運だった。とても幸運だった。

  　僕とミラは、しばし無言で花を見上げた。これから何が起こるかわかっているのに、そのことを口に出そうとはしなかった。

  　感傷に浸ひたっていると、ポケットに入れっぱなしだった僕の携帯電話が振動を始めた。そういえば、廃ビルに忍び込むときにマナーモードにしておいたんだった。僕は携帯電話を取り出すと、液晶画面を確認する。

  　僕の携帯は、何十件ものメールを着信していた。

  　……全然気づかなかった。そう思いながら僕はメールの中身を確認する。

  　メールの件名を見るだけで「無事？」「どうなった」「連絡しろ」「早く出ろ」「怒るわよ」「馬鹿」「死ね」「殺す」と、発信者の心理状態がだんだん物ぶつ騒そうになっていくのがわかる。もちろん差出人はすべて茉まつ莉りだ。

  　読まなくても内容は想像がつくので、僕はメールを見なかったことにした。

  　リョータに電話をかける。さすがにあんなメールを受信した後で茉莉にかける度胸はない。

  　リョータも連絡を待っていたのか。呼び出し音一回で、電話は繋つながった。

  「もしもし、リョータ？」

  『どこにいるのよ！　ミラは無事なの！　ちゃんと救出できたんでしょうね！　今までどうして連絡しなかったのよ！　あんなにメールで』

  　ピッ。

  　思わず電話を切ってしまった。

  　それからものの数秒もしないうちに、今度は向こうから電話がかかってきた。液晶画面にはリョータの名前が表示されているけど、たぶんかけてきたのは……。

  『ちょっと、どうして電話を切るのよ！』

  　受話器から耳を離しているのに、はっきりと茉まつ莉りの声が聞き取れる。リョータから携帯電話を強奪する茉莉の姿が目に浮かぶようだ。

  　ううむ。どうやっても茉莉からは逃げられる気がしない。こうなったら、平身低頭平ひら謝あやまりで大魔神茉莉様の怒りを鎮しずめるしかないか。

  「ええと……ごめんね」

  『どうして謝るのよ！　まさか、ミラの救出に失敗したんじゃないでしょうね！』

  「いや、そうじゃなくてさ。これからミラを楽園に送り届けるけど……。せっかくミラと友達になってくれたのに、ちゃんとしたお別れをさせてあげられないことが申し訳なくて」

  『む……』

  　僕の率直な謝罪を受けて茉莉は口ごもる。茉莉が黙り込んだので、僕は沈黙に耐えきれずもう一度頭を下げた。

  「ごめん、茉莉」

  『……ミラは無事なのね？』

  「うん。ミラは元気だよ」

  『そう。……良かったわ』

  　無ぶ愛あい想そうな声から察するに、どうやら茉莉の怒りは鎮まったらしい。

  「ミラに代わるね」

  　気を利きかせた僕は、アホ毛が「？」になっているミラへ、ただ「茉莉だよ」とだけ言って携帯を渡した。せめて二人には、ちゃんとしたお別れをさせてあげたかったから。

  　二人はどちらからともなく、電話越しに思い出話を始めた。

  「ねえ、まつり？　わたし、まつりと同じ服が着られてすごく嬉うれしかった。おそろいの服を着て町を歩くのって、すごく『ともだち』っていう気がしてとっても楽しかったよ」

  　ミラが飾らない言葉で思い出を語る。すると、それまでアホ毛を振り回して楽しそうに話をしていたミラが、急にしゃべるのをやめた。見る間に、ミラのアホ毛が「？」の形になっていく。

  「どうしたの？」

  「……まつりが、へん？」

  　なぜ疑問形？　僕はミラから携帯を受け取ると受話器を耳に当てた。

  『ぐず……ぐず……わだじも、嬉うれしかっだの。……ミラが、わだじのごと、好きって言ってぐれて。ぐす……あんなごど、言われたの……初めでだったがら。……わだじ、ほんどうはね……文ふみ哉やのように、誰とでもどもだぢになれる人が、うらやまじぐでね……あごがれでね……だげど、わだじ、素直じゃないがら、わだじのごど好きって言っでぐれるひど、誰もいなぐでね……。だがら……ミラに……好きっで、それが嬉しくで……。ね……ミラ……行がないで、ずっとわだしのともだぢでいでよぉ……ぐず……』

  　茉まつ莉りが号ごう泣きゆうしていて何をしゃべっているのかよく聞き取れない。「これではカタコトしかしゃべれないミラには理解できないな」と納得しつつ、僕は独白を続ける茉莉に声をかけた。

  「あ、もしもし。僕だけど」

  『……………………………………………………コロス』

  「ええと、何か物ぶつ騒そうな台詞せりふが聞こえたんだけど」

  『いつから聞いていたの？　答えによっては、私はあなたを殺さなければいけないわ』

  「大丈夫だよ。そんなに恥ずかしいことは言ってなかったから。むしろ茉莉を可愛かわいいと思ったぐらいだよ」

  『ゼッタイコロス！』

  　おかしいな。褒ほめているのに、茉莉の殺意がどんどん膨ふくらんでるよ。

  　とりあえず茉莉も泣きやんで言語も明めい瞭りようになったので、僕はリョータに代わってくれるようにお願いをした。茉莉は怨えん嗟さの言葉を吐きながら、それでも言われた通りリョータに代わってくれた。

  『もしもし、文哉か？』

  「やあ、リョータ。茉莉の様子はどう？」

  『それがすごいことになっててさ！　もう涙ぼろぼろ顔はぐしゃぐしゃで、貸してやった俺のハンカチもえらいことになってるよ。茉莉のこんなひどい顔は初めて見たけど、なんか意外な一面って感じがして俺、痛っ！　蹴けるなよ！　痛いって、痛い！』

  　相変わらず二人は仲が良さそうだ。

  「リョータもミラに最後の挨あい拶さつをしたいだろ？　ちょっと待ってて。ミラに代わるから」

  『いや、俺はいいわ。今、ミラと話をしたら泣いちゃいそうだからさ。わはは』

  　冗じよう談だんめかしたリョータの言葉。誰よりも魔女に思い入れがあるはずなのに、そんなことはおくびにも出さない。

  『それよりお前は大丈夫なのか？　ちゃんとミラを見送れそうか？』

  　リョータは魔女よりも、僕のことを案じてくれていた。オカルト趣味で魔女オタクで、熱血漢で暑苦しくて、誰よりも友達思い。リョータはそういう男だった。

  「大丈夫かどうかはわからないけど、まあ、なんとかするよ」

  『そうか。戻って来たら俺たちが慰なぐさめてやるから、ちゃんと笑顔でミラを見送ってやれよ』

  　リョータがいつもの陽気さで僕を元気づける。彼の暑苦しさが、今日はなんだか心強い。

  「リョータが友達でいてくれて良かったよ」

  　無意識に口をついて出た言葉に、リョータは「わはは」と笑って言い返す。

  『それはこっちの台詞せりふだ』

  　僕たちは笑い合い、そして僕は、そびえ立つ大たい樹じゆを見上げた。

  「それじゃ。そろそろ切るよ」

  『おう。またな』

  　あっさりとした返事が、なんだかとてもリョータらしかった。号ごう泣きゆうする茉まつ莉りと、慰なぐさめるリョータのやり取りを想像しながら、僕は携帯の電源をオフにする。

  　これでもう、やり残したことはない。

  「ミラ。行こう、楽園に」

  

  　──ミラは楽園に行くべきだ。

  　初めてその考えをミラに打ち明けたとき、僕は反対されるものと覚悟していた。茉莉やリョータと、何より僕と離れ離れになるのをミラは嫌いやがると思っていた。だけどミラは、

  「まつりやリョータと会えなくなるのは寂しいね」

  　そう答えただけで、拍ひよう子し抜けするほどあっさりと楽園行きを受け入れた。僕のことは一言も口にしなかった。

  　楽園とは、魔女たちが隠れ住む聖地。魔女が人間を拒絶するために作った世界。ミラが楽園に行くことは、僕たちが二度と会えなくなることを意味している。

  　ミラは僕と離れ離れになることをなんとも思っていないのだろうか。やっぱり魔女の世界のほうがいいんだろうか。別れを前にして、僕はその疑問を口にすることができなかった。

  　今、大たい樹じゆの根元に立ったミラが、咲き誇る白い花を見上げている。

  　少し離れた場所から、僕はそんなミラを見守っている。

  　僕たちの別れは、すぐそこまで迫っていた。

  

  　大樹の前で、僕らは向かい合って立っていた。

  　一輪だけ残った花を見上げながら、ミラが大樹に手を触れる。

  　幹に触れた指の隙間から、津波のように緑色の蔦つたがあふれ出した。蔦は生き物のようにミラの体に巻き付き、幼い手足に絡からみ付く。

  　白い花が淡い光を放つ。光は次第に激しさを増し、やがて目もくらむほどの輝きとなって大樹全体を包み込んだ。光の白さに染まった蔦がミラの体を覆おおい隠す。光の衣ころもを纏まとったミラが宙に浮き上がり、輝く大樹に引き寄せられていく。

  　いま、魔女の森の大樹は、楽園に繋つながる扉となった。

  　ミラが大樹に吸い込まれていく。間もなくミラは楽園に消える。何か……何か言わなければ。二度と会えなくなる前に、ミラに思いを伝えなければ。

  　何を言うべきかわからないまま、僕が口を開きかけたとき。光の衣を纏ったミラが、僕に向かって右手を差し出した。

  「ふみや、いっしょに行こう」

  　澄み切った瞳で手を伸ばすミラ。そして、僕はようやく理解する。

  　ミラは誤解しているんだ。僕が「君を楽園に連れて行く」と約束したことを、勘かん違ちがいしているんだ。ミラは、僕が一緒に楽園に来てくれると信じている。ミラは、僕と離れ離れになるなんて想像すらしていないんだ。

  　違うよ。それは違うよ。差し出された手を前にして、僕は静かに首を振る。だけど僕の明確な意思表示を見せられても、ミラの目は僕を信じ切っていた。

  「ふみや、行こう」

  　差し出された小さな手に、僕は、はっきりと首を振る。

  「僕は、行けない」

  　ミラが勘違いしないように。余計な希望を持たないように。僕ははっきりと言葉で示す。

  「僕は、楽園には行かない」

  　光の衣は一いつ旦たん動き出すと止められないのだろう。ミラの体は少しずつ、だけど確実に、僕から遠ざかっていく。それでもミラは懸けん命めいに手を伸ばしていた。僕の拒絶が聞こえたはずなのに、その目は僕の言葉を信じていなかった。

  「ふみや、いっしょに行こう」

  「楽園には一人で行くんだ」

  「どうして？　ふみやは、わたしのこと嫌い？」

  「嫌いじゃないよ。嫌いなわけないだろ」

  　だけど、魔女と人間は一緒にいちゃいけないんだ。魔女は人を傷つけ、人は魔女を傷つける。

  「僕は、魔女の世界には行けない。ここが僕のいるべき場所なんだ」

  「やだ！　やだよ！　だったらわたしも楽園に行かない！　わたしもふみやと残る！」

  　ミラは光の衣ころもを引きちぎろうとする。だけど、どんなに力を込めても光は消えない。どんなに暴れても、光の蔦が僕とミラを遠ざける。

  「やだ！　ふみや、手をにぎって！　手をはなさないで！」

  　ミラが懸命に手を伸ばす。僕らが鏡の前でそうしたように、手を触れて、握って、繋つないで欲しいと泣き叫ぶ。

  　本当は、僕だってミラと離れたくない！　ミラとずっと一緒にいたいんだ！

  　喉のどまで出かかった言葉を、僕は飲み込む。

  　よく考えろ。僕の望みは何だ。ミラをそばに置いておくことか？　違うだろ。僕の望みは、ミラが幸せになることだ。ミラを幸せにすることだ。

  　だから僕は本心を押し殺す。努めて冷静にミラを説得する。

  「ミラはもう、一人前の魔女だ。これからは魔女の世界で生きるんだ」

  　僕の説得に、ミラはふるふると首を振る。金色の髪が左右に揺れる。

  「……人間と魔女は、いっしょにいちゃいけないの？」

  「そうだよ。魔女と人間は一緒にはいられないんだ。僕と一緒にいてもミラは幸せにはなれない。僕は、ミラに幸せになって欲しいんだ」

  「だけど、わたしはふみやがいないとだめだよ。ふみやがいないと何もできないよ」

  「大丈夫。ミラは何だってできる。人間の友達だって作れたじゃないか。空だって飛べるようになったじゃないか。ミラにできないことなんて何もないよ」

  　僕はミラを説得する。ミラに、そして僕自身に言い聞かせる。

  「ミラはもう、立派な魔女だ。僕がいなくても一人でやっていけるさ」

  　ミラが泣いている。一緒にはいられないとわかって、ぽろぽろと大粒の涙をこぼしながら、それでもミラは僕から目を離さなかった。

  　僕もミラから目をそらさなかった。最後の一瞬まで、ミラから目を離したくなかった。

  　ミラは伸ばしていた手を折りたたむ。僕を見ながら、自分の手を胸に当てる。

  「わたし、ふみやがいないと、幸せになれないよ」

  　光が僕とミラを遠ざける。さっきまで僕を求めていたミラの手が、力なく垂たれ下がる。僕を見るミラの目が涙であふれている。

  「わたしはひとりじゃ眠れないよ。ふみやといっしょのベッドじゃなきゃ眠れないよ」

  「……」

  　僕は思い出す。目が覚めたとき、いつも目の前にミラの寝顔があったことを。

  「だけど、わたしはふみやに褒ほめて欲しいよ。上じよう手ずにできたら、ふみやに頭をなでてほしいよ」

  「……」

  　僕は思い出す。僕が撫なでてあげたミラの髪の柔やわらかさを。嬉うれしそうに目を細めるミラの笑顔を。

  　どうしてだろう。次から次へと涙があふれてくる。涙があふれて止まらない。

  　白い輝きが、光の衣ころもが、ミラを扉の向こう側へと連れ去って行く。ミラの体が光に溶けていく。目がくらむほどの輝きに包まれたミラは、僕を見て、涙を流しながら──愛らしく笑っていた。

  　すべてを受け入れたミラの笑顔に、僕は思わず手を伸ばす。でも、今さら手を伸ばしても、僕の手はミラには届かない。

  「ミラ！」

  　僕は叫ぶ。手の届かない場所へ行く僕の家族に、何か言葉を伝えたくて。

  「ミラ！　間違いじゃない！　ミラと一緒に暮らしたこと、絶対に間違いなんかじゃない！」

  　みっともなくわめきながら、僕は掌てのひらを胸に押し当てる。それを見たミラも自分の胸に手を押し当てる。

  「ミラと一緒にいられて、良かった！」

  　僕の魔女が光の中に消えて行く。最後の瞬間、僕の声が届いたのか、ミラは泣きながらうなずいてくれた。

  　泣きながら、笑いながら、ミラは僕に言ってくれた。

  「ありがとう」

  　それは、感謝の言葉。

  

  　──そしてミラは、光になった。

  

  

  　光が消え、ミラも消えた。

  　目がくらむほどの輝きが嘘うそのように、森は静けさを取り戻す。

  　魔女の消えた木に、僕はすがりつく。静かな森に、僕の声がこだまする。

  　一陣の風が吹き、はらり、と花びらが舞い落ちた。

  　それは純白の花びら。己おのれの使命をまっとうして満足したのか。魔女の森の大たい樹じゆは僕の前で最後の花を散らしていった。僕の頭上に舞い落ちる白い花びらは、ミラのように愛らしく、美しかった。

  

  　それは、ある夏の日の出来事。

  　その日、最後の魔女が地上からいなくなった。

  



  
    了　
  


  



  


   あとがき

  

  　本書の刊行に当たり、多くの方の助力をいただきました。この場を借りて、感謝の言葉を述べさせていただきます。

  

  　担当編集のＨ様からは、数多くのアイデアとヒラメキをいただきました。懐かしい映画の話題で盛り上がりながらプロットを練ったこと。結末をどうするかで意見をぶつけあったこと。ネーミングセンス皆無な私のために、ファミレスで差し向かいに座りながら一緒にタイトルを考えてくれたこと……。担当様がいなければ本作は生まれなかったと言っても過言ではありません。何よりもアホ毛のアイデアを思いついてくれたことに、最大の感謝を。ありがとうございます。

  

  　イラストのCUTEGカム様。あなたの描くミラは凶悪です。初見のとき、思わず萌え転がりました。本作を書いて一番良かったことは、CUTEG様にイラストを担当していただけたことだとかなり本気で思っています。ありがとうございます。

  　ガガガ文庫編集部の皆様、および本書刊行に関わったすべての皆様。皆様のおかげで、私は今日も夢を抱いて生きていけます。ありがとうございます。

  

  　そして何よりも、読者の皆様。本作を読んで少しでも楽しんでいただけなら、ミラと文ふみ哉やを愛いとおしく思っていただけたなら、これに勝る喜びはありません。本書を手に取っていただいたすべての皆様に、心からの感謝を。

  　ありがとう。本当に、ありがとう。



  
    二○一○年十二月某日　山やま川かわ 進すすむ
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  山川進

  Susumu Yamakawa

  

  三十路過ぎで小説家デビューした遅咲きのフリーター。

  最近「ノリが昭和だよね」と言われて地味にショックを受けました。早く平成になりたい……。


  小学館ｅＢｏｏｋｓ
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